

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第五章　極限状態






　空き家になった武器屋で夜を明かそうというのは、レオナさんのアイデアだった。

　ミスティンの宿屋では、帰ってきた地獄の果物ナイフ使いヘルズ・フルーツスライサー２が俺を殺そうと待機しているかも知れない。そもそも現在、俺はチェルシーに有り金を全て取られて無一文。なので、レオナさんの提案に異論は無いのだが、

「あのレオナさん……それより俺、ログアウトしたいです……」

　するとレオナさんは厳しい顔で俺を見詰めてきた。

「何を言ってるの、ヒロ君。確かに色々あってバタバタしたかも知れないけど、リアルにはログインしたばかりでしょ。安心なさい。此こ処こならきっとアリシアやミザリサにも見つからないわ」

　たとえ、ナイフ使いとノコギリ使いが襲ってこなくても、俺にはまだ懸念がある。

「怖いんですよ。マーチンタイム・アゲインはランダムに発動するんで」

「なら尚なお更さらよ。明け方まで此処で仮眠しましょう。朝になればマーチンのエンカウント率も下がる筈はずよ」

　相変わらずレオナさんは、俺にキワクエを止やめさせたくないらしい。ってか、マーチンのエンカウント率って何だ。マーチンってモンスターだっけ。でもまぁ確かにエンカウントしたくない。マーチンは無論、ミザリサにもアリシアにも、そしてチェルシーにも。

　そう。いつの間にか周りは敵だらけになっていた。しかもゴブリンやオーク以上に、恐ろしい奴やつばかりだ。

「チェルシーは日付が変わってすぐに会ったから、丸一日は大丈夫だと思うよ」

　エイミの言葉に頷うなずく。だがそれは裏を返せば、一日以内に金を用意しておかねばまた襲われる、ということでもある。全く安心はできない。

「ヒロ。アタシもレオナさんに賛成だ。とりあえず朝まで寝よう」

　エイミが俺を手招きした。俺は力なく頷くと、エイミの隣に座り、板張りの壁に体を預けた。

　アリシアに殴られた腹が時折痛んだが、どうにか目を閉じ、俺は眠ったのだった。




　……武器屋の窓から眩まばゆい朝日が差し込んでいる。リアルにはたった数分間の睡眠。それでもキワクエ内では三、四時間眠った感じで頭がぼうっとする。レオナさんもエイミも既に起きていて、心配そうな眼まな差ざしを俺に送っていた。

「どう、ヒロ君。アリシアに殴られたところは？」

「えっと。大丈夫みたいです」

　腹の痛みは治まっていたが、代わりに空腹が襲ってきた。

「何か食べたいな……」

「ほら、ヒロ。水でも飲みなよ」

　エイミから水筒を受け取り、木のコップに注ぐ。水で空腹を癒やす自分が凄すごく惨めだった。高級レストランで食事をしていた頃が既に懐かしい。

「何をするにしてもお金が必要ね。ヒロ君、武器は持ってるんだっけ？」

「アリシアから奪ったナイフだけです」

　取り出してレオナさんに見せる。刃渡りの短い果物ナイフだ。武器として全然強そうに見えない。こんなナイフであの恐ろしい攻撃力を誇るアリシアは一体どうなっているんだ。

「お金がないと、ご飯も食べられないわ。もちろん宿屋にも泊まれないし、チェルシーに利息だって返せない。ヒロ君ならどうにかこのナイフでもオークは倒せると思う。オーク素材をゲットしに行きましょう」

　エイミから、町の周辺には、ほとんどオークは生息していないと聞いている。だが、このまま此こ処こに居てもジリ貧だ。今や絶滅危惧種となったオークだが、どうにか見つけて狩るしかない。

「となれば、やっぱりオークの森だな。あの広いエリアならまだいるかも知れないよ」

　エイミはそう言うが、俺には更なる懸念があった。

「ってか、武器もそうだけど、防具も売っちゃって無いんだよな……」

　心細くなって呟つぶやくが、レオナさんは学校の先生のようにピシャリと俺を叱責する。

「しっかりしなさい！　追われていようが何だろうが、生きる為ために稼がなきゃ！　親が死んでも笑顔で舞台に立つお笑い芸人のように！」

　いや、何でそこまでして、このゲームをやらなきゃならないんだよ！

　そう叫びたかったが、

「ヒロ……」

　エイミが申し訳なさそうに上目遣いで俺を見詰めていた。そ、そうだ！　エイミの為にも頑張らなくちゃ……！

　俺は自分をどうにか奮い立たせ、重い体を引きずるようにして、空き家となった武器屋を出たのだった。




　上空からレオナさんに注視して貰もらいつつ、町を歩く。いつアリシアやミザリサが襲ってくるか分からない。そしてまた、いつマーチンタイム・アゲインが発動するかも分からない。町を歩いているだけなのに、精神的に疲弊してくる。

　それでも道中、何事もなく、俺達たちは無事にオークの森まで辿たどり着ついた。

　森は以前よりも更に伐採が進んでおり、ノコギリ跡が残る切り株や倒木が、至る所に見受けられた。それもこれも、俺に恨みを抱いているミザリサのせいである。予想通り、オークの姿は何ど処こにもない。

　数十分、無為な探索を続けて、肉体的にもくたびれ始めた頃。

「シッシッシ。お客さん、オーク素材をお探しっすかねー？」

　不意に、聞き慣れた声が前方から聞こえた。見ると、オークの血液がべっとり付着したノコギリを肩に載せ、元仲間の異端審問官インクイジターが大きな木の下で佇たたずんでいる。

「ミザリサ……！」

　会うのはマックス殺害以来だ。目の下にある深いクマは相変わらずだったが、顔や体に墨を使って描いたような迷彩ペイントを施している。そのせいで、以前よりも野性味が増したように思えた。

「森にオークはもういないっすよ。さっき最後の一匹を狩ったところっす」

　ミザリサは、木の陰に置いてある麻袋をノコギリで指し示す。袋にはノコギリ同様、オークの血液が付いていた。

「やっぱり全部、お前の仕業なのか」

「シシシ。普通にぶつかってもヒロっちには勝てないっすからね。だから、町周辺のオークを狩りまくってやったんすよ。予想通り、ヒロっちが弱ってるみたいで何よりっす」

「まさかお前がそんな策略家だったとはな」

「全ては尿永久製造機の為ためっすよ」

　そう。コイツは俺の局部を切り取って、そこから水を垂れ流して永久に楽しもうとしているのだ。もう完全にどうかしている。誰か助けてくれ。

「な、なぁ、ミザリサ。昔のよしみだ。そのオーク素材を少し分けてくれないか？」

　俺はミザリサの足下にある麻袋を見ながら、ダメ元で言ってみた。

「そうっすねー。尿永久製造機と交換ってんなら、考えてやってもいいっすよー」

　ヘラヘラと笑う。くっ！　ふざけやがって、ミザリサの奴やつ！

　しかし、レオナさんは真剣な表情でアゴに指を当てていた。

「ねえヒロ君……どうする？　交換する？」

「!?　しねえわ!!　そんなの、考えるまでもなく却下でしょうが!!」

　叫んだ後、俺はミザリサを睨にらむ。仲間から外して申し訳ない気持ちはある。だが現在、俺は切羽詰まりまくった状況である。生き延びる為に、何としてでもオーク素材を手に入れなければならない。

　確かに体力的にも精神的にも参っているし、ミザリサ自身もパワーアップしている。それでも、裏技をしっかり発動すれば難なく倒せるだろう。

　俺はミザリサに果物ナイフを向ける。

「昔の仲間を傷付けたくない。オーク素材を置いて退散してくれ」

「シシシシシ！　ヒロっちは相変わらずイキってるっすね！　どうして私が突然、ヒロっちの前に現れたのか考えないんすか？」

　な、何だ？　あの余裕の笑みは？

「ヒロ君！　気を付けて！」

　レオナさんの叫びにハッとして、俺は咄とつ嗟さに裏技を発動。周囲に気を巡らせる。ミザリサの背後の巨木より、キラリと光るものが飛来した。どうにか視界に捉えたそれを、転がるようにしてかわす。

　避よけた後、近くの木に音を立てて突き刺さった物をちらりと見る──それは俺が手に持っているのと同じ果物ナイフだった。

　──ま、まさか！

「……くく。良い反応速度ね。まぁこんな程度で死なれちゃあ興ざめだけど」

　巨木から颯さつ爽そうと地に降り立ったのは、

「ううっ……アリシア……!!」

　ミザリサと同じく病んだ目をした元仲間の地獄の果物ナイフ使い……いや、帰ってきた地獄の果物ナイフ使いヘルズ・フルーツスライサー２だった。

　ミザリサが楽しげに笑う。

「ヒロっちはテスラを倒す程の手練れっす。弱らせただけじゃあ不十分。だからこの女と手を組んだんすよ」

　アリシアはミザリサの掲げた手に自らの手を合わせ、パンと音を立ててハイタッチした。

　ま、マズい!!　出会いたくない奴やつらが二人同時に!!

　最悪な状況。なのに、ゲームアドバイザーは満足そうな笑みを浮かべていた。

「うん！　いがみあっていた仲間が共通の敵を前にして結託する！　ＲＰＧの基本よね！」

「共通の敵が主人公なのは、ＲＰＧの基本じゃないでしょ!!」

　だがそんなツッコミをしている間に、アリシアが右方から、そしてミザリサが左方から示し合わせたように俺に近付いてくる！

「くっ！　離れてろ、エイミ！」

「あ、ああ！」

　エイミとレオナさんが数メートル後ろの木陰に隠れるのと、ミザリサとアリシアが左右から俺に接近するのは、ほぼ同時だった。俺は使い慣れない果物ナイフを構えて、両サイドからの攻撃に備える。

　アリシアがスカートの内から即座に取り出した果物ナイフを両手に構え、ミザリサがノコギリを大きく振りかぶっている。

「ミザリサ、行くよ！」

「了解っす！」

　そして、左右から同時に俺に向けて、ナイフとノコギリを乱打するように叩たたき付つけてくる！　上体を捻ひねって避よけつつ、かわせない分は果物ナイフを使って、どうにか捌さばく！

「凄すごいわ、ヒロ君！　カンフーアクションみたいな攻防ね！」

　レオナさんには俺の必死の状態も余裕に見えているのだろうか。実際、余裕なんか全くない。ちょっとでも気を抜くと即死レベルの緊張感だ。

「シシシシシ！　真っ二つにブッた切って───！」

「ひひひひひ！　細かく刻んでやるッ！」

　ミザリサとアリシアが交互に叫ぶ。ど、どんどん速度が増していく!?

　気付けばナイフを持つアリシアの手が、リンゴのように赤い靄もやで包まれている。ミザリサのノコギリもまた不気味な黒い光を発していた。な、何だアレ!?　もしかしてオーラ!?

　二人が声を揃そろえて叫ぶ。

「「奥義！　果実完全粉砕フルーツ・ジユーサー！」」

　レオナさんが胸の前で小さな両拳を握りしめ、興奮していた。

「こ、これは仲間のコンビ技!?　アクションＲＰＧっぽいわ!!」

　まぁ、確かに『ぽい』よ！　ぽいけど、間違ってるのは、

「だから、その技がモンスターじゃなくて、主人公に使われているってことだあああああああああ!!」

　威力と速度を増して左右から降り注ぐ、怒ど濤とうの連撃をどうにかこうにか、かわし続ける。しかし徐々に、俺の目に認識できない攻撃が増えてきた。残像のようなナイフが俺の前髪を掠かすめる。

　──ひいいいいい！　このままじゃいつか、体に当たる！

「ミザリサ！　ヒロは熟してるわ！　狩り時よ！」

「シシシ！　実った果実を美お味いしく頂くっすー！」

「!?　俺はフルーツじゃねえっ!!」

　不条理発言にツッコんだのがいけなかった。アリシアのナイフが俺の頬ほおを薄く切った。

「ひいっ！」

　切られた箇所が熱くなり、地面に赤い血がぽたりと落ちた。動揺した隙を突かれて、アリシアの果物ナイフが俺のナイフを弾はじく。同時にミザリサが俺に足払い。転んで、ひっくり返った俺の腹の上にアリシアが跨またがった。

「うぉっ!?」

「ふふ。男の子ってだらしないわよねえ。ちょっと血を見ただけで慌てちゃって情けない」

「そうっすよねー！　これからもっと血まみれになるって言うのに！　シシシシシ！」

　ま、マズい！　なぶり殺される！

　武器を無くし、馬乗りされて、死を予感する。しかし、ミザリサがアリシアの背後から釘くぎを刺す。

「局部は切り刻んじゃあダメっすよ。尿永久製造機が作れなくなるっすからね」

「ふん。ならアンタが先にやりなよ」

　アリシアが体勢を変える。背後に回り、俺を羽交い締めにすると、ミザリサが俺の前に来て、ズボンに手を掛ける。

「へっ!?　ちょっと!!　な、何コレ!?　嘘うそだろ!?」

「ミザリサ。さっさとズボン下ろして済ましちゃいな」

「シシシ。まぁまぁ。じっくり楽しむっすよ」

　愉悦を孕はらんだ顔で俺を背後から拘束したまま、様子を見守るアリシア！　呼吸を荒くして、俺のズボンを下ろそうとするミザリサ！

　レオナさんが何な故ぜだか頬ほおを赤らめていた。

「あらやだ！　Ｈシーンの始まりかしら！」

「!?　グロシーンの始まりですよ!!　助けて下さいいいいいいいい!!」

　涙目で絶叫するとレオナさんは困った顔を見せる。

「た、助けてって言われても。昔みたいにアリシアの目を塞いだところで、隣にミザリサがいるし。逆もまたしかり。どうしようもないわ」

　じゃ、じゃあ俺、このまま局部をさらされ、その後、き、切り取られて……？　いやいや！　いくらなんでもそんな訳ないよな！　ない、ない！　あははははははははは──いや、やるよ!!　このゲームなら絶対やる!!　信じられねえ超絶クソゲーだもん!!

「誰か助けてくれえええええええええええええ!!」

　ズボンを引き下ろされないように握りしめつつ、自分でも情けない声で絶叫する。レオナさんが俺の耳元で囁ささやく。

「ねえ、ヒロ君。『想像力を使え』って、裏技の豆知識でカムイが書いてたんでしょ？　こういう時も同じように想像力を使ってみるのはどうかしら？」

「そ、それって!?」

「たとえば、キワクエを中華ファンタジーゲームだと考えるの。そして今の状況を『宦かん官がんになる儀式』だと思えば、どうにか耐えられるんじゃないかしら？」

「それどんなシチュエーション!?　そんなことで耐えられるかああああああ!!」

　戯たわ言ごとのようなクソアドバイスを聞かされている間も、ミザリサは俺のズボンを引っ張り続けていた。

　──ぐうううっ!!　フルダイブＲＰＧで局部を切り取られるとか、ありえねええええええええ!!

　いくらキワクエ内では痛覚が鈍いとはいえ、そんなことされたら気絶してしまうのではないだろうか。実際、宦官の儀式で気絶する人もたくさんいたのかも知れない……いやこんな現実逃避してる場合じゃねえ！

「さぁ、ご開帳っすー!!」

「やぁめてえええええええええ!!」

　ズボンがまさに引き下ろされようとした、その時。もうもうと煙を放つ玉が俺の目の前に転がってきた！　玉は音を立てて炸さく裂れつし、辺り一面が煙に包まれる！
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「な、何すか、コレは!?　げほっごほっ！」

　ミザリサが咳せき込こむ声が聞こえ、更に隣からは、

「ヒロ！」

　エイミの声がした。俺の体の自由を奪っていたアリシアも、立ちこめる煙に気を取られて力が緩んでいる。俺は無む茶ちや苦く茶ちやに暴れて、どうにか拘束から逃れた。

「こっちだ、ヒロ！」

　前も後ろも分からない、もうもうと立ちこめる煙の中、エイミの声だけを頼りに走る。少し煙が晴れてきて、エイミとその肩に乗ったレオナさんが薄うつすら見えた。同時にアリシアにも、エイミの姿が見えたらしい。「クソが！　またテメーかよ！」と言葉を荒らげた。

「ミザリサ！　その女を先に殺すのよ！」

「了解っす！　そうすればヒロっちはもっと苦しむっすね！」

　!?　考え方がもう完全に悪役のソレ!!

　だが、エイミは胸元から新たな煙玉を取り出した。慣れた手つきで導火線に火を点つけ、二人の方に転がすもアリシアが嘲笑する。

「バカみてーに、何度も何度も！　兄さん、お願い！」

　ううっ！　マーチンが指示すれば、視界が悪くても追跡されちまう！

　しかし、様子がおかしかった。煙を浴びたアリシアとミザリサは、苦しそうに手で目を覆っていた。

「くっ！　目が……！」

「し、しみるっす！　痛たたたた！」

「ヒロ！　今だ！」

「お、おう！」

　煙の中、苦しげに右往左往する二人がちらりと見えた。俺達たちはどうにかこうにか、この場から逃げられたのだった。




　町に戻って、人混みに紛れる。ミスティンには警備隊もいるし、いくらアイツらでも、町中では無闇に襲って来ないのではなかろうか。これは俺の希望的観測だけど……。

　レオナさんがエイミの肩越しに尋ねる。

「エイミさん。さっきの煙幕は？」

「野草を調合して作ったんだ。『催涙玉』ってところかな」

「へえー！　凄すごいわね！」

「ホントはもっと早く助けたかったんだけど、奴やつらが近くにいるとヒロの目もやられちまう。ヒロと距離を取った時を狙ってたんだよ」

　だからエイミはまず、普通の煙幕で俺をアリシア達たちから引き離した。そうしてから催涙玉を放った訳だ。いやもうマジで感謝！

「助かったよ、エイミ！」

　エイミの催涙玉があれば、いざって時でもアリシア達から逃げることができる──そう思ったのだが、

「催涙玉を作るには、貴重な草が必要でね。あまり数はねえんだ。向こうも今度会ったら対策してくるかも知んねえし」

　……やっぱり溜ため息いきしか出ない。

「でもヒロ君。悪いことばかりじゃないわよ。ホラ」

　レオナさんがエイミの腕を指さす。エイミはニカッと笑って、ミザリサが殺したオーク素材の入った麻袋を両手で掲げた。

「マジか!!　いつの間に!?」

　感嘆して叫ぶ。煙で撒まくだけじゃなく、オーク素材まで取ってきてくれるなんて！　今まで色々やらかすイメージだったけど……ここにきてエイミ、めちゃくちゃ優秀！

「あはは。コレはレオナさんのお陰だよ。ヒロがアリシア達と揉もめてる時に、アタシに指示してくれたんだ」

「そ、そうだったんですか！」

「どう、ヒロ君。ちょっとはやる気でた？」

「はい！」

　俺達は早速オーク素材を換金する為ため、道具屋に向かった。




　エイミによると、ミスティンの町には道具屋が二箇所あるらしい。俺は普段、行っている所を避け、人通りの多い場所にあるというその道具屋まで、エイミに案内して貰もらっていた。素材を取られて怒ったミザリサ達が、俺が換金することを見越して、道具屋に待機しているかも知れない。その場合、人ひと気けの多い道具屋の方が襲われる危険が少ないと踏んだのだ。

　レオナさんは心配しすぎだと言うが、アールエヴォだとかいう無駄に高性能なキワクエの人工知能は、現実の人間とまるで相違ない反応をＮＰＣに与える。アリシアがそう考えて、待ち伏せしていても不思議じゃない。

「ずいぶん慎重ねえ」

「今まで散々イヤな目に遭ってきてますから」

「まぁキワクエじゃあ、用心深く行動するに超したことはないでしょうけど」

　レオナさんに頷うなずきながら、表通りにある豪ごう奢しやな外観の道具屋の扉を開けた。

「オーク素材を買い取って欲しいんだけど」

「へえ。分かりやした」

　しゃがれ声で頭の禿はげ上あがった老人店主に、オーク素材の入った麻袋を渡す。

　中身を見た店主の顔が突然曇った。

「あれあれえ、お客さん。こりゃあオーク素材じゃ、ありやせんねえ」

「え！　そんなバカな！」

「バカなも何も。ホラ、見て下せえ」

　麻袋の中から店主が取り出したものを見て……俺は卒倒しそうになる。

「う、うわああああああああああああああ!?」

　それは口に果物ナイフの刺さったマーチンの頭部だった！

「ま、ま、ま、マーチンの首!?　な、何で!?」

　そして店主の顔を見て再度、喫驚する！　いつしか店主の顔は、血に濡ぬれたマーチンの顔に変貌していた！

「ひいいいいっ!?」

　マーチン顔の店主は、しゃがれ声で言う。

「お客さん。こりゃあオーク素材じゃなくて、マーチン素材でさあ」

「マーチン素材!?　れ、レオナさん!!　これは一体、」

　俺の肩に乗っているレオナさんに救いを求めて叫ぶ。

「あらあら、ヒロ君。お店の人が言ってるでしょう。これはマーチン素材なのよ」

　そんなレオナさんを見て、俺はまたも絶叫！　身なりと声はレオナさんだが、その顔は血に濡れたマーチンだった！

「ど、どうなってんだよ、コレ!?　エイミ!!　助けてくれ!!」

「ははは。大丈夫だって、ヒロ。ははははははは」

　声はエイミ。着ている服も同じ。だが……やはりその顔はマーチン！

「ヒャアアアアアアアアア!!　みんなもれなく、マーチンだああああああああああ!!」




「……ちょ、ちょっと!!　どうしたのよ、ヒロ君!!　急に叫んで!!」

　レオナさんとエイミが怯おびえた様子で俺を見詰めている。

　俺はゼェゼェと呼吸を荒くしつつ、辺りの様子を窺うかがう。道具屋にいた筈はずの俺は、人混みの中で佇たたずんでいた。

「こ、此こ処こは!?　此処は何ど処こですか!?」

「はあ？　ミスティンの大通りよ。何言ってるの」

「ええっ!?　道具屋にいた筈はずじゃあ!?」

「道具屋には今から行くんでしょ。エイミさんが持ってきてくれた、このオーク素材を換金する為ために」

　じ、時間が戻った!?　い、いや、さっきのは俺が見た幻だったってことか!?　オーク素材を売りに行こうとした時からの行動全てが幻……!!

「こ、これが、マーチンタイム・アゲイン……!!　うわああああああああああ!!」

「ヒロ君！　急に叫ぶのやめてって言ってるでしょ！　怖いしキモいから！」

「だ、だって!!　マーチンの亡霊も、以前よりずっとパワーアップしてるんです!!」

「もう。危ない薬でもやってるみたいよ」

「やってませんよ!!　マーチンの霊に幻覚を見せられたんですって!!」

　その瞬間。俺の胸のペンダントが光を放った。震える手で胸からペンダントを取り出す。そこには新たな文字が刻まれていた。




『薬物中毒になって帰ってきた親友殺しジヤンクヘツド・ベストフレンドキラー２』




「!?　やってねえって言ってんだろ!!」

「えー、本当かしら？　さっきもバッドトリップしてたし」

「だから全部、マーチンタイム・アゲインのせいなんですよ!!」

　レオナさんもエイミも何だか俺を疑わしい目で眺めている。本当に俺がおかしくなったと思っているのかも知れない。さ、最悪……！

　──つーか、借金塗まみれでアリシア達たちに追われて、その上、マーチンに呪われてるとか……！

　絶望すぎて頭を抱える。やがてレオナさんがぽつりと言う。

「ヒロ君の話が本当だとして……呪われてるなら教会に行く？　確かこの町にあったと思うけど」

　しかしエイミが首を横に振る。

「レオナさん。ミスティンの教会は飾りみたいなもんなんだ。中には神父もシスターもいないんだよ」

「そ、そうです！　前に居たのは神父の振りしたマーチン神父で……ううっ!!」

「はいはい、また言ってる。じゃあ、とにかくオーク素材を売りに行きましょう。お金をゲットしておかないと、ますます詰んじゃうわ。エイミさん、道具屋までお願い」

「あ、ああ。ヒロ。しっかりついてきなよ……」

　エイミに案内されつつ、俺はビクビクしながら町を進んだ。ミザリサやアリシア以上に、精神にくるのはマーチンタイム・アゲインだ。もう何ど処こまでが実際の出来事で、どこからが幻覚か分からない。頭がどうにかなりそうだった。

　道具屋に着くや、俺はすぐにカウンターに麻袋をひっくり返した。小太りの店主が驚く。

「いやそんな君！　モンスターの素材、ドチャアって置かれても！」

「換金して！　早く！　あいつらが来る前に！」

　店主を急せかす。イヤな顔をしていた店主だったが、オーク素材が沢山あるのを見て、顔を綻ばせた。

「結構あるね！　じゃあ15万Ｇガルドで引き取るよ！」

　あ……。思ったより高く売れた……。

　エイミとレオナさんも揃そろって笑顔を見せる。

「ヒロ！　これで今度こそ借金、帳消しになるんじゃないか！」

「そ、そうだよな！」

　少しだけ希望が持てた。借金を返せばチェルシーの追撃からは逃れられる。

「此こ処こからは笑顔商会も近い！　返しに行こうぜ！」




　笑顔商会では、チェルシーが羽ペンを動かし、机の上の書類に何かを書き込んでいた。こうして見ると普通の……というよりむしろ、色っぽくて知的で好感の持てる大人の女性なのだが……

「か、か、借りた金、返しに来たじょ！」

　ダメだ、声が裏返っちまった！　だって怖いもん、このＮＰＣ！

「これはこれはヒロ様。本日分は既に頂いておりますが……」

「だから借金全額、返しに来たんだよ！」

　俺は道具屋で換金した金をチェルシーの前に置いた。嬉うれしそうに数えていたチェルシーだったが、指を止めて、少し困ったような顔付きで俺を見詰めてきた。

「申し訳ございませんが、全額のお返済には、お少し足りないようでございます」

「!?　嘘うそだろ!!　一体いくらいるんだよ!?」

「ただいまの借金総額は30万Ｇでございます。ちなみに明日になりますと45万Ｇです」

　嘘だろ、そんな増えるのかよ!!　くそっ、暴利の反社め!!

　訴えてやりたいが、何処に訴えれば良いのかも分からない。そもそもこの無む茶ちや苦く茶ちやな利率だって、以前渡された規約に書かれていた通りなのかも知れない。悔しいが読まなかった俺が悪いのだ。ちなみに規約は宿屋にでも置き忘れたのか、無くなってしまった。

[image: ]

　──とりあえず今ある分を払って、借金の総額を少なくしておいた方がいいのか？　でも手持ちがないと毎日の支払いが……。

　どうしようか迷っていると、チェルシーは優しげに俺に微笑ほほえみかけた。

「一つ、ヒロ様に良い情報を。最近、西北の洞窟にトロルが住み着いているという噂うわさでございます。人をさらっては食べているようで、町の皆様が困っているようです」

「と、トロル……！」

　エイミは興奮して、俺の肩を激しく揺さぶった。

「ヒロ！　遂ついに出現したんだよ！　『洞窟のトロル討伐クエスト』が！」

「あ、ああ！」

　エイミの念願であるトロル討伐。だが以前、俺がギルドに行った時、そのクエストは張り出されていなかった。エイミいわく、町の滞在期間やプレイヤーのゲーム進捗によって現れるタイプのクエストらしい。エイミは気にして、ちょくちょくギルドに見に行っていたらしいのだが、

　──ようやく解禁って訳か！

「トロル素材はオークよりずっと高値で取引されます。それをお持ちになれば借金は全てお返済ですわ」

　エイミが俺の顔を覗のぞき込こんでくる。

「行けるか、ヒロ？」

「そ、そうだな……」

　色々あってテンションは最悪。だが、

「絶対に行くべきよ、ヒロ君！」

　迷う俺に、レオナさんは鋭い目を向けて断言した。

「この町に滞在している理由はトロル討伐だった！　それがようやく挑戦できるようになったのよ！　やらない手はないわ！」

「でも……討伐の途中でアリシアが現れたり、マーチンタイム・アゲインが発動したら……」

　不安を思わず口にする。エイミは少し微笑ほほえみながら言った。

「逆にトロル狩りにいけば、奴やつらとは会わなくて済むんじゃねえかな？」

「そうね。あの子達たちが来ない可能性は高いわ。もちろんマーチンタイム・アゲインが発動しない可能性も」

「えっ？　レオナさん。それって、どういうことですか？」

「バカね、ヒロ君。リアルに忠実っていっても、これはゲームなのよ。クエスト挑戦中に、イベントが何個も重なるなんて考えにくいわ」

　そうか！　言われてみれば確かにそうだよな！　イベントは複数被かぶらない可能性があるのか！

　そして同じイベントでも、アリシアとミザリサ、そしてマーチンタイム・アゲインに比べれば、トロル討伐イベントの方が１００倍マシだと思った。

「トロルを倒した後、そのまま素材を持ってミスティンの町を出れば良い。そうすればアリシアやミザリサの追っ手からも逃れられるわ。笑顔商会の借金は、次の町で返せば良い訳だしね」

「わ、分かりました！　じゃあ俺、今からトロル討伐に行きます！」

　覚悟は定まった。すると、レオナさんが俺の耳元で囁ささやく。

「それじゃあヒロ君。今は、チェルシーにお金を返さないでおきましょう。そのお金で武器や防具を揃そろえなきゃ」

「あ！　そういや俺、今、果物ナイフしかなかったんだ！」

　大事なことを忘れていた。果物ナイフなんかで強敵トロルに勝てる筈はずがない。だが、装備を整えようにも武器屋は夜逃げしてしまっている。

「なぁエイミ。ミスティンの町に、武器屋は他にないのか？」

「道具屋と違って武器屋はあの一軒だけなんだよ……」

「ぐっ！　何だよ、それ！」

　唸うなる俺。だが、レオナさんはそんな俺にウインクする。

「ヒロ君。武器を武器屋で買うっていうのは二次元ゲームの考えよ。フルダイブならではの入手法があるでしょ」

「え。それって？」




「……あの、すいません。その鉄の剣と鎧よろい、売ってくれない？」

　俺は町の外壁を守っている警備兵と交渉をしていた。最初、警備兵は渋ったが、５万Ｇガルドを提示すると交渉は成立した。

　警備兵が着ていた鉄の鎧を装着していると、レオナさんが小さな親指を立てる。

「ね？　ゲットできたでしょ？」

「ありがとうございます！」

　うん！　こういう時、レオナさんは頼りになるな！　こんな装備の入手法、俺には思いつかないもんな！

「そこまで良い装備じゃないけど、ヒロ君の実力ならきっと大丈夫よ！」

「はい！　俺、頑張ります！」

「よし。じゃあアタシに付いてきてくれ」

　そのままエイミに先導して貰もらい、オークの森を抜ける。

　しばらく歩くと平原は足場の悪い砂地になり、やがてゴツゴツとした岩場に変化した。切り立った崖が見えてきて、更に進むと岩壁が鍾しよう乳にゆう洞どうのように大きな口を開けている。

「……着いたよ。此こ処こがトロルの洞窟だ」

　俺は緊張しながら剣を抜く。そして薄暗がりの中をそろりそろりと進んだ。トロルの洞窟は、三人が横一列になって歩いても問題ないくらいの広さがあった。

「なぁ、エイミ。トロルってのは群れでいたりするのか？」

「いや、一匹だけだよ。洞窟の奥で冒険者を待ち構えてるんだ」

　よかった、ちょっと安心。ゴブリンやオークみたいに大群で襲い掛かってきたら、流石さすがに手に負えないもんな。

　──ん……待てよ。ならトロルに出くわすまで、敵は出ないってことか。

　そう思えば、足取りは軽くなった。進んでいくと、洞窟の一角に大きな金色の箱が置かれていることに気付く。

「あっ！　宝箱！」

　俺はすぐさま駆け寄った。お金はもちろん、武器や防具に道具！　ゲットできるならなんでも良い！　それにしても、宝箱なんてキワクエで初めてじゃないかなあ！

　ワクワクしながら蓋を開ける。すると……大きな宝箱の中に、膝を抱えたまま、折り畳まれた人間が入っていた。

「……は？」

　突然のことで理解が追いつかない。だが……よくよく目を凝らせば、俺はその人物に見覚えがある。

　口にナイフの刺さったマーチンの目だけが、ぎょろりと動き、俺を見る！　そして、ガバッと上体を起こして立ち上がった！

「ヒロおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「マーチ─────────────ン!?」

　恋人のように互いの名前を叫びつつ、俺は尻餅を突く。

「あわ……あわわわわわわわわ!!」

　あまりのショックで、俺は口をパクパク、両手をバタバタさせながら慌てふためいていた。

「……おい、ヒロ！　ヒロってば！」

　気付けば、エイミが俺の体をガクンガクンと揺さぶっている。

「ま、マーチンが!!　マーチンが箱の中からっ!!」

「しっかりしろって！　何もいねえよ！」

「え……!?」

　きょとんとしているレオナさんとエイミ。視線をおそるおそるマーチンが居たところに向ける。しかし、そこにはマーチンの亡霊はもちろん、宝箱さえもなかった。

「ヒロ君。ひょっとしてまた幻覚？」

「い、今ここに宝箱があって!!　でも開けたらマーチンが入っていて!!　ホントなんです!!　信じて下さい!!」

　するとレオナさんはシリアスな顔付きで呟つぶやく。

「どうやらそれは宝箱じゃなくて『マーチン箱』だったみたいね」

「!!　マーチン箱って何ですか!?」

　レオナさんは俺にジト目を向けていた。

「マーチンに幻覚を見せられたのは仕方がないとして……ヒロ君。迂う闊かつに宝箱なんか開けようとするからそんな目に遭うのよ」

「だ、だって、開けるでしょ！　洞窟に宝箱が置いてあれば！」

「どうしてモンスターの住む洞窟に、宝箱が置いてあると思うの？　罠わなに決まってるじゃない」

「普通ＲＰＧじゃあ、宝箱に武器なんかが入ってたりするじゃないですか！」

「トロルが自分の住処すみかに、自分を倒せる武器なんか置く筈はずがないでしょ。キワクエ内でそんなご都合展開はあり得ないわ。宝箱があったら１２０％罠だと思いなさい」

　キワクエの宝箱は全部罠なのかよ！　アイテムくらい配置しておいてくれよ！　ユーザビリティの欠片かけらもねえな！

　それもさることながら、俺はもう一つの理不尽さに対して憤っていた。

「ってか、レオナさん!!　クエスト挑戦中は、マーチン達たちの襲撃はないんじゃなかったんですか!?」

「うん。全然、関係ないみたいね。それはごめん」

「謝って済む問題ですか!?　それってつまり、ミザリサやアリシアと出くわすかも知れないってことじゃないですか!!」

「ひ、ヒロ。別にレオナさんが悪いわけじゃないだろ。キワクエの仕様なんだから」

「そうよ！　私に八つ当たりしないで！　バカ！　ヒロ君のバカ！　バーカ！　ベェー！」

　小学校以来、久し振りに見たあっかんべーに、はらわたが煮えくり返る。

　ぐっ！　なんかもう、色んなことに腹が立つ！

　やりきれない思いだが、エイミが俺の肩に優しく手を載せる。

「気持ち切り替えて、頑張ろうぜ、ヒロ……」

　エイミの励ましもあって、俺はどうにか歩を進めたのだった。




　ひんやりとした空気の漂う洞窟をしばらく歩く。徐々に周囲の岩肌が広がっていき、大きく開けた場所に出る。前方には二つの穴が覗のぞいていた。

「分かれ道か。どっちに行けばいいんだろ？」

　俺は独りごちるようにしてエイミに尋ねた。どちらの穴も薄暗くて、先がどうなっているのか見えない。エイミが息を呑のむ音が聞こえた。

「嘘うそ……！　前にアタシが彼氏と来た時はこんな穴、無かったよ！」

「うーん。自動生成されたものかも知れないわね。ローグライクゲームってやつね」

「ダンジョンまで変化するのかよ……！」

　無駄に作り込まれたキワクエのゲームシステムに辟へき易えきする。此こ処こからはエイミの知識も当てにならなくなってしまった。

「ど、どうする、ヒロ？」

　ハズレの道を選べば罠わながあったりするのかも知れない。だが、

「こっちだ」

　こんなものいくら悩んだって仕方がないし、トロトロしていて、またマーチンタイム・アゲインが発動したら大変だ。俺は自分の勘を信じて、右の穴を選んだ。

　狭い穴の中を中腰で進む。やがて、道幅が広くなっていき、開けた岩場に出る。壁面にはおどろおどろしいドクロの装飾が施されたランプが灯ともっていた。

「ヒロ君！　当たりじゃないかしら！　このだだっぴろい空間、ボス戦っぽいわよ！」

　レオナさんに笑顔で頷うなずく。確かにこの感じはボス戦っぽい！　巨大なトロルと戦えるように空間が広がってるもんな！

　俺は鞘さやから鉄の剣を抜いて構える。

　ま、まぁトロルだったらトロルで緊張するんだが！　でも……うん！　これは、ミザリサやアリシアに追われてるのとは違って、良い緊張感だ！　エイミの為ためにも、頑張って強敵トロルを倒すぞ！

　熱い気持ちが腹の底から湧き上がってきた、その時。

　ボッ、ボッ、と。音を立てて、岩壁に備えられているランプに火が灯る。すると薄暗くて、先が見えなかった空間が認識できるようになった。数メートル先に大きな祭壇がある。

　──こ、これは明らかにボス登場の演出！

　俺は興奮しつつ、鉄の剣を握る手に力を込める。やがて祭壇にもランプが灯り……ボスがその威容を現した。

「……ヒ───ロ──────」

　呪われた声が洞窟内に反響する。祭壇の上、アリシアが両手に果物ナイフを構えて、仁王立ちしていた。

「!?　何でだよ!!」

　思わず叫ぶ。大げさな演出しといて結局コレ!?　ふざけんな!!

「ヒロ君！　遂ついにボス戦ね！」

「違うわ!!」

　叫んでいる間に、祭壇からアリシアが降り立つ。そして暗がりの中、体を左右に揺らしながら俺に向かってゆっくり歩いてくる。目だけが異様な光を放っていた。

「くけけけけ……！　ヒ────ロ─────……！」

　プレッシャーに胃がキュッと縮まるのを感じる。ま、まぁ確かにボスっぽい迫力はあるけども！

　しかし。アリシアは俺から少し離れた位置で立ち止まると、懐にナイフを仕し舞まう。そして恨みに満ちた恐ろしい顔を一転させて、優しい声で俺に話しかけてくる。

「ヒロ。オークの森でのこと……ごめんね」

「えっ？　アリシア？」

「私あの時、おかしかったよね？　ミザリサと二人であんなことしちゃって。でもね、ヒロを探して駆け回ってたら、この洞窟に着いたんだ。暗い場所で瞑めい想そうしているうちに、ちょっとは落ち着いたよ」

　め、瞑想してたんだ？　ってか、何だこの感じ？　ひょっとしたら許してくれるのか？

「ヒロにお詫わびのプレゼントがあるの！」

　にっこり笑って取り出したのは、ナイフだった。しかし、いつもの果物ナイフではない。ナイフが二本くっついているような形状だ。真ん中にグリップがあり、そこを握るタイプの武器らしい。

「強い武器、欲しいでしょ？　そう思って作ってみたの！　コレね、『ラブリーナイフ』って名付けたんだよ！」

「へ、へえ！　ありがとう！　ちょ、ちょっと使いづらそうな武器だけど？」

「うん！　使い方を教えるね！　この一方の刃の部分をヒロの心臓に突き刺すの！　それから、もう一方を私の心臓に突き刺すのよ！」

「なるほどわかった……って、はああああああああああああ!?　そしたら俺、死んじゃうじゃん!!　ってか、アリシアも死んじゃうけど!?」

　にこやかだった顔は、いつしか目元に深いクマのある病んだ表情に変化していた。焦点の合わない瞳でアリシアはぶつぶつと呟つぶやく。

「ヒロは一人で死ぬのがイヤなんだよね？　だからいつも逃げるんだよね？　うふふふふ！　だから、ヒロの為ためにコレを作ったの！　二人同時に死ねるんだから、もう寂しくないよね！　一緒にあの世に行けるんだから、全然寂しくなんかないよね！」

　いや、やっぱり全然許してくれてねええええええええええええ!!

　アリシアは、俺をこの全然ラブリーではない用途のナイフで刺殺しようとしているらしい。

　凶気の幼おさな馴な染じみがラブリーナイフを体の前で構えながら、鋭い眼光を俺に放つ。

「もう二度と二人は離れないわ!!　気持ちも、そしてハートもねえええええええええ!!」

　レオナさんが俺の耳元でコクコクと頷うなずく。

「気持ちもハートも一緒──なかなか素敵な台詞せりふね！」

「いやあの子、俺の心臓串刺しにしようとしてるだけですよ!!　に、逃げるぞ、エイミ!!」

「あ、ああ！」

　呑のん気きなレオナさんとは対照的に焦りまくっている俺は、エイミの手を引いて急転換。すぐに出口へと向かった。

　──こ、これはもうトロルどころじゃない！　いったん洞窟を出て、機会を改めて……！

「待てええええええええええ!!　心臓に突き刺してやるううううううううううう!!」

　アリシアが背後から叫んでいる。つーか、何で俺から突き刺そうとするんだよ！

　脇目も振らずに走って、二股に分かれた地点まで戻る。ハァハァとエイミが息を切らしていた。

「あ、あれ？　追ってこないな」

　耳を澄ますが、アリシアの足音がしない。諦めたのか？　もしかして場面が変わったから追跡が終了して……いや待て！　キワクエでそんなご都合展開ある筈はずがない！

　ならばアリシアは、あえて追って来なかったと考えるべきだろう。つまり、

「シシシシシシ!!」

　不気味な笑い声と共に、暗闇からノコギリが光る！　どうにか上体を反らせてかわすと、『ブゥン』とノコギリが音を立てて空振った。

「こっちは行き止まりっすよー！」

　──やっぱりいたか、ミザリサ！

　ミザリサは後退し、出口側の通路に陣取った。そして、

「ヒ───ロ────」

　背後からはアリシアの声が響く！　ゆっくりとこちらに迫ってきているようだ！

「ひ、ヒロ！　まずいぜ！　このままじゃあ挟み撃ちにされちまう！」

「うう……！」

「ヒロ君！　アリシアがいない方の穴に入りましょう！」

「で、でもその先にはトロルが！」

　下手をすればトロル、アリシア、ミザリサ──モンスター三体と戦わなくてはならない！　そうなれば、とても俺に勝ち目はない！

「行きも地獄！　帰りも地獄！　なら新しい道に可能性を見いだすしかない！　そうでしょ、ヒロ君！」

　た、確かに！　クソッ！　行くしかないのか！

　アリシアが来る前に俺はエイミの手を取り、もう片方の穴に飛び込んだ。身をかがめるようにして狭い道をひた走る。

　やがて先程、アリシアがいたような開けた空間が現れた。同じように祭壇が設けられており、そこには山のような巨体が鎮座している。

　……俺は足を止める。追われている最中だというのに、しばしその巨きよ躯くに呆ぼう然ぜんと言葉を失い、トロルを眺めていた。

　人の頭部など丸まる呑のみにできそうな、耳まで裂けた大きな口。俺の胴体はありそうな太さの四肢。トロルはまさにボスモンスターに相応ふさわしい、圧倒的な威圧感を醸し出していた。

　祭壇にいるトロルまでの距離は約五メートル。幸いにもまだトロルはこちらに気付いていない。目を静かに閉じてあぐらをかいている。背を曲げて座っているのに、二メートルはありそうだ。立ち上がれば四メートル以上になるのではないだろうか。

「ヒロおおおおおおおおおお!!」

「尿永久製造機を寄よ越こせっす───!!」

　背後から迫る二人の声に、俺とトロルはビクッと同時に体を震わせた。レオナさんが俺の耳を軽く引っ張る。

「ヒロ君！　トロルが起きる前に背後に隠れましょう！」

「は、はい！」

　俺とエイミはレオナさんの指示に従い、なるべく足音を立てないようにしてトロルの背後に隠れた。それと同時に迫る足音。ミザリサとアリシアが現れる。

「シシシ！　何ど処こに隠れたっすか！」

「オイ、コラ！　バックれてんじゃねーぞ！　出てこいや、ヒロおおおおおおおおお!!」

　ミザリサの甲高い声と、アリシアのヤクザみたいにドスの利いた声で、トロルはようやく目を覚ました。山のような巨体がゆっくり起き上がる。

「グオオオオオオオ！」

　耳をつんざく咆ほう哮こう！　トロルは俺の方を振り向かず、目前のアリシアとミザリサに向けてズシンズシンと歩き始めた。レオナさんが俺の耳元、小声で囁ささやく。

「ヒロ君。なるべく静かにするのよ」

　俺は無言でレオナさんに頷うなずく。レオナさんの狙いは分かった。そしてその狙い通りに、トロルが巨木のような棍こん棒ぼうを手に、アリシアとミザリサの方に向かっている。

　よ、よし！　やったぞ！　トロルは後ろにいる俺達たちに気付いてない！

　そして、前方で刃物を持って叫んでいるミザリサとアリシアを、敵だと認識したのだ。

　地を響かせながら、アリシアとミザリサに迫るトロル。二人はそんなトロルに悪態を吐ついた。

「おう！　そこどけや、デブ！　邪魔すんな、デブ！　オラッ！」

「そうっすよ、デブ！　クッソうぜえんすよ、このデブ!!」

　!?　デブデブ言われてる!!　頑張れ、トロル!!　中傷に負けるな!!

「邪魔すんなら、テメーから逝けや!!」

　アリシアが叫びながら、いつもの果物ナイフで巨大なトロルの太ももを切りつける。だが紙で手を切った時のように一筋の線が入っただけだ。オーク戦の時と同じ。アリシアの果物ナイフでは、分厚い皮膚を切り裂けない。しかも、トロルはオークの上位系とも言えるモンスター。アリシアとの相性は抜群に悪い。

　エイミが俺の耳元で囁ささやく。

「ヒロ！　もしかしたらトロルが二人を倒してくれるんじゃないか？」

「そうよ！　そしたらその後、ヒロ君は疲れたトロルを倒せば良い！　漁夫の利ってやつよ！」

　レオナさんも黄色い声で叫ぶ。

　た、確かにそうなってくれれば、願ったり叶かなったりかも知れないけど……！

「グガアアアッ！」

　アリシアとミザリサの攻撃など意に介さないように、トロルが棍こん棒ぼうを振るう。アリシアはかわしながら距離を取り、ナイフを持っていない方の手をトロルに真まっ直すぐ向けた。

　──な、何だ？　何をするつもりなんだ？

「兄さん！　お願い！」

　アリシアが叫ぶ。しばらくすると、トロルに異変があった。

「グ……ガ……！」

　トロルは苦しそうに自らの首を押さえると、ズゥンと音を立てて両膝を突いた。洞窟が地震のようにぐらぐらと揺れる。

「あ、アレは!?」

　エイミが驚いたように言葉を発する。エイミの指の先を見る。トロルの首元に、手形の模様がくっきりと浮かんでいる！

　──も、もしかしてアレは……！

　トロルの首元より禍まが々まがしい瘴しよう気きのようなものが発散されている。そして俺はその赤い瘴気に見覚えがある。それは、マーチンの魔剣から出ていたものだった。

　アリシアがトロルに手を向けたまま、呟つぶやく。

「秘技『愛兄呪怨縛ブラザーズ・カース』……！」

　レオナさんがまたも興奮して声を荒らげた。

「アリシアがマーチンの亡霊を操って、トロルの首を絞めてるんだわ！　死んでも続く、麗しき兄妹愛ね！」

　いや、麗しくねえ!!　何だ、その怖い技!!　もうネクロマンサーじゃねえかよ!!

　アリシアはトロルに腕を伸ばしつつ、目だけを動かして俺を睨にらむ。

「魔剣を売られた憎しみが、兄さんを凄すさまじい力を持つ怨霊へと変化させたのよ……！」

　ううっ！　つまり、俺のせい……！　身から出た錆さびってやつかよ！

　レオナさんが俺の耳元で囁ささやく。

「ってことは、ヒロ君。この技はどちらかと言えば、アリシアじゃなくマーチンの技に該当するようね」

　そんな、どっちでも良い話をレオナさんから聞かされている最中。苦しむトロルを左右から挟むように、アリシアとミザリサが陣取った。アリシアは両手に果物ナイフを構え、ミザリサはノコギリを高く掲げている。

「行くよ、ミザリサ！」

「かしこまりっす！」

　そして動きを封じられたトロルに向かって、ナイフとノコギリを連続で叩たたき付つける！

「「奥義・果実完全粉砕フルーツ・ジユーサー!!」」

　で、出た！　二人のコンビ技！　くっ、トロル！　がんばれ！　負けるな！　負けたら俺が殺される！

　首を絞められた上、左右から攻撃されたトロルは、半狂乱で巨大な棍こん棒ぼうを振り回す。だが二体の怪物は攻撃をかわしつつ、左右からナイフとノコギリの雨を降らせ続けた。一撃一撃はたいしたダメージを与えられていない。だがそれが数十、数百となれば話は別だ。凄まじい連続攻撃にトロルはやがて力を無くし、持っていた棍棒を地にドスンと落とした。

「と、トロル!?　そんなバカな!!」

　トロルの劣勢に俺は悲痛な叫び声を上げる。今やトロルは、二人のサンドバッグだった。

「シ───ッシッシッシー!!」

「キャキャキャキャキャキャ!!」

　二体の怪物は哄こう笑しようしつつ、己の武器を叩き付けていた。そして……

「……グハァッ」

　体中を傷だらけにされたトロルは白目を剥むき、ズダーンと大きな音を立てて仰あお向むけに倒れた。

「!!　トロルが負けたああああああああああああああああああああ!?」

　俺の絶叫が洞窟内に木霊する。

「「よっしゃあ!!」」

　アリシアとミザリサが二人で楽しげにハイタッチしている。そんな光景を見ながら、俺はガタガタと震えていた。

「う、う、嘘うそだろ!?　トロルが負けるなんて!!」

「愛兄呪怨縛ブラザーズ・カースからの果実完全粉砕フルーツ・ジユーサー！　何て最強コンボなの！」

　レオナさんがゴクリと生唾を飲む音が聞こえた。つーか、何だコレ!?　トロルってメチャクチャ強い筈はずじゃなかったの!?　何で俺じゃなくて、ＮＰＣが倒してくれちゃってんの!?

「きき……ききききけけけけ……」

　そしてトロルを倒した怪物達たちが目を光らせて、俺の方を向いていた。

「次はヒロ……お前の番だよおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「ふおっ!?」

　全身が総毛立ち、俺は本能的に踵きびすを返す。凄すさまじい二人のパワーを見せつけられ、戦おうなどという気持ちは遥はるか彼方かなたに消し飛んでいた。

　今まさに逃げようとする俺に気付いて、ミザリサが嗤わらった。

「あらら。ヒロっち、逃げるんすか？　トロル素材が必要なんじゃあないんすか？」

　──うっ！　そうだ！　トロル素材が無いと借金が返せない！

　思わず足を止めて振り返る。お宝であるトロルの死体を前に、ミザリサはニヤニヤ。そしてアリシアはトロルの腹の上にどっかと腰掛け、口を三日月にして嗤っている。

「ねえ、ヒロ。おとなしく帰ってきたら、素材を少しだけ分けてあげるわよ」

「ほ、本当か？」

「きけけけけ！　ホントだよ───！」

　いや、メッチャ嘘くさいな！

　それでも心を揺さぶられる。レオナさんが俺の肩をポコポコと叩たたき、首を大きく横に振っていた。

「ダメよ、ヒロ君！　今、戻ったら殺されるわ！」

「けど！　トロル素材がないとチェルシーが！」

「とにかく今は逃げるのよ！　もう一回ハードとソフトが壊れたら大変よ！」

　そ、そうだ！　もしそうなったらリアルでも借金生活！

　──畜生!!

　後ろ髪を引かれる思いで、俺は走り出した。

　どうしても気になって、走りながら振り返る。一体、何ど処こから取り出したのか、ミザリサが桶おけに入った液体をトロルの死体に掛けていた。そしてアリシアが火打ち石を使って火を起こし……

「ファイア」

　アリシアは呟つぶやくと同時に、トロルの死体に火種を投げ込む。液体は灯油のようなものだったらしい。刹那、業火に包まれるトロルの死体！　俺の生命線だったトロル素材を燃やしながら、哄こう笑しようする二人の女ＮＰＣ！

「ヒャーッハハハハ！　燃えろ燃えろおおおおおおおおおおお!!」

「シ───ッシッシッシ!!　これでヒロっちはますます路頭に迷うっす!!」

　二人とも、がに股になって両手を広げながら、メチャメチャ笑っている。

　──くっそおおおおおおおおおおおおおおお!!

　ギリギリと歯ぎしりしつつも、俺はその場から逃げ去ることしかできなかった。




　ミスティンの町に戻った頃には、既に夜になっていた。

　アリシアとミザリサによって計画がブチ壊された。あのまま町を出て、新たなフィールドに挑戦する気力などある筈はずもなく、俺達たちは空き家となった旧武器屋にしおしおと戻ってきたのだった。

「クソッ！　何だよ……何なんだよ……アイツらは……！」

　燃えさかるトロル素材に照らされた鬼女二人の顔が脳裏を過よぎって、怒りで震える。レオナさんが真剣な顔で、ぼそりと呟く。

「それにしても驚いたわね。アリシアがファイアの魔法を使えるなんて……」

「!?　アレ、魔法じゃないですよ!!　ただの放火です!!」

「はぁー」と、俺は大きな溜ため息いきを吐つく。キワクエの不条理さには慣れたつもりだったが、流石さすがにＮＰＣが、クエストボスであるトロルを倒すとは想像だにしなかった。

「……ごめんな、エイミ」

　何だか申し訳ない気持ちでエイミに謝る。死んだ元彼の為ためにもトロルは本来、俺が倒さなければならなかった。

　だが、エイミは少し目を潤ませて俺を見詰めてきた。

「いいんだ。結果的にトロルは討伐できたんだから。何だか一つ、区切りが付いた感じがしてアタシは嬉うれしいよ」

　そしてニカッと笑う。俺の気持ちをおもんぱかって、そう言ってくれているのかも知れない。レオナさんが沈んだ俺の肩を、小さな両手で叩たたく。

「まぁまぁ。経過はどうあれ、トロル討伐は達成できた訳だし、良しとしましょうよ」

　全然達成感もないし、報酬もない。納得もできない。

　急に、ドッと疲れが押し寄せてきた。俺はレオナさんに告げる。

「とりあえず俺、ログアウトします」

「ＯＫ。分かったわ」

　今度はすんなり受け入れてくれた。レオナさん的には、トロルを攻略し、ゲーム自体は進んでいるので満足なのだろう。人の気も知らないで、全く！

　実際のところ、トロルを倒して、ミスティンの町に滞在する理由が無くなっただけで、現状は何一つとして改善されていない。

　──やる気なくなるなあ……。

　ログアウト処理をしようとすると、エイミが俺の二の腕を軽く突つついて、目配せしてきた。

　ん？　な、何だ？　もしかして「待って」ってことか？




　……レオナさんがログアウトした後も、俺とエイミはキワクエ内に残っていた。

　二人きりになった空き家。エイミが不意に手を重ねてきたので、ドキッとしてしまう。

「え、エイミ？」

「ヒロ。本当にありがとうな。コレでアタシ、どうにか前に進めそうだよ」

「そ、そう？　あはは。俺、何にもしてないけど」

「それでもアタシ、嬉うれしいんだよ」

　エイミが体を寄せてくる。息が触れ合うくらいに距離が近い。手もさっきから重ねたままだ。

「アタシはマジでヒロのお陰だって思ってるよ。ヒロがいたから、トロルが倒せたんだ」

　そしてエイミは顔を近付けてきた。俺は照れながら、アリシアにキスされた時のように頬ほおを向けた。だがエイミは俺の顔を両手で包むと、自分の正面に向けた。

「え……」

　……唇と唇が触れ合った。柔らかな感触に、心臓が激しく鼓動する。

　今まで頬にキスされたことはあった。だが、これは俺の人生で初めての口づけだった。

　キスの後、エイミは頬を赤らめて言う。

「アタシ、ヒロのこと、ずっと考えてるからよ。ＶＲでも……リアルでも……」
























第六章　愛憎の果て






　俺の家の前に、黒くて縁の長い帽子を被かぶった女性が佇たたずんでいた。

　俺がゆっくり近付くと、女性は帽子を取る。

　キワクエ内で何度も見た、艶のある茶髪にシルバーのピアス。嗅ぎ慣れた香水の匂いが漂う。

　エイミは、にこりと俺に微笑ほほえんだ。

「ヒロ。アタシが栄えい田だ佐さ奈な子こだよ」

「やっぱり……」

　驚きはなかった。何となくそうだと思っていたから。

　エイミは感極まったように俺の胸に飛び込んでくる。俺はそれをごく自然に受け止める。

　エイミが顔を近付けてきた。二度目のキス。だが、その直前。

「そいつから離れて！」

　楓かえでの切羽詰まった声が耳じ朶だを打つ。妹が震えながら包丁を両手で握りしめていた。

「か、楓!?　どうして!?」

「騙だまされないで！　よく見なよ！」

　言われて、俺は胸に抱いているエイミを見る。

　エイミはいつの間にか、口こう腔こうにナイフの突き刺さった、血まみれの男に変貌していた。

「ま、ま、ま、マーチン!?　そんなバカな!!」

　腰を抜かさんばかりに仰天してしまう！

　──嘘うそだ！　マーチンが現実にいるなんて！　こんなバカな！

　だが、マーチンは恨みのこもった声で俺に言う。

「キワクエからお前ノ脳ヘ伝でん播ぱシ……オーベルダインから現実ニ侵食シタ……」

「現実に侵食!?　つーか、何でカタコト!?」

「コレガ……マーチンタイム・アゲイン第四ノ能力ダ……！」

　だ、第四の能力……!!　ってか、第一、第二、第三の能力って何だ!?　あったか、そんなの!?

　マーチンの顔が俺に迫った時、

「うわああああああああああ!!」

　包丁を持った楓が絶叫しながら突進してきた。

　──か、楓!?　俺を助けようとして!!

　兄妹愛を感じたのは束つかの間ま。マーチンは忽こつ然ぜんと姿を消していた。そして、そのことに気付かない楓かえでが俺に突っ込んでくる！

「死ぃねえええええええええ!!」

　ま、待て！　待ってくれ、楓!!

「俺はマーチンじゃな──────────────────い!!」

　……叫びながら、俺はベッドから飛び起きた。

　体中、冷や汗だらけで呼吸の荒い俺の耳に、呑のん気きな朝のスズメの鳴き声が聞こえる。

　な、何て酷ひどい夢だ！

　額に手を当てて、ふと疑問に思う。

　夢？　夢だよな？　け、けど、キワクエから脳へ伝でん播ぱするとか、第四の能力って……！




　──いやいや、ありえねえし！　俺、どうかしちゃってるな！

　自分でツッコみながら、通学路を歩く。朝ご飯を食べた後は、少し頭がスッキリした。アレは夢。単なる夢。そうだ！　マーチンが現実に現れるなんてありえない！　何が第四の能力だ！　大体そんな設定なかったろ！　馬鹿馬鹿しい！

　現実とフルダイブがゴッチャになってきているような不気味な感覚を、俺は理性でどうにか抑え込んだ。

　しかし、朝のホームルーム前、背後から貴たか文ふみに肩を叩たたかれた時、

「ひいっ！」

　俺は大きく体を震わせてしまった。貴文が俺の様子を見て、申し訳なさそうな顔をする。

「わ、悪い、ヒロ」

「い、いや。気にしなくて良いんだ」

「最近、ちょっと色々あってな」と笑顔を無む理り矢や理り繕う。すると、貴文は神妙な顔で頷うなずいた。

「分かってる。不安なんだろ？　俺もあれからずっと調べてる。だから、あんまり心配するなよ」

　──た、貴文!?　どうして、俺の悩みを分かってるんだ!?

「栄えい田だ佐さ奈な子こ、だろ？」

　貴文は自信ありげに言うが……何だ、そっちか。それは特に心配してないんだけど。

「調べて分かったんだ。アイツ、隣町の高校生だって」

「結局、同じ高校生か。じゃあ安心だな」

「バカ！　栄田佐奈子が異常なことに違いねえよ！　前に好かれた奴やつは、不登校になっちまったって噂うわさだぜ！」

「何で？」

「自分のものにならないと分かったら、ずっと付きまとうらしいんだ。だから好かれた奴やつは心が壊れちまう。いわゆるストーカーってやつだ」

「ふーん。そーなんだ」

　貴たか文ふみは真剣な顔で俺を心配してくれているようだったが、話を聞く限り、たいしたことはないように思えた。隣町の高校生が走っている俺を見て、好意を抱いてラブレターを送ってきた……可愛かわいいもんだろ、そんなの。

　──でも待てよ。それじゃあやっぱり佐さ奈な子こがエイミ説もあるのか？

　夢の前半を思い出す。いや……アレはきっと俺の願望だ。流石さすがに話ができすぎている。佐奈子がエイミだったらいいのに、なんて心の何ど処こかで思っているだけだろう。

　やがて一限目の数学の授業が始まる。ややこしい数式を眺めているうちに眠気が襲ってきた。昨晩の悪夢でよく眠れなかったせいだ。

「……おい、結ゆう城き。起きろ」

　あっ？　ヤバっ！

　うとうとしていた俺は、先生の声で目を覚ます。「すいません」と苦笑いしつつ、先生の顔を見る。

　……そこには、スーツ姿のマーチンが立っていた。

「!!　ひいいいいっ!?　マーチン先生!?」

「マーチン？　結城。今は英語の授業じゃないぞ」

　気付けば、目の前には見慣れた顔の数学教師。クラス中が笑い声で満ちた。




「……はぁ」

　一日が終わり、溜ため息いき交じりに教室を出る。俺のあとを貴文が付いてきた。

「部活は行かないのか？」

「行くよ。でも、お前が心配でさ」

「平気だって。ちょっと疲れてるだけ」

　そんなことを話しながら、下げ駄た箱ばこを開ける。

　手紙が入っていた。隣にいる貴文の、ごくりと唾を飲む音が聞こえる。

　中には宛名のない手紙があった。この間と同じように書き殴ったような字だ。




『ヒロと会う日を決めたよ。明日、佐奈子の誕生日なの。だから会おうね。絶対に会うよ。会うから。堤防。いつも走ってるでしょう。学校終わって夕方。そこで待ち合わせ。きてね。絶対にきて。絶対に』




　どうやら俺と会いたいらしい。ちょっと強引な気もするけど、俺も一度、佐さ奈な子こには会ってみたいと思っていた。佐奈子がエイミかどうかを、ハッキリ確認したい。

「お、おい、ヒロ！　下げ駄た箱ばこの奥に何かあるぞ！」

　上擦った声で貴たか文ふみが叫ぶ。言われた通り、奥に黒い包みがある。

「まぁ待てよ。それについても、書いてあるみたいだ」




『追伸　ヒロにプレゼントがあるの。佐奈子、お菓子作りが趣味って言ったよね。特製チョコレート。作ったの。隠し味に私の血を入れてみたよ。ヒロと一つになりたかったから』




　手紙はそこで終わっていた。

「ち、血が入ってるとか、マジかよ!!」

　俺の肩越しに手紙を読んだ貴文が叫ぶ。俺は手紙を鞄かばんに仕し舞まった後、下駄箱の奥に手を入れ、黒い包みを取り出した。

　開けると、中には少しいびつなハート型のチョコレートが六個入っていた。ああ……ラブリーナイフに比べて、何てまともなプレゼントなんだろう。

　俺は安心して、チョコをつまむ。

「それじゃあ、お一つ頂いてみるか」

　貴文が「はぁっ!?」と血相を変えた。

「バカ！　お一つ頂いてみるか、じゃないよ！　なに普通につまんでんの!?　やめろって！」

「疲れた時には甘い物がいいって言うだろ？」

「それ、佐奈子の血が入ってんだぞ！」

「体にいいんじゃないか？」

「いいわけないだろ!!」

　貴文は俺から、ふんだくるようにしてチョコを奪った。な、何だ、貴文の奴やつ。焼き餅焼いてんのか？

　貴文はチョコを持ったまま、顔面蒼そう白はくだった。

「やっぱソイツ、普通じゃないって！」

「どこが？」

「大体、他の高校にこっそり忍び込むとか、その時点でヤバいだろ!!」

「全然マシだよ。こっそりトロルの洞窟に忍び込んでる奴やつらに比べたらな」

「な、何の話だよ、ヒロ!?」

「何のって……ううっ！」

　強敵トロルを惨殺したアリシアとミザリサのことを思い出し、俺はブルッと体を大きく震わせた。




　俺からチョコを没収した後、貴たか文ふみは部活に行ってしまった。『心配だったら警察に行くと良い』──そう貴文は言っていたが……いやいや、ゲームの話を警察にしても仕方ないだろ。

　帰宅すると、玄関で、今度は楓かえでが神妙な顔で話しかけてきた。

「ね、ねえ。あの帽子の人……今日また、家の前にいたの……」

　楓は人差し指を唇に当て、爪を噛かんでいた。

「ずっとアンタの部屋を見てた……！」

「そうなんだ。でも俺が帰ってきた時はいなかったぞ？」

「アンタが帰る前までいたのよ！　三十分くらいアンタの部屋をじっと見てたの！」

　楓は呼吸を荒くしていた。怒ったように叫んだ後は、心配そうに俺を上目遣いで見る。

「け、警察呼ぶ？」

「そんなたいしたことじゃないだろ」

「たいしたことよ！　三十分じっと見てるなんて尋常じゃないわ！」

「ははは。俺だってアニメは三十分じっと見るぞ」

「!?　アンタの部屋はアニメじゃないでしょうが!!」

　楓は「やっぱり警察を呼ぼう」とまくしたてたが、帽子の女性が佐さ奈な子こだとすれば、大事になったら可哀かわい想そうだ。楓にはあまり心配しないようにと言って、どうにか宥なだめておいた。




　夕飯を食べた後、スマホを見るとレオナさんからキワクエの誘いが送られてきていた。




『今日も絶対八時にログインしましょうね！　ログインしてなかったら、ログインするまで何度でも電話するから！　延々と！　事あるごとに！　絶え間なく！　永遠に！』




　いつものように、脅迫だった。佐奈子の手紙より、よっぽど強引だ。

　──ああ……やりたくねえ……。

　俺の局部を切り取ろうと企たくらむ変態女に、復ふく讐しゆうに燃えて大幅な能力アップを遂げた幼おさな馴な染じみ。反社の借金取りに、現実との境界が曖昧なマーチンタイム・アゲイン。

　考えれば考えるほど、やりたくなかった。きっと俺だけじゃない。こんなゲーム、一体誰がやりたがるんだ。この状態で「ようし、今日もやるぞー！」と元気溌はつ剌らつにプレイする危ない奴やつがいたら、それこそ警察に連行して欲しい。

　それでも……

　──エイミに会いたいな。

　柔らかな唇の感触を思い出す。エイミとキスしたのはフルダイブＲＰＧの中。だがリアルを忠実に再現しているキワクエのことだ。おそらくエイミの唇は本当にあんな感触で……。

　俺は意を決して、ＶＲ・ＮＸを装着する。

　こんなどん詰まり状態のキワクエを、それでも俺がプレイする理由。それは『エイミに会えるから』。ただそれだけだった。





　　　　　　　　　◆






　物憂げな気分で目を覚ますと、窓から朝日が差し込んでいる。俺の傍そばにはレオナさんとエイミがいた。

　日付は変わった。と、なれば心配なのはチェルシーだが、オーク素材を売った金はまだ残っているから数日は大丈夫だ。

「おはよう、ヒロ君！　今日も頑張りましょうね！」

　レオナさんはいつも明るい。こんな状況でも陽気なのは見習うべきなのだろうか。いや自分がプレイしてないから気楽なんだな、この人、きっと。

「これからどうする、ヒロ？」

　エイミが俺に尋ねてくる。トロル素材を燃やされたショックでミスティンに戻って来てしまったが元々、町は出る予定だった。

　トロルを倒した今、この町に滞在する理由はもうない。空き家に差し込む爽やかな朝の光が、少しだけ俺をやる気にさせた。

「よし。町を出よう」

　俺の言葉にレオナさんが大きく頷うなずく。

「場所が変わればアリシア達たちの追撃から逃れられるわ。気持ちだって、リセットできるものね」

　エイミも荷物を持って立ち上がる。俺が扉に向かおうとした時だった。

　コンコン。

　急にノックの音がして、俺達たちはギョッと驚き、息を潜める。

　──な、何だ!?　空き家になった武器屋に一体誰が!?

　真っ先にアリシアやミザリサ、そしてチェルシーを疑う。しかし、

「すんませーん。ミスティンの警備隊でーす。誰もいませんかー？」

　扉の向こうからは聞き慣れぬ若い男の声が。俺は安心して、扉を開いた。

　そして──同時に言葉を失う。

　顔面蒼そう白はくの男が、首にナイフを突きつけられていた。男の背後には、

「やっほー。ヒロ」

　唇を赤い舌でべろりと舐なめるアリシアが！

「ヒィッ!?」

　思わず叫んで後ずさる。アリシアが手を離すと、束縛されていた男は悲鳴をあげながら逃げていった。

「ま、待って！　助けてくれ！」

　俺は警備隊だと名乗った男に救いを求めたが、アリシアは愉快そうに笑う。

「アレはただの通行人よ。脅して、演技して貰もらっただけ」

「ぐっ!!　け、けど、どうして此こ処こが!?」

「ヒロ達がこの空き家に出入りしてるって町の人から聞いたのよ」

　ＮＰＣが他のＮＰＣに聞き込みしているとは。超高速汎用人工知能アールエヴォに改めて戦慄する。だが、今更後悔しても遅い。

　アリシアが扉から入ってくる。俺とエイミは後ずさりした。

「ふふふ。そんなに怯おびえないで。今日は私だけ。ミザリサはいないわ。ゆっくり話し合いましょう」

「は、話し合い？」

　薄暗い部屋の中、アリシアはナイフを腰の辺りに仕し舞まいながら優しく微笑ほほえんだ。

「ここで問題です。ヒロに良いお知らせがあります。さて、それは何でしょう？」

「えっ」

　突然のクイズに動揺する。アリシアは上機嫌にニコニコと笑っているが、俺はパニック状態。全く頭が働かない。

　しかし、

「ああっ！」

　レオナさんが突然、驚きの声を上げた。

「ど、どうしたんですか、レオナさん？」

「見て、ヒロ君！　アリシアのお腹なか！」

　レオナさんに言われてアリシアの腹部をよく見ると、不自然にぷっくり膨れ上がっている。アリシアは頬ほおを染め、愛いとおしげに自らの腹を撫なでた。

「ヒロの赤ちゃんができました……！」

「!!　はああああああああああああああ!?」

　俺は喫驚する。そしてレオナさんは蔑んだ目で俺を見詰めてきた。

「一体いつの間に!!　ヒロ君、最低!!」

「そ、そんな誤解されるようなことしてませんよ!!　そうだろ、アリシア!?」

　アリシアは先程から変わらず、優しい笑みを浮かべていた。幸せそうに言葉を紡ぐ。

「ヒロと戦っているうちに、私、妊娠しちゃったみたい」

「!?　そんな訳ないだろ!!」

　キワクエ内じゃあ男女が戦闘してたら子供ができるの!?　おかしいだろ!!

　言いたいことは山ほどあったが、不意に胸元が光った。俺はペンダントを取り出す。




『帰ってきた親友殺しベストフレンドキラー２　～危険な情事フエイタル・アトラクシヨン～』




「!?　映画のサブタイみたいになってる!!　コレもう称号じゃなくね!?」

「や、やっぱりヒロ君……！」

「だからそんなやましいことはしてませんってば!!」

　エイミの手前もある！　此こ処こは断固として否定しておかねば！

　激しく動揺しつつも、俺はレオナさんに言う。

「つーか、キワクエはリアルを追求したゲームなんですよね!?　なのに、おかしいですよ!!　そんな行為、してないのに!!」

「で、でもヒロ！　実際、アリシアのお腹は膨らんでるぞ！」

　エイミに言われて改めてアリシアの腹部を見る。

　ううっ！　確かに！　何なんだ、コレは？

「ふふ……見たい？　ヒロと私の愛の結晶を……」

　熱っぽい眼まな差ざしを俺に向けたまま、アリシアは服の裾を握り、背伸びするようにして上着を脱いだ。薄布のブラを着けたアリシアの意外に大きな胸を見て、ちょっとドキッとしてしまう。だが、その下。アリシアのお腹に、黒っぽい何かが張り付いているのを見て、俺のエロスは露と消えた。

「な、何だよ、アレ!?」

　叫ぶと同時に、すえたような臭気が鼻を突く。レオナさんが顔をしかめる。

「生臭い……これってば、オークの臭いじゃないかしら？」

　い、言われてみれば、オーク素材を入れた袋と同じ臭いがする！

「ヒロ！　アレ、オークの赤ん坊だよ！」

　エイミが叫んだ。子豚のようなソレは確かに、オークの赤ちゃんに間違いなさそうだ。しかし全体的に肌が黒っぽく、目は白く濁り、光が無かった。それにアリシアの腹部に張り付いたまま、ピクリともしない。

　──し……死んでる!?

　アリシアがオークの赤ん坊を撫なでると、片耳がぼろりと床に落ちた。アリシアは困ったような顔で微笑ほほえむ。

「あらあらー。耳が取れまちたねー」

「あ、あ、アリシア……！　お前……それ……！」

「ヒロと私の赤ちゃんよ」

「違うよ!!　オークの赤ちゃんだよ!!　し、しかも死んで腐ってる!!」

　震え声で言うと、アリシアの笑顔は一転。眉間にきつく皺しわを寄せた。

「あぁ……？　何だオイ。育児放棄か、オイ……！」

「育児放棄って！　大体それ、俺の赤ちゃんなんかじゃない！」

　するとアリシアは目を剥むいて、絶叫した。

「ざけんじゃねえぞ、この野郎!!　お前のガキだよ!!　責任取れや、ヒロおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「ひいいいっ!!」

　もの凄すごい剣けん幕まくに、俺はガタガタと震える。も、もうこれはヤンデレとかそういうレベルじゃない!!　究極にブッ壊れてる!!

　レオナさんもごくりと生唾を飲む。

「想像妊娠──しかも死んだオークの赤ん坊を、ヒロ君との間にできた子供だと思い込んでいるようね。病みっぷりに磨きが掛かってるわ」

「い、一体どうすれば!?」

　レオナさんに聞いたつもりなのに、アリシアが口角泡を飛ばす。

「どうすれば、じゃねえよ!!　孕はらませた責任取れって言ってんだよおおおおおおおおお!!」

　そして驚くことに俺に向かって、死んだオークの赤ちゃんをぶん投げてきた！

「つおっ!?　何で!?」

　俺は咄とつ嗟さに身を捻ひねって避よける。グシャッと部屋の床に赤ん坊が叩たたき付つけられる音がした。ふ、振り向くのが怖い！

「レオナさん!!　モザイク入れてくださいっ!!」

「了解！　モザイク・ア・ゴーゴー発動！」

　とりあえずモザイク処理をして貰もらう。これでショッキング映像を見なくて済む。ってか、どうしてアリシア、赤ちゃん投げてきたの!?　大事な子供なんじゃないの!?

　アリシアは病んだ笑いを浮かべながら、スカートをたくし上げた。ドサッと音がして、新たなオークの赤ん坊が床に落ちる。

「オークベイビーはもう一体いまーす……」

　!!　いや、どっから出してんの!?　つーか今、オークベイビーって言った!?　死んだオークの赤ちゃんだって分かってるんだ!?　一体どういう精神状態なんだよ!!

「此こ処こでお行儀良く待ってるんでちゅよ。ママは今からパパをお迎えに行ってきまちゅからねー」

　アリシアは人形を扱うように新たなオークベイビーを床に座らせると、俺を見据えながらナイフをべろりと舐なめた。

「けけけけけ!!　家族仲良く、あの世にいきましょうねええええええええ!!」

　いや結局、殺しにくるのかよ!!

「マズいわ、ヒロ君！　アリシアはオークベイビーと一緒に、ヒロ君とフルダイブ心中を企たくらんでいるようよ！」

「フルダイブ心中ってなんですか!?」

　上半身下着姿のアリシアが、両手に果物ナイフを持って襲い掛かってくる！

「ヒロおおおおおお!!　認めろやあああああああ!!　アレはお前の赤ん坊だってよおおおおおおおおお!!」

　鉄の剣を構えながら、咄嗟に裏技を発動しつつ、俺は叫ぶ。

「違う!!　俺の赤ちゃんじゃない!!」

「て、テメー……このド甲か斐い性しよう無しがあああああああああああああ!!」

「ひ、ヒロ！　あんまりアリシアを刺激しない方が！」

　エイミはそう言うが、そこは絶対否定しておかねば！　だって俺、何にもしてないもん！

　逆上したアリシアが激しくナイフを叩き付けてくる。

「テメーが孕はらましたんだろがあああああああ!!　しっかり認知しろやああああああああ!!」

「そんなことしてませ────ん!!」

　俺は剣でナイフの斬撃をどうにか打ち払いつつ、反論する。

「ヒロ君！　男らしく認知してあげなさい！」

　レオナさんは背後から叫ぶが──だからそんなことやってねえ！　濡ぬれ衣ぎぬだって！

　アリシアの果物ナイフのスピードが更に増す。残像の残る速度で俺にナイフを振るいつつ、アリシアが叫ぶ。

「オラオラオラオラ!!　認知、認知、認知、認知、認知、認知、認知、認知、認知!!」

　!!　いや、そんな掛け声ある!?

「凄すごいわ！　もう昼ドラよりドロドロね！」

　レオナさんはどこか楽しげだった。いや何でレオナさんは笑ってるの？　俺、こんなに必死なのに！

　裏技を発動している筈はずなのに、俺はアリシアに押されていた。ジリジリと木の壁まで追い詰められてしまう。

「お、落ち着けって、アリシア!!　本当は分かってんだろ!?　アレは俺達たちの子じゃない!!　死んだオークベイビーだ!!」

　苦し紛れに話しかけると、アリシアがにたりと笑った。

「死んだオークベイビーですって？　ねえヒロ。何を言ってるの？　赤ん坊はちゃんと生きているわ」

「そ、それはお前の妄想で……！」

「ごらんなさい」

　アリシアの指の先──俺は信じられないものを見る。床に座らせてあった腐ったオークベイビーがむくりと起き上がって動いている！

「あぶぁ……ばぶぅ……」

「!!　げええええええええええええ!?　何でええええええええええええ!?」

　俺は悲鳴を上げ、レオナさんも珍しく真剣な表情を見せる。

「ぞ、ゾンビ……？　い、いや違うわヒロ君！　よく耳を澄まして！」

　俺は言われた通り、耳を澄ましてみた。すると、

「あぶぅッ……ヒロ……ばぶぅ……よくも俺を……売ってくれたな……あばぶ！」

「こ、これはマーチンの声!?」

「マーチンの怨念がオークベイビーを動かしてるんだわ！　とってもファンタジーね！」

「いやもうファンタジーの意味がよく分かんねえ!!」

　アリシアが「けけけけ」と、けたたましい笑い声を上げた。

「さぁ行くわよ、兄さん！　いえ……赤ちゃん兄さん！」

「!?　何だソレ!!」

　しかしマーチンの宿ったオークベイビーは、アリシアに応えるように素早く地を這はい、俺の左足にしがみ付いた！

「うわぁっ！」

　オークベイビーに絡みつかれて体勢を崩す！　尻餅を突いた後、顔を上げると、アリシアが八本のナイフを指に挟むようにして両手に構えている！

「『リンゴの串刺しウイリアムテル・イズ・デツド』！」

「ひぃぃぃ!!　嘘うそだろ!?」

　転がりながら、どうにかかわす。だが、避よけきれなかった一本のナイフが俺の顔面に向かってきていた。

　俺は咄とつ嗟さにオークベイビーの絡まった足をナイフの軌道に向ける。『サクッ』という小気味よい音と共に、果物ナイフがオークベイビーの頭部に突き刺さった。

「あっぶぅ……」

　そして、オークベイビーは静かに目を閉じる。

「ヒロ、てめええええええええ!!　うちのガキに何してくれてんだオラァァァァァ!!」

「いや、ナイフ投げたお前にも責任あるだろ!!」

　体中からドス黒いオーラを発散させるアリシア。だが、先程ナイフをかわして転がった時、俺とアリシアとの間にできた距離を俺は見逃さなかった。

「エイミ、今だ!!　催涙玉を頼む!!」

　俺が叫ぶのとエイミが催涙玉を放るのは、ほぼ同時。ナイスコンビネーションを発揮して、俺はどうにか、もうもうと煙の立ちこめる武器屋から転がり出る。

　空き家からアリシアの怒りの絶叫が聞こえた。

「クソがあああああああああああ!!　絶対、認知させてやる!!　認知させてから、バラバラに切り刻んでやるからなあああああああああああああ!!」

　悪夢のような台詞せりふを背中に受けつつ、俺は一目散に駆けた。

　しばらくして地鳴りが遠くから聞こえた。振り返ると、武器屋が砂すな埃ぼこりと土煙をあげて倒壊している。いや、どんな攻撃力!?　アリシアは怪獣なの!?




　路地裏までエイミと走り、ハァハァと息を切らす。どうやら追ってはこないようだ。

　エイミのお陰で、何とかまた命拾いできた。呼吸を整えた後、俺はエイミに感謝する。

「ありがとうな。エイミ」

「そ、それよりヒロ……！」

　エイミは頬ほおをヒクヒクさせながら、俺の足下を指さしている。

「ん？」

　見ると……オークベイビーが俺の足に絡みついていた！

「うわわっ!?　こ、このっ!!　このっ!!」

　足を振ってどうにか払い落とそうとするが、オークベイビーは離れない。喋しやべったり動いたりはしないが、しっかりと足にくっついている。

「死後硬直してるんじゃあないかしら？」

　レオナさんが呑のん気きそうに言う。俺は半狂乱になって騒いでいた。

「取って!!　エイミ、コレ取ってェ!!」

「い、いや、あの……！」

　エイミは躊躇ためらっている。誰だって死んだオークベイビーなど触りたくないだろう。そしてそれは俺も同じだ。

「じゃ、じゃあレオナさん！　お願いします！」

「今までキワクエに、マスコットキャラクターっていなかったじゃない？　丁度良いんじゃないかしら？」

「!?　死んで腐ったマスコットなんて、イヤですよ!!」

　足をブンブン振っていると、コツコツコツ。路地の向こうからヒールの音が聞こえてきた。

　──こ、このタイミングで……!?

　スーツ姿の女性が太陽を背に歩いてくる。俺から少し離れた位置で立ち止まると、眼鏡を調節しながら陽光をちらりと優雅に仰ぎ見る。

「ヒロ様。今日はとても良いお天気でございますね」

「チェルシー……！」

「絶好の借金お返済日和でございます……」

　途端、知的な顔を一変。両手をガバッと広げ、裂けたような大きな口で笑う！

「お期限でございますわ─────────────!!」

「ヒイィィィ!!　待ってええええええ!!　金ならあるからああああああ!!」

　俺はオークベイビーを足に付けたまま、尻餅を突いた。俺に突進してきたチェルシーだったが、間一髪、ポケットから取り出した金貨を見ると、恐ろしい形相を改めた。

「……はい。本日分、確かに頂戴致しました」

　俺の耳元に息を吹きかけるようにして、優しく告げる。

「も、もういいだろ！　早く帰ってくれよ！」

　しかしチェルシーは眼鏡をくいくい動かしながら、俺の左足を興味深そうに眺めていた。

「おや。それはオークベイビーでございますね」

「知ってんの!?」

「オークの赤ん坊は、高値でお取引されますわ」

　そ、そうなんだ？

「失礼します……」

　チェルシーは俺の足に付いているオークベイビーを両手で掴つかむ。ゴキャッと関節の外れる音がして、オークベイビーが俺の体から離れた。た、助かったけど……外し方、怖ぇえな、もう！

「ふむふむ。傷も少ない良いオークベイビーでございますね。10万Ｇガルドはくだらないかと」

「え!!　通常オーク二体分!?　そんなにするんだ!!」

「是非、換金されて借金のお返済へとお回しください。それではヒロ様。また明日……」

　チェルシーはそう言って歩き去っていった。




「よかったわね、ヒロ君！」

　大通りにある道具屋で、レオナさんが親指を立てる。チェルシーの言った通り、俺の足にくっついていたオークベイビーは10万Ｇで売れた。所持金と合わせれば現在15万Ｇ。借金全ては返せないが、しばらくはチェルシーの追撃から逃れられる。

「臨時収入もゲットできたし、じゃあ今度こそ町を出ましょうか」

「ですね」

　その時、俺はふと、エイミがいないことに気付いた。

「あれ。エイミは？」

「道具屋の外で待ってるんじゃない？」

　急に不安になった。アリシアやミザリサは俺だけを狙うとは限らない。人質としてエイミを捕らえる可能性は充分にある。

　──エイミ!!

　道具屋を飛び出そうとすると、ちょうどエイミが駆け込んできた。ホッとするも、エイミの顔は青ざめている。

「ヒロ!!　大変だ!!」

「み、ミザリサかアリシアが攻めてきたのか!?」

「違う!!　もっと、とんでもない状況なんだよ!!」

　レオナさんと顔を見合わせる。エイミは「早く！」と俺の手を引いた。

　エイミに連れ出されるように、大通りに出て──

「……は？」

　俺は目を疑った。

　通行人が皆、服を脱いで、一糸まとわぬ姿だったからだ！　十数人の男女のＮＰＣ達たちが裸で町を闊かつ歩ぽしている！

「こ、こ、これは!?」

　どうしても女性のＮＰＣに目が行ってしまう！　む、胸も丸見え！　そ、それに下も……おおぅ……！

　レオナさんも辺りを見回す。

「は、裸祭り……？　よく状況が分からないけど、高校生には不適切ね！　モザイク・ア・ゴーゴー発動！」

　レオナさんの能力により、男女の局部と、女性の胸部がモザイク処理された。ちょっと残念……って言ってる場合じゃねえな！

「いや、何なんだよ、この状況は!?」

　エイミに尋ねるも首を大きく横に振る。

「アタシもミスティンの町は長いけど、こんなのは初めてだよ！」

「ヒロ君！　聞き込みしてみましょう！」

「は、はい！」

　俺は局部にモザイクが掛かったまま、フラフラと歩く中年男性のＮＰＣに話しかける。

「なぁ！　アンタ、どうして裸なんだ？」

　中年男性は俺の目を見ずに、独りごちるように言う。

「みみみミスティンののの町町町、町へ、ようこそそそそそそそそ」

「へ？」

「ミスティンの町町へへへへ、ようこそようこそようこそそそそそそそそそそそ」

　胡乱うろんな目付きで壊れた音響機器のように言葉を繰り返している。俺達が唖あ然ぜんとしていると、男はそのまま歩き去って行ってしまった。

「な、何なの、コレ……！」

　レオナさんが緊張を孕はらんだ声を出した。俺も辺りをぐるりと見渡し、息を呑のむ。

　異様だった。裸のまま、ブツブツと意味不明な言葉を呟つぶやきながら、覚おぼ束つかない足取りで歩くＮＰＣ達。家の壁に向かって、ゴンゴンと頭をぶつけながらも直進しようとしているＮＰＣまでいる。他にも、ヨダレを垂らしながら奇声を発する女性や、地面の上で平泳ぎのようなポーズをしている者……。
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「お、俺、背筋が寒くなってきました……！」

　不気味な光景に、ブルッと体を震わせる。超高速汎用人工知能アールエヴォを搭載し、リアルな人間と相違ない行動を取るキワクエのＮＰＣ達たち。なのに彼らは、理性や感情を全て無くしてしまったかのようだった。

「と、とにかく、まともなＮＰＣがいないか確かめよう！」

　エイミの提案に、俺とレオナさんは頷うなずく。そうだ！　正気のＮＰＣを見つけるんだ！　ソイツが原因を知っているかも知れない！

　エイミに続いて大通りを小走りで進む。まともな通行人を探そうとするも、目に映るＮＰＣ達の挙動は皆、明らかにおかしかった。

「み、店の中ならきっと大丈夫さ！」

　エイミの声は微かすかに震えていた。小さな希望を抱いて、ミスティンの宿屋に入る。受付のおばさんは、外のＮＰＣのように服を脱いでおらず、今日もにこやかに微笑ほほえんでいた。

「よかった！　店のＮＰＣはまともだな！」

　そう言って俺はカウンターに近付く。すると、おばさんは呂ろ律れつの回らない口ぶりで話しかけてきた。

「ミスティンの宿宿宿屋にようこそそそそそ。一晩50Ｇガルドもしくは30Ｇ、それともまたは１２０Ｇ、時々18Ｇででございますすすすすすすす」

「!?　一体、いくらなんだよ!!」

　俺は叫ぶ。おばさんは天井を見詰めながら、その後も意味不明な言葉を呟つぶやいていた。

　ドッと疲れて俺達たちは、待合所のソファに腰を下ろす。

　エイミが神妙な顔でぼそりと言う。

「これ……もしかして、バグってやつじゃねえかな……」

　バグ！　確かに普通のゲームじゃあ、不具合でフリーズしたり、会話が途中でおかしくなることもあるけど……

「いや、これフルダイブＲＰＧだろ!?　最新のゲームでバグなんてそんな、」

　自分で言いかけてハッと気付く。現在、全てのＶＲゲームはプレイヤーの脳に負担を掛けないように入念なチェックや数え切れないデバッグを経てから商品化されるという。

　だが、キワクエは十年前のフルダイブＲＰＧである。

「あ、あり得るな。メンテもない過疎ゲーだし、遂ついに故障が出たのかも……！」

　自分で自分の声が震えているのが分かった。レオナさんが俺の肩に乗ってくる。

「バグ、故障──ならヒロ君の場合、考えられるのはリスタートね。あれはやっぱり、ゲームシステムに影響してたんじゃないかしら」

「な、なるほど……！」

　カムイの教えてくれた秘技を使って、俺はテスラ戦からやり直した。だが無論、あれは正規のコンティニューじゃあない。そのせいで、キワクエのプログラムに支障が出てしまったのか？　だとしたら、このままキワクエをプレイするのは、危険極まりないのではないだろうか。

　緊張と心配で、口の中が異様に乾いてきた。それでもレオナさんは俺の顔の隣で、明るい表情を見せる。

「だったら尚なお更さら、早くこの町を出て、次の町に行かなきゃね！　シーンが変わればきっと元に戻るわよ！」

　レオナさんは普段通り楽天的だったが、俺とエイミは居ても立ってもいられない様子でそわそわしていた。

「いや、ホントに俺達、大丈夫なんですか!?　このままキワクエやり続けても!!」

「し、心配だよな。アタシらの脳に影響が出たりしないよな？」

　キワクエのゲーム世界に取り残されたまま二度と目覚めない──そんな最悪な未来を想像して、俺の呼吸は乱れる。レオナさんはにこりと笑うと、小さな親指を立てた。

「ヒロ君は若いから大丈夫よ!!」

「!!　若さ、関係なくない!?　適当なこと言わないでくださいよ!!」

　俺は頭を横に振った後、レオナさんに言う。

「と、とにかく何だかヤバい感じがします。今日はもうログアウトしましょう」

「ええっ！　まだログインしてからたいして時間は経たってないわよ！　格言にあるでしょ！　『フルダイブは一日二十四時間』って！」

「そんな格言、聞いたことねえわ!!」

　バグじゃなくても脳に影響が出そうな、レオナさん作の格言をピシャリと一喝する。珍しくエイミが、おずおずとレオナさんに申し出た。

「あ、あのレオナさん。アタシ、ちょっと怖いよ。このままゲームを続けて、体に異常が出たらと思うと……」

　するとレオナさんは真面目な顔でエイミを見詰める。

「そうよね。心配よね。分かるわ……」

　オォイ!!　俺の時と対応、違くない!?

「仕方ないわね。今日はいったんログアウトしましょう。私もちょっと調べてみるわ」

　うん。しかしまぁ、エイミのお陰でレオナさんは折れてくれた。

　不満げにレオナさんがログアウト処理をしている時。

「ヒロ……」

　エイミが小さく俺を呼ぶ声が聞こえる。例の如ごとく、エイミは俺に目配せをしていた。




　……レオナさんがログアウトした後。俺とエイミはそのまま二人っきりで、待合所のソファに腰掛けていた。

　隣り合わせでしばらく無言だったが、やがてエイミがぼそりと呟つぶやく。

「レオナさんは次の町に行けば直る、なんて言ってたけど……アタシはそうは思わない。これがゲームシステム的なバグだとすれば、何ど処こに行こうが状況は変わらない筈はずだよ」

「だよな。俺もそう思う」

「なぁ。ヒロ……」

　エイミは真剣な顔を俺に向けてきた。

「そろそろ止やめ時じゃねえかな」

「や、止め時って？」

「もちろんキワクエのさ」

「えっと……しばらく休憩して様子を見るってことか？」

「そうじゃなくて。キワクエを完全に止やめるってことだよ」

　衝撃的なエイミの一言に俺は言葉を失う。エイミは真面目な顔付きで話し続けた。

「そもそも、ヒロの現状を考えてみなよ。膨らみ続ける借金、アリシア、ミザリサの追撃にマーチンタイム・アゲイン──完全に詰んでる状況だった。それに加えて今回のバグだ」

　俺は無言で頷うなずく。エイミの言う通り、こんな状況でプレイし続けるなんて、正気の沙汰とは思えない。

　エイミは、受付でぽかんと大きな口を開けたままヨダレを垂らしているおばさんＮＰＣを見詰めながら、首を小さく横に振った。

「このままじゃアタシ達たちの脳に影響が出るかも知れない。もうキワクエはストップすべきだ」

　そ、そりゃあ俺もぶっちゃけ、こんな地獄のフルダイブＲＰＧからはおさらばしたい。でも、そうなると……。

　エイミは少し頬ほおを赤くして手をもじもじとさせていた。潤んだ瞳を俺に向けてくる。

「アタシだって、本心はキワクエを続けたいよ。だって、此こ処こならヒロに会えるから……」

「お、俺だって……！」

　そう。今や、エイミと会えることだけが、キワクエをプレイするモチベーションになっていた。

「でもさ。キワクエが終わったからって、アタシ達の仲が終わりになる訳じゃないだろ？」

「そりゃあ勿もち論ろん！」

　エイミが俺の手を握ってくる。温かい感触が手を伝わり、俺の全身に広がっていく。

「ヒロ。キワクエはここまでにしよう。キワクエの世界でアタシはヒロと知り合えた。それで充分さ」

「け、けど……エイミは昔の彼氏が……」

　俺の言葉に、エイミは少し目を伏せた。

「喜んでくれると思う。逆にヒロ以外の男じゃあ、アイツに許して貰もらえない気がするよ」

「そういうもんかな」

　俺がぼやくように言うと、エイミはニカッと笑って、明るい顔を見せた。

「だってヒロはトロルを倒してくれた！　アタシとアイツの悲願を叶かなえてくれたんだから！」

　実際、トロルはミザリサとアリシアのコンビ技で死んだ。それでもエイミは俺のお陰と言っている。なら、そのことについて、もう何も言うまい。

「アタシ、過去は忘れるよ。前に進むんだ。だからヒロも古いゲームなんてやめようよ」

「でも俺、レオナさんにハードとソフトを借りてて……」

「じゃあ、ヒロ。レオナさんとも別れたらいいじゃないか」

「ええっ!!　そんなことしたらあの人、きっとメチャクチャ怒るって!!」

　外け連れん味みのないエイミの態度に驚いてしまう。だが、エイミは俺の体に腕を回して、顔を近付けてくる。

「うっ……」

　強引に、唇と唇が重なった。三秒後、エイミは俺から火照った顔を離す。

「新しい決断には勇気がいるよ。でもきっと、その先には素敵な未来が待ってる」

　キスされて頭がふわっとして、難しいことは何も考えられなかった。ただ、エイミと一緒なら怖いものはないんじゃないか──そんな気がしていた。

「アタシ、ヒロの体が心配なんだ！　もう二度と大事な人を失いたくない！　だから約束してくれ！　二度とキワクエはやらないって！」

　真摯な目を向けられ、俺はこくりと頷うなずく。

「分かった」

　するとエイミは安あん堵どの表情を見せて、微笑ほほえんだ。
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「これからは外で一緒に遊んだりしよう！　部屋に閉じこもってばかりいないでさ！」

「そうだ、な」

　ちょっと照れくさいが、俺は頬ほおを掻かきながらエイミに尋ねる。

「お、俺、都内に住んでるんだけど……エイミは？」

「アタシも同じだよ」

　よかった！　じゃあこれからも普通に会ったりできるのか！　しかもリアルで！

　エイミと一緒に町中を歩く光景を想像して、胸が高鳴った。

「待って」

　エイミは懐から藁わら半ばん紙しを取り出すと、自分の連絡先を万年筆で書いて俺に手渡してきた。俺もエイミから書くものを貸して貰もらい、同じように連絡先を渡す。

「落ち着いたらアタシから連絡するよ」

　エイミは抱きついてきて、俺の耳元で囁ささやくように言う。

「だから、お願い。それまで待っててね」

「あ、ああ。分かった」

　もう一度、藁半紙に目を通す。互いの連絡先をしっかり覚えてから、俺達たちはキワクエをログアウトしたのだった。





　　　　　　　　　◆






　目覚めた後、エイミの連絡先をメモして、ＶＲ・ＮＸのヘッドギアを部屋の隅に置く。エイミと約束した通り、しばらくフルダイブをやるつもりはなかった。少し寂しい気もしたが、それより肩の荷が下りたようなさっぱりした気分の方が強い。

　机の上のスマホに、メッセージの点灯があった。エイミかなと思って一瞬喜んだが、よく見るとレオナさんからだ。




『フルダイブのバグで人間の脳に悪影響が出ることはないんだって！　ネットの掲示板に書いてあったわ！　安心ね！』




「ホントかよ……」

　何だ、掲示板って。きっとソースも分からない情報だろう。今までのこともあって全然信用できない。もし仮に本当に安全だったとして……レオナさんには悪いが、俺はもうキワクエをやる気はない。

　──しばらく様子を見てからレオナさんに、止やめるって言うか。

　返信はしなかった。代わりにエイミに連絡してみようかと思ったが、向こうから連絡すると言っていたことを思い出して、俺はスマホから手を離した。




　翌朝。教室で、

「遂ついに今日だな。ヒロ」

　張り詰めた顔の貴たか文ふみにそう言われた時、一瞬何のことか分からなかった。

「佐さ奈な子こだよ！　佐奈子！　今日、堤防で会うんだろ！」

　貴文が声を荒らげ、ようやく思い出す。そうだった。佐奈子との約束の日だ。

　佐奈子がエイミという可能性も、ほんの僅かながら残っている気がする。そう考えれば、早く堤防に行ってみたくなった。

「確か夕方だったよな」

「ヒロ。俺も付いて行くからな」

「え。何で？」

「何でってお前……呑のん気きだな。相手はストーカーだぞ」

「あはは。大おお袈げ裟さだって。いいか、貴文。ストーカーってのはさ、絶えず俺の局部を切り取ろうと狙っていたり、ナイフで喉を掻かき切ろうとする奴やつらのことだよ」

「いや、それ殺人鬼じゃね!?」

「まぁそうかもだけど。とにかく心配いらないって」

「い、いや！　そんな話聞いたら余計に心配になってきた！　事件になってからじゃ遅い！　誰かもっと強そうな奴を……」

　貴文は深刻そうな顔でブツブツと呟つぶやいていた。

　そして、あっという間に放課後。

　皆がぞろぞろと帰宅していく廊下。俺の前には隣のクラスの谷たに城しろと三み科しながいた。

「……それで何の用だよ？」

　面倒くさそうに言う谷城に、貴文が睨にらむような目を向ける。

「お前ら昔、ヒロにムカつく奴がいたらブッ飛ばしてやるとか言ったんだろ？」

　三科が狐きつね目めを宙に泳がせる。

「いやー、言ったっけ。そんなこと？」

「まぁ言った……ような気もする……けどよ。本気にするか、普通？」

　谷城はそう言って呆あきれ顔がおだ。

「だったら、お前ら。ヒロを助けてやってくれよ」

「お、おい！　貴たか文ふみ！」

　俺も貴文がどうしてここまでするのか理解できない。佐さ奈な子こは別にムカつく奴やつって訳でもないし。

　心底面倒くさそうだった二人は、しかし、貴文の話を聞いているうちに顔を綻ばせた。

「えー！　じゃあヒロ君、ストーカー女に狙われちゃってる訳ー？」

「はっはっは！　なっさけねーな、相変わらずお前はよー！」

　そして二人で腹を抱えて笑う。ぐうっ！　せっかく最近、金もせびられなかったのに！　再発したらどーしてくれんだ、貴文！

　だが意外にも、谷たに城しろはそのままの笑顔で俺の背中をバンと叩たたいた。

「いいぜ！　暇だから行ってやるよ！」

「うんうん！　ヒロ君を好きだっていう奇特な女の子、近くで見てみたいしねー！」

　──ええええ……！

　こうして貴文と、そして何な故ぜか元いじめっ子二人と俺は、一緒に堤防にいくことになったのだった。




　夕日が流れる川を朱あかく染めていた。朝のランニングで馴な染じみの堤防だが、この時間帯は人ひと気けが少なく感じた。川沿いから少し離れた場所は野っ原になっており、そこに黒い帽子を被かぶった女性が一人佇たたずんでいる。

「おい。アレじゃねえの？」

　谷城と三み科しなが楽しそうに笑っている。あーあ。何か明日からバカにされそう……。

　しかし帽子の女性に近付くと、ニヤニヤしていた二人の顔付きが変わった。三科が眉間に皺しわを寄せる。

「あ、あの子、何抱えてんだろ？」

「赤ん坊……じゃねえな。人形か？」

　赤ん坊と聞いて、俺は一瞬どきりとする。だが、黒い帽子の女が大事そうに抱えているのはフランス人形だった。

「な、なかなか個性的な子だねー！」

　三科が甲高い声を出す。普段よりもやや、声が上擦っているような気がした。

　俺は人形よりも、佐奈子の顔が気になっていた。うつむき加減だからよく見えない。もっと近付かなければ。

「ひ、ヒロ！」

　貴文が俺の名を呼ぶが、構わず女性に近付いていく。約一メートルの距離。女性がようやく顔を上げた。

「き　来てくれた　んだね……！　ヒロ　ヒロ……！」

　──エイミ、じゃない。

　帽子の下は、おかっぱのような髪。ギョロリとした両目。女は顔の割に大きな口を開けて笑っていた。俺の背後で「ひっ」と貴たか文ふみが小さく叫んだ。

　俺は内心、落胆する。キワクエはヴァーチャルプロジェクション方式のフルダイブＲＰＧ。つまりＶＲの外見＝リアルの外見なのだ。つまり佐さ奈な子こは１００％エイミではない。

「嬉うれしい　よ　ひひひひ　来て　くれ　て」

　訥とつ々とつとした喋しやべり方だった。俺はガッカリした顔を隠すように、作り笑いをしていた。ふと後ろで、貴文達たちがボソボソと何か喋っている。振り返ると、貴文が三み科しなの背中をぐいぐい押し、やがて、三科が俺と佐奈子の間に割り込んできた。

「え、えっとー。君には悪いんだけどさー。ヒロ君には好きな女の子がいるんだって。だから君とはもう会わないってさ」

　軽薄な顔で軽口を叩たたく三科。貴文にそう言うように、けしかけられたのだろうか。突如、佐奈子の顔付きが変わった。

「あああああああああ!?」

　目を剥むき、持っていた人形を放り出して、三科の胸元に掴つかみかかる。

「何だ　よ　お前は！　何だよ！　何だ　よおおおおお！」

「お、お、俺は、ひ、ヒロ君の連れっていうか！　いや、元金づるっていうか！」

「ヒロは　私の彼氏なんだ！　付き合って　るんだよ！　結婚　して一緒に暮らす　んだよ！」

　凄すごい剣けん幕まくだった。しかし勿もち論ろん、俺はそんな約束を佐奈子とした覚えはない。今度は貴文が三科と佐奈子の間に入った。

「ヒロとお前は付き合ってないだろ！　俺、知ってるんだぞ！　お前とヒロは手紙だけの関係だって！」

「うあ　うあ!!　うああああああああああ!!」

　突然、佐奈子は三科から手を離し、頭を抱えた。縁の長い帽子が地面に落ちる。おかっぱ頭を佐奈子はガリガリと爪で掻かきむしった。

「違う　違う!!　ヒロは　私のもの　なんだあああああああああああ!!」

　三科と貴文は、何だか十年来の友人のようにお互い体をピッタリと寄せ合っていた。そんな二人を押しのけるようにして、巨漢の谷たに城しろが佐奈子を睨にらみ付つける。

「いい加減にしろや。気持ち悪わりぃんだよ、お前」

　谷たに城しろが太い腕で、ドンと佐さ奈な子この肩を押した。佐奈子がふらついて、尻餅を突く。お、おいおい！　女の子に酷ひどいことすんなよ！

「何だよ……何だ　よ」

　尻餅を突いたまま、佐奈子は親の敵でも見るような形相で谷城を見据えていた。ゆっくり立ち上がり、谷城に向かっていく。

「何だよお前はよおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「気持ち悪わりぃって言ってんだろ、クソ女！」

　谷城がまた佐奈子を押す。同じように倒れる佐奈子。だが今度はすぐに立ち上がり、獣のように呼吸を荒くしながら血走った目で谷城を睨にらんでいた。

「邪魔すんなよおおおお！　私とヒロの　邪魔すんなよおおおおおおおおおお！」

「こ、コイツ！　し、しつけえんだよ！」

　何度倒されても立ち上がってくる佐奈子に、谷城は少し怯おびえているように思えた。俺も、もう黙って二人を見ていられない。

「やめろって谷城！　悪いのはこっちなんだから！」

　佐奈子が大きな両目を俺に向けた。

「ひ　ヒロ？」

　そりゃ怒るよな。冷やかしみたいに、三人も連れてきてんだから。

　俺は佐奈子に頭を下げる。

「ごめんな。今日、誕生日だろ？　なのに、こんな大勢で押しかけて」

「たんじょう　び……たんじょうび」

　佐奈子は途端に機嫌がよくなったようで、ニターッと笑った。

「ヒロ　ヒロ　ひひひ！　覚えてて　くれた！」

「あ、ああ。おめでとうな」

「ひひひ　ヒヒヒヒヒヒヒ！」

　佐奈子は嬉うれしそうに乱れた髪を手ぐしで整え始めた。

「わ　私も取り乱し　ちゃって　ご　ごめん　ごめんね　今日はありがと　ま　また　手紙するね」

　落ちた帽子を拾って被かぶり直し、佐奈子は体を左右に揺らしながら歩き去っていった。




　堤防から佐奈子の姿が完全に見えなくなって、谷城と三み科しなが「ふぅ」と大きな息を吐く。

「あんなヤバい女、初めて見たぜ……」

「都市伝説みたいだったっすよね……夢に出そう……」

　二人して何だか酷ひどいことを言っている。貴たか文ふみが俺に心配そうに声を掛けてきた。

「大丈夫か、ヒロ」

「え？　うん。全然平気だけど？」

　谷たに城しろが意外そうな顔で俺を見詰める。

「お前、案外ケロッとしてるな」

「だって悪いのはこっちだし。それに、あっさり帰ってくれたじゃんか。最後、ごめんって謝ってたし。良い子だよ、きっと」

「いや、良い子な訳ないだろ！」

　貴文が叫び、二人も同意するように首を縦に振る。

　──そうかな？　あれくらいだったら全然普通だと思うけど。

「……おい。アレ見ろよ」

　谷城が顎をしゃくらせている。その先にはフランス人形が地面にうつ伏せになっていた。どうやら佐さ奈な子こが忘れていったらしい。何気に手に取った谷城が叫ぶ。

「うおっ!?　こ、この人形、片目がねえ!!」

　薄汚れたフランス人形の右目は、えぐれたように空洞だった。谷城が三み科しなに人形を押しつける。

「ひゃわわっ！　呪われるっ！」

　三科が聞いたことのない悲鳴を上げて、その人形を俺の方に投げてきた。

　俺はパスされた片目のない人形をじっくり見て、にこりと笑う。

「普通の人形じゃないか。オークベイビーみたいに腐ってないし」

「!?　『オークベイビー』って何だよ、ヒロ!?」

　貴文が叫んだ。

「ああ、そうか。そりゃあ知らないよな」

　三人は目を丸くして俺を見詰めていた。俺はキワクエを思い出しながら語る。

「オークベイビーはさ。死んだオークの赤ちゃんなんだ。死んでるから冷たくて、腐ってるから臭くて……だ、だけどマーチンの霊が乗り移ると、生き返ったように動き出して、お、俺の足に絡みついて……うわあああああああああああああ!!」

　説明しながら俺は恐怖で絶叫した。三人はそんな俺に釣られるように「うおおっ!?」「ひいっ!!」「はわあっ!!」と叫び声を上げた。





　　　　　　　　　◆






　次の日。

　学校から帰った後、俺はＶＲ・ＮＸとキワクエの入った紙袋を持って、ゲームショップ如月きさらぎに向かっていた。

　黄昏たそがれ時どき。レオナさんは店のシャッターを下ろし、本日閉店の札を掛けているところだった。

「あっ、ヒロ君！」

「……どうも」

　駄菓子屋のような店内に案内される。レオナさんは微笑ほほえみながら俺を見詰めてきた。

「昨日は頭痛と腹痛、テスト期間で、身内に不幸があったのよね。その後、どう？」

「それはもう落ち着きました」

　無論、全て嘘うそだ。レオナさんはメッチャしつこい。そのくらい言わなければキワクエへの誘いを断れなかったからだ。

　俺は一つ深呼吸した後、紙袋からキワクエのソフトとレンタルしていたＶＲ・ＮＸを取り出す。

「貸してくれたのにすいません。俺、もうキワクエ止やめようかなって」

「そう……」

　予想に反して、レオナさんはくすりと笑った。

「分かるわよ、ヒロ君！　バグが怖いのよね！」

　そして俺の手を両手でしっかと握ってくる。

「大丈夫！　一いち蓮れん托たく生しようよ！　私もアナタと共に行くわ！　たとえ何があろうと、二人は一緒よ！」

「へ？」

　呆あつ気けに取られて呆ぼう然ぜんとしていると、レオナさんは俺の背中をバンバンと叩たたく。

「やだ、もうヒロ君たら！　感動して言葉を失っているようね！」

「い、いえ。全然」

「は？　将来のお嫁さんが、命を賭けて付き合うって言ってるのに燃えないの？」

　レオナさんは口を尖とがらせながらも、俺に腕を絡めてくる。ダメだ！　このままだと、いつもみたいに言いくるめられちまう！

　俺は意を決して、レオナさんの腕を振り払った。

「すいません、レオナさん！　俺、エイミと付き合うことにしたんです！　それで、エイミと約束したんですよ！　もうキワクエはやらないって！」

「そう……なの……？」

　驚いた顔をして、レオナさんは黙ってしまった。俺は勢いに任せて喋しやべり続ける。

「お、俺、今まで女の子のこと、こんなに真剣に思ったことなくて！　きっとコレが俺の初めての恋愛なんです！　だから……だから、ごめんなさい！」

　深々と頭を下げた。何だかんだでレオナさんも大人の女性。真摯な態度を見せれば分かってくれると思っていた。

「ダメっ!!」

　──え……!?

　レオナさんは顔を赤くして怒っていた。いつもみたいにふざけた感じじゃなくて、目がマジだった。

「私だってヒロ君のこと好きだって言ったのに！　浮気者！」

「い、いや、それは、」

「ハードだって無料で貸してあげてるのに！　キワクエ、クリアするって言ったじゃないの！」

「だ、だから、」

「とにかく、キワクエは何があっても絶対に続けなさい！　いいわね！」

　学校の先生のように上から言われてるようで少しカチンときた。

「続けろ、って流石さすがにこんな状況じゃ無理ですよ！　脳に影響が出るかも知れないのに！」

「ここで止やめたら絶対に後悔するわ！　アナタの人生の黄金期は今なのよ！」

「ど、どうして俺の人生の黄金期をレオナさんが決めるんですか！」

「若い頃は危険を顧みず無む茶ちやするものよ！　そういうところに女は惚ほれるの！　脳が壊れてもやりなさい！」

　の、脳が壊れても!?　エイミは俺の体のことを心配してくれたのに……この人は!!

「俺の決意は変わりません!!」

　叫んだ勢いで立ち上がり、店を出て行こうとした。

「待ちなさい!!」

　だが、腕を掴つかまれる。そのまま歩き去ろうとしたのだが、

「まだ話は終わってないわよ!!」

　グイッと思いっきり腕を引かれて、俺は元の位置へと戻された。

「帰ります!!」

「ダメよ!!」

　立ち上がるが両肩を掴まれ、また元の位置へ座らされる。

「帰るってのに!!」

「ダメ!!」

　無む理り矢や理り帰ろうとすると、レオナさんは俺にしがみついてきた。そうして俺はようやく理解した。

　──こ、この人、メッチャ力強い!?

　キワクエ内では小さい妖精の姿だから分からなかった。でもレオナさんは華きや奢しやな体のくせして信じられないくらい腕力があった。

　いつしか俺とレオナさんは取っ組み合いをしていた。途中から俺も本気で抗あらがったのだが、それでも勝てずに気付けば馬乗りされていた。

「ふっふふふ！」

　紅潮した顔でにやりと笑うと、両手を胸元に当ててブチブチ！　レオナさんは自ら着ていた服をはだけた！

「な、なにを!?」

　ブラジャーと谷間をチラ見せにした状態でレオナさんは俺に抱きついてきた！　そして、首に腕を回され一回転。俺がレオナさんを組み伏せているような体勢にされた後、カシャ、カシャ、カシャとスマホのシャッター音が鳴った。

「いや、ちょっとォ!?」

　レオナさんはしたり顔でスマホの画面を見せてくる。
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「ほほほ！　コレを見なさい！　ヒロ君に私が襲われてるように見えるでしょ？　この写真をバラまかれたくなかったら言うことを聞くのよ！」

「!?　そんな!!」

　レオナさんは妙なスイッチが入ったらしく、興奮してハァハァと息を切らしていた。

「ヒロ君がいけないんだからね！　私の気持ちを踏みにじったんだから！　キワクエを止やめるなら、町の真ん中でこの写真をバラまくから！　それはもう年号が変わった時のビラ配りのように、大はしゃぎで！　ヒロ君の人生、終わっちゃうわよ！」

「じ、人生……終わる……？」

「そうよ！　次の日からアナタは犯罪者扱い！　高校生活だってジ・エンド！　そうなりたくなかったら、キワクエやりなさい！」

　レオナさんの目が怖いのと、取っ組み合ったので体が痛いのと、あと単純に脅迫されて辛つらかったこともあり、気付けば涙が溢あふれてきた。

「こ、これ以上やったら……ぐすっ！　俺……警察に行きます！」

「え。ちょっと。警察はやめなさい」

「お、俺、うぐっ！　本気で行きますから！　ひっく！」

「行くなって言ってるでしょ！　それからあと、そんなに泣かないで！　じょ、冗談よ、ヒロ君！　あっ、そうだ！　おっぱい触らしてあげよっか？　……ちょ、ちょっとヒロ君！　待ちなさい！」

　俺は隙を突いてレオナさんの束縛から逃げ出した。

　ゲームショップ如月きさらぎを飛び出し、泣きながら道路を一目散にひた走る。

　何がおっぱいだ!!　おっぱいで泣き止むと思ってんのか!!　何なんだよ、あの人は、もうっ!!




　家に着いて二階に駆け上がる。辛かった。怖かった。だから俺はスマホを握りしめた。エイミは自分から連絡するまで待って欲しいと言った。だが、どうしても俺は今、エイミの声が聞きたかった。

　キワクエプレイ後、しっかりメモっておいた携帯の番号に電話する。

　──り、リアルでエイミと話すのって初めてだな。

　スマホを握る手が汗ばんでいるのを感じる。六回目のコール音の後、電話が繋つながった。

「エイミ？」

　俺の声と被かぶるように、

「この電話を転送いたします」

　機械的な声が聞こえた。更にコール音が二回鳴る。そして、

「お電話ありがとうございます。シュクエニ・カスタマーセンターです」

　今度は事務的な女性の声がした。先程の音声とは違い、リアルの女性の声だ。

「あ、あれ？　シュクエニって？」

「はい。こちらシュクエニ・カスタマーセンターです。ご用件は何でしょうか？」

「いや、あの……おかしいな。えぇと、この番号なんですけど……」

　俺はエイミに聞いた携帯の番号を女性に伝えた。

「それは当社で以前、使われていた社用携帯の番号ですね」

「そ、そうですか。すいません」

　俺は謝って電話を切った。

　──嘘うそだろ！　書き違えたのか？

　そんな筈はずはない。大切なエイミの電話番号だ。キワクエ内で暗唱して記憶したし、ログアウトしてからすぐにメモった。番号が間違っているとは考えにくい。

　しかし。繋つながったのがキワクエの製造元であるシュクエニだというのは、偶然にしてはできすぎている気がした。

「お、俺……もしかして、エイミに遊ばれてたってことか……？」

　携帯番号をネットで検索にかけてみる。ヒットした住所は言われた通り……

「シュクエニ本社ビル……！」

　ってことは、エイミが俺に嘘を？　そ、そんな訳ない！　きっと何か理由がある筈だ！

　考えて、ハッと思い当たることがあった。フルダイブＲＰＧを出会い系としてプレイヤーに使わせないよう、シュクエニがプロテクトを掛けている可能性だ。つまり、キワクエ内で交換しようとした互いの連絡先は、相手に渡した時点で違うものに書き換えられる。だが、ランダムに番号や住所を変えても問題がある。だから俺が見たエイミの番号は、自社であるシュクエニの電話番号に自動変換された──。

　うん。これが可能性として、一番高い気がする。い、いや、でも……ってことは……！

　俺は拳で床を叩たたいて叫ぶ。

「もうエイミと連絡取れないってことじゃねえかよ!!」

　激しく落ち込んでいると、不意に部屋のドアがノックされた。

　開くと、楓かえでが立っていて、ぶっきらぼうに言う。

「お客さん。すごく綺き麗れいな人」

「え!!」

　エイミ!?　エイミなのか!?

　微かすかな期待を胸にダッシュで階段を駆け下りる。しかし、

「ヒロ君、ハロー！」

　玄関には、ゲームショップ如月きさらぎのエプロンを着けたレオナさんが手を振っていた。

「はあああああああああああ!?」

　叫ぶが、レオナさんは既にヒールを脱いで玄関に上がっている。

「ところで宏ひろしとはどんなご関係で？」

　笑顔で尋ねる母さんに、レオナさんは少し頬ほおを染めて、

「……毎晩、逢おう瀬せを重ねています」

「!!　誤解されるようなこと言わないでくれる!?　た、ただのゲーム友達って言うか、ゲームショップの店員さんで!!」

　叫んだ後、とりあえず人目を避ける為ため、俺はレオナさんを部屋に連れて行こうと決めた。

「レオナさん！　とにかく、こっちへ！」

「まぁ、ヒロ君たら強引。お邪魔します」

　レオナさんの背中を押して階段を上りながら、ふと気付いて母さんを見た。

「お茶とか持ってこなくていいからね!!」

「あら、そう？」

　不思議そうな顔の母さんと、訝いぶかしげに見詰める楓かえでから逃げるように、俺はレオナさんを自室に招き入れたのだった。

「……へぇー。なかなか良い部屋じゃない」

「それより、レオナさん!!　どうして俺の家を知ってるんです!?」

　ドアを閉めて、開口一番、そう言った。するとレオナさんが無言で俺に近付いてくる。

「へっ？　な、何？」

　慌てていると、俺の服のポケットに手を入れ、見覚えのない赤いスマホを取り出した。

「取っ組み合いの時に忍ばせておいたの。そしてＧＰＳで、こっそり後をつけたのよ。気にしないで」

「!?　気にするわ!!」

「それより、はい。忘れ物」

　キワクエとＶＲ・ＮＸが入った紙袋を渡される。いや忘れ物じゃねーし！

「ヒロ君。聞いたわよ。エイミさんの番号はシュクエニだったのね。やっぱり、からかわれたんじゃない？」

「そ、そんな！　エイミは！　……えっ。いやちょっと待って。なんで知ってるの？」

　レオナさんはさっきの赤いスマホをもう一度取り出して、ウインクする。

「盗聴したの。気にしないで」

「気にするって言ってんだろ!!　この犯罪者!!」

「犯罪者じゃないわ。さっきの写真だってちゃんと消去しておいたから。もうヒロ君ってば、冗談なのにマジになっちゃうんだもん！」

　ホントに消したのかよ!?　信じらんねー!!　それに冗談じゃなかったろ!!

　キッと睨にらむ。すると、レオナさんは真剣な顔になっていた。

「それはさておき。エイミさんにからかわれているか、いないかを確かめるには、やっぱりキワクエをやるしかないわね」

「何でだよ!!　またそうやって、俺に無む理り矢や理りキワクエやらせようとして!!」

「落ち着いて考えなさいよ。エイミさんがヒロ君のことを真剣に思ってるなら、彼女も連絡が取れなくて焦ってる筈はずよ。きっともう一度ログインしようとするわ」

「あ……」

　言われてみれば、確かにそうだ。互いに連絡できないこの状況。エイミもキワクエにログインするかも知れない。

　俺は渡された紙袋に入ったキワクエとＶＲ・ＮＸをちらりと見た。で、でも、もうマジで、やりたくないんだけど……！

　俺の気持ちを推し量ったように、レオナさんがそっと肩に手をのせてきた。

「ねえ、ヒロ君。バグが気になるなら今、調べてみない？」

「シュクエニに問い合わせするんですか？」

「私、前に別件で電話したことがあるの。キワクエのことを聞こうとしても『昔のゲームですので分かりません』の一点張りよ」

「だったら……」

　レオナさんは俺の部屋のＰＣを指さす。

「オーベルダイン歴れき程ていよ」

「いやいや。アレは攻略サイトでしょ？　バグのことなんてカムイにも分からないですよ」

「そうかしら。あのサイトって、豆知識やら何やらすっごく細かく書いてるじゃない？　バグった時の解決法もあるかも知れないわ」

「まぁ……言われてみれば確かに」

　前はカムイの力を借りずにクリアしてやる、などと意気込んでいたが、今はやる気ゼロ。どうせ、もうやらないと思っていたキワクエである。攻略法を見るのに躊躇ためらいはない。

「分かりました。サイト、開いてみます」

　俺はレオナさんの言葉に頷うなずき、デスクのＰＣを起動する。

　レオナさんは俺の隣から覗のぞき込こむようにして画面を見ていた。ブックマークしているオーベルダイン歴れき程ていのトップページは何な故ぜだかかなり懐かしい感じがした。実際、そんな昔でもないのだけど。

　ページをスクロールしていくと、




『ミスティンの町付近』




　そんな大見出しが現れた。下部には様々な小さなタイトルが並んでいる。

「あっ。『聖剣エセリオンを買おうとしてる奴やつ』なんてありますね。コレ読んどけばあんな偽物、買わずに済んだのにな。あははは」

　もう何ど処こか他ひ人と事ごとのような気分で俺は笑っていた。俺と違って、レオナさんは真剣にタイトルに目を光らせている。

「うーん。やっぱり無いわねえ」

「そりゃそうですよ。攻略にバグのことなんて書いてないですって」

　そう言った時。レオナさんが「あった！」と叫んだ。

　俺はレオナさんが指さしている小さなタイトルを見る。




『ミスティンの町民がバグった時』




「ええええええええ!?　あるんだ!?」

　正直、驚いた！　で、でもどうせ運営に電話しろとかそういうことだろ？

　それでも俺は食い入るようにしてカムイの文を読む。




『ミスティンの町の奴らが急に裸になったり、意味の分かんねーことをほざいたりしてるみてーだな。つーか、お前……前に俺、言ったよな？　よっぽど間抜けな選択をしねー限り、フローラ城まで辿たどり着つけるってよー』




　──た、確かにそんなこと、書かれていた気がする！

　画面が急にブラックアウトした。驚いていると、




『この糞くそマヌケが!!　死ね!!』




　大きな赤文字がドンッと表示された！




「なんで!?」

　叫ぶと同時に画面が元に戻る。俺は意味も分からず、続きを読んだ。




『テメーの現状を当ててやろうか？　仲間から孤立し、強ぇー武器も無くなり、挙げ句の果てに借金塗まみれで途方に暮れてやがる。更に、ダメ押しの町民のバグ、そんなとこだろう。このハゲ！』




「ど、どうして分かるんだ!?」

　俺はハゲてない。だが、それ以外は全て当たっていた。




『いいか。町民の錯乱は、バグなんかじゃねー。思い返せ。一体どこからおかしくなったのかを。今のお前の悲惨な状態は、誰によって引き起こされたのかを』




　そこで文章は終わり、画面には『ようやく分かった』『まだ分からない』の二択が表示された。あ、アレがバグじゃない？　どこからおかしくなったか、だって？　ぜ、全然、意味が分かんねえ！

　俺は『まだ分からない』をクリックする。またも画面に大きなフォントの赤文字が浮かぶ。




『何で分かんねーんだ、ボケナス!!　義務教育終わってねーのか、この小卒が!!』




　隣で見ていたレオナさんが吹き出した。

「プッ！　ヒロ君、すっごい言われてるわね！」

「うるさいな!!」

　レオナさんにツッコんだ後、画面を振り返る。そして、そこに書かれていた文章を見て、俺は卒倒しそうになった。

　──そ、そ、そ、そんなバカな!!　ありえない、ありえない!!　こんなこと、絶対にありえない!!

　大きな赤文字で、カムイはハッキリ、こう記していた。




『エイミはキワクエのモンスターだ』















第七章　クソゲーの極み






　信じられない一文を見て、俺の手はマウスも握れない程にブルブルと震えていた。

「う、嘘うそだろ!?　エイミがモンスターって……!!」

「そ、それはないわ!!　彼女はリアルプレイヤーよ!!　私の姿だって見えていた!!」

　レオナさんも血相を変えて、大声で叫ぶ。そんなレオナさんの声が通じたかのように、画面にはこんなタイトルが表示されていた。




『販売店特典で妖精の格好をしている奴やつへ』




　茫ぼう然ぜん自じ失しつの俺に代わり、レオナさんがマウスを動かし、タイトルをクリックする。




『リアルプレイヤー以外にゃ、姿も声も認識できないと思って、あぐら掻かいてアドバイザー気取りか？　バカが！　キワクエはテメーが思っている以上に意地の悪わりぃクソゲーなんだよ！　覚えとけ、この小卒！』




「だ、誰が小卒よ!!　この私に向かって!!　許せない、カムイっ!!」

　レオナさんはわなわなと拳を震わせていた。つーか、俺のことだと楽しそうに笑ってるのに自分のことだとメッチャ怒るんだ……！




『いいか。この販売店特典はな、キワクエがクソゲーすぎて売れなかったせいで堪たまりかねた小売店が申し出たもんだ。キワクエ運営は渋々了解したものの、こうやって意地の悪い抜け道──つまり、販売店特典が通用しねーモンスターをキワクエ内に配置してんだよ』




　──販売店特典が通用しないモンスター……!!　それがエイミだってのかよ!?

　俺は未いまだにエイミがモンスターだということが信じられない。信じられる訳がない。

　憤っているレオナさんからマウスを奪うようにして取ると、俺は画面をスクロールさせた。




『エイミについて』




　何かの間違いであって欲しいと願いながら、俺はそのタイトルをクリックする。




『エイミは、キワクエのモンスター分類に於おいては【悪魔】に属する。幼おさな馴な染じみなんかと違って、全プレイヤー共通の固定ネームキャラだ。キワクエにインプットされている日本の情報と、現在接触しているリアルプレイヤー固有の情報とを合わせて、架空の自分の環境を作り上げ、プレイヤーをたぶらかす。それが悪魔の──というよりキワクエのＡＩだ』




　──マジ……かよ……!!

　信じたくない。だが、カムイが言っていることが真実だと、頭では理解しつつあった。なぜなら、カムイは先程から攻略法に『エイミ』とはっきり書いている。それは彼女がリアルプレイヤーではない証あかしだった。




『ちなみにエイミは誰でも遭遇する訳じゃねー。あるクエストを選択した時のみ現れる、特殊モンスターだ』




「あるクエスト……？」

　レオナさんが呟つぶやき──その直後、俺達たちは「「あ」」と二人同時に声をあげた。

　悪魔と聞いて思い当たるクエストがあった。オークを倒してミスティンの町に着き、もっと強い敵と戦いたいと思っている時、ギルドに張り出されたクエスト──

「く、クエスト『十字路の悪魔討伐』……!!」

　俺の言葉にレオナさんが真剣な顔で頷うなずく。

「あの時、ヒロ君はデーモン風オークを倒して、討伐を終えたと思っていた！　けれど、アレはフェイクだったのよ！」

「そんなバカな!!」

　待て待て待て!!　じゃあ何か!?　俺があのクエストを選択したから、エイミが現れて……そして、俺はあの時からずっとこのクエストをやってるってことなのか!?

　俺はすがるようにＰＣの画面を見る。カムイは文を続けていた。




『エイミはプレイヤーが男の場合、色仕掛けなんかもしてきやがる。その他、仲間と無む理り矢や理り別れさせられたり、借金を作らされたり、弱い武器を買わされたり……とにかく色んな策を弄して、キワクエを止やめさせようとする。世界を救おうとする者がいるなら、そいつをその世界から追い出しちまえば手っ取り早いからな。人間の常識を超えるモンスター。これが本当の悪魔だ』




「!!　ゲームをクリアさせる気あるの!?」

　俺は部屋で絶叫した。ゲームからプレイヤーを追放させるとかありえないだろ！　キワクエの開発者こそ悪魔じゃねえか！

　俺の心にあるエイミの姿に、ガラスをハンマーで打ち付けたような罅ひびが入って、広がっていく。垢あか抜ぬけた感じのピアス。香水のような匂い。男勝りで活発な笑顔。彼氏を交通事故で亡くしたってのも嘘うそなら、俺のことを好きだと言ったことも全部嘘だったというのか。都内に住んでるというのも、口裏を合わせただけだったのか。そして、そして──俺とのキスも……

「うっわあああああああああああああああ!!」

　俺はＰＣに頭をガンガンと叩たたき付つける。

「ひ、ヒロ君!?　気を確かに!!」

「正気なんか保てるかああああああああああ!!　俺の恋を!!　純情を、踏みにじりやがってええええええええええええええええええええ!!」

　さんざん頭をぶつけた後、睨にらみ付つけるようにＰＣを見る。カムイはまるで今の俺が見えているように、あざ笑っていた。




『ハッハー！　ざまあねえな！　看破できねーテメーがアホなんだぜ！【クエスト・十字路の悪魔討伐】を選んだ瞬間、飛び込んでくるリアルプレイヤー。確かに見かけはそれっぽい雰囲気をしてやがる。だが、そこで第一の疑問だ。奴やつは【一人】だった。ミスティンの町まで来られたリアルプレイヤーが、幼おさな馴な染じみや仲間のＮＰＣを連れていないのはおかしい。完全ソロのプレイヤーや、ミスティンまでの道中で仲間を失ったプレイヤーがいねえとは言わねーが、とんでもなく少数だろう』




　言われてみれば、ショウゴさんだって親友のＮＰＣを連れていた。俺だってアリシアやミザリサを連れてミスティンまで来た。なのに……エイミは一人だった。




『そこで俺は考えた。言わずと知れたこのクソゲーのことだ。もしかすると【リアルプレイヤーに扮ふんしたモンスター】がいるかも知れない、とな。ならどうやってそれを見破るか。確実なのは【称号】だ。キワクエの称号はペンダントやブレスレット、形状こそプレイヤーによって異なるが、オーベルダインには存在しねー頑丈な物質でできている。キワクエ制作陣が公表しているように【プレイヤーがゲームの進捗具合を推し量ることができる唯一の方法が称号システム】だ。つまり称号は絶対に壊せない。俺がエイミに称号を見せろと迫ると、奴やつは銅で作った偽物の称号を見せてきやがった。よく似ているが、所詮まがい物。へし折ってやると、奴は正体を現した。この間、約五分だ』




「ご、五分でエイミの正体を……!?」

　愕がく然ぜんと呟つぶやく。俺はエイミと出会ってから、今の今まで身も心も騙だまされ続けていた！　なのに、カムイはそんな短時間で見破ったってのかよ！




『ちなみにクエスト【十字路の悪魔討伐】の発生条件だが、称号【イキリ倒しモースト・コツキー】を持ったままギルドに入り、もっと強いクエストを望むこと。そうすりゃあ、イキリの鼻っ柱を折り砕く、超絶難度クエストの登場だ。間抜けなテメーのように、エイミを疑わずそのままずっと仲間にしていた場合、最終的にはバグを思わせるＮＰＣ達たちの錯乱が起きる。当然あれもエイミの仕業だ。様々な草から混乱の効果のある物質を作成し、煙を町に放った訳だ。ったく、そんなになるまで放置してんじゃねーよ、アホ！　そもそも俺のありがたい攻略をしっかり熟読しねえから、こんなことになるんだ！　このクソバカが！』




「!?　お前が攻略見るなって言ったんだろ!!」

　……タイトル『エイミについて』の文章はそこで終わっていた。スクロールすると、急に画面が変わり、大見出しで『クエスト・十字路の悪魔攻略』と表示される。下部には、小さなタイトルが並び『仲間達と仲直りする方法』『借金を返す方法』などの項目が目に飛び込んできた。

　とりあえず、マウスから手を離し、死んだように脱力する俺。

　レオナさんは「ふうーっ」と背伸びを一つしてから、悲しげな目を俺に向けてきた。

「ヒロ君の初恋相手ってば、敵モンスターだったのね。不ふ憫びんだわ。ご愁傷様」

「マジで訴えたいこのゲーム……！」

　怒りで震える俺に、レオナさんは少し意地悪そうな口調で尋ねる。

「それで、どうする？　このまま泣き寝入りするの？」

　泣き寝入り……？　キワクエ制作陣に騙されて、弄ばれてコケにされたまま、ゲームをやめる？　はは……ははははははははは！

「やってやらああああああああ!!　この超絶クソゲーがああああああああああ!!」

　俺はデスクを拳で叩たたいた後、レオナさんに真剣な顔を向ける。

「レオナさん！　帰ってログインの準備をしてください！」

「ＯＫ！」

　レオナさんが楽しそうに笑った。俺は怒りで拳をきつく握りしめる。

　──エイミもキワクエ制作陣も、死んでも絶対許さねえ……！　クエスト『十字路の悪魔討伐』攻略開始だ……！





　　　　　　　　　◆






　一時間後。キワクエに再度ログインした後、俺はレオナさんと一緒にオークの森に向かっていた。

　歩きながら町中を見渡す。町民は全て通常の状態に戻っていた。混乱の効果が切れたのだろう。そう。アレはエイミの策だったのだ。

　俺とレオナさんは無言で進む。歩きながら俺は、ログインするまでの間に、目を皿にして熟読したオーベルダイン歴れき程ていの攻略を思い出していた。




『町民錯乱イベント後、まずは仲間を取り戻して態勢を整えやがれ。猶予はログインしてから一日だ』




　猶予があるのが気になったが、とにかく俺は先を読み進めた。『テメーの仲間はどいつだ？』というタイトルの下には、とんでもない数の項目が記載されていた。画面とにらめっこした後『異端審問官インクイジターと仲直りする方法』を発見する。カムイは全ての仲間の分岐を試したのかという驚きはさておき、それによると町民の錯乱発生後、ミザリサはオークの森にいるらしかった。

　ログインした後、カムイの攻略に沿って、俺はレオナさんと一緒にミザリサと仲直りする為ための準備をしてきた。ちなみにその間に、マーチンタイム・アゲインが発生しなかったことは単純にラッキーだった。

　森に着いた後、俺は大きく息を吸い込み、

「ミザリサ、出てこいやああああああ!!」

　静かな森に怒声を響き渡らせた。三羽の鳥がバタバタと木々から飛び立ち、しばらくすると、

「……シシシ。ヒロっち。まだ生きてたんすか」

　ガサガサと草木をノコギリで掻かき分わけ、赤毛ツインテールの異端審問官が現れた。

　ゲームの主人公に向かって『まだ生きてたんすか』とは、何たる言い草だろう。だが俺は気持ちを落ち着け、冷静に語りかける。

「ミザリサ。お前に謝りに来た」

「は？　何を今更……」

「俺はエイミに騙だまされてた。だからお前を仲間から外したんだ……なんて体ていの良い言い訳だよな。悪かった。全部、俺のせいだ」

　真摯に頭を下げる。それでもミザリサは病んだ目で「シシシ」と笑っているだけだ。

「もちろん、謝罪の言葉だけで済むなんて思ってない。俺の気持ちを受け取ってくれ」

　俺はカムイの攻略を思い出しながら、道具袋の中に手を入れる。




『異端審問官インクイジターのサド心をくすぐりやがれ』




　カムイは仲直りする方法に、そう書いていた。だが、不親切なオーベルダイン歴れき程てい。いつものように細かな指示はなかった。だから、俺はレオナさんと一緒に色々考えたのだ。

　期せずして、レオナさんと目が合った。俺達たちは無言でこくりと頷うなずき合う。そして俺は道具袋から、木の枝とロウソクを取り出した。

「さぁ、ミザリサ！　これを使ってくれ！」

　先程、道具屋で買った木の枝とロウソクをミザリサに差し出す。

「俺を好きにシバいてくれて構わない!!」

　意を決して叫ぶも、ミザリサは無言だった。くっ、ダメか！　なら！

　俺は上着をバサッと脱ぎ捨てる。

「これで、どうだ!!」

「ま、マジっすか、ヒロっち……！」

　ミザリサが目を見開き、狼ろう狽ばいしている。俺の上半身には縄が巻かれていた。此こ処こに来る前にレオナさんに縛って貰もらったのだ。

「良い!!　凄すごく良いわよ、ヒロ君!!」

　俺の胸にできた亀の甲羅のような六角形を見て、レオナさんは喜んでいる。何が良いのか全く分からないし、死ぬほど恥ずかしい。

　──だが、攻略の為ためだ!!　エイミを倒すためなら、何だってやってやる!!

　もう吹っ切れていた。煮えたぎる怒りは、溶鉱炉の如ごとく羞恥心やプライドを溶かし尽くして、俺を突き動かしていた。

「木に吊つるし上あげるなり好きにしろ!!」

　上半身に縄を巻かれたまま、右手にロウソク、左手に木の枝を持ち、俺はミザリサに近付く。自分でもかなりの変態だと思う。しかし、ミザリサはプルプルと小刻みに震えていた。どうやら効いているようだ。

　──よし、いいぞ！　この調子だ！

　しかし。次の瞬間、ミザリサはノコギリを投げ捨てると、今まで聞いたことのない感情のこもった声を張り上げた。

「違うっす!!　こんなんじゃないんす!!　ヒロっちは全くわかってないっす!!　サド心ってのを全然分かってないっす!!」

「ええっ！」

　驚いてレオナさんを振り返る。レオナさん主導のもと、道具を買ったり縛られたりした。なのに全く効果なし!?　嘘うそだろ、レオナさん!!　どうしてくれんの!?

　レオナさんは俺から目を逸そらし、口笛を嘘くさく吹く。ログインしてからの準備は一体何だったのか、これじゃあただの変態ではないか。

　くらりと目眩めまいがしたその時。

「覚悟を決めた奴やつを、いくらいたぶっても面白くなんかないんすよ!!」

　ミザリサの上擦った声でハッとする。ミザリサはいつしか目に涙を浮かべていた。

「い、いえ！　効いてるわよ、ヒロ君！」

　レオナさんが叫ぶ。ミザリサは涙目のまま、しゃくり上げるような声を出した。

「ホントは、ヒロっちをいたぶりたいだけじゃなかったんす！　一緒に町の外の世界を見て、嬉うれしかったんす！　オークをやっつけるヒロっちを見てすごいと思って、オークの素材集めだって楽しくて！　ノコギリだって買ってくれて、嬉しかったんす！」

「ミザリサ……？」

「なのに、さみしかったんすよ！　簡単に捨てられて！　仲間じゃないって思われて！」

　ボロボロと涙が頬ほおを伝って、地面に落ちていた。ミザリサは顔をくしゃくしゃにして泣いていた。サディスティックな異端審問官インクイジターではなく、年下の普通の女子が俺の目の前にいた。

「ごめんな」

　俺はミザリサに近寄り、もう一度、頭を下げた。

「俺、マーチンやアリシアの時もそうでさ。大事なことが分からなくなっちまう。傍そばにこんな良い仲間がいたのにな」

「ヒロっち……」

　涙目のまま俺を見上げるミザリサに微笑ほほえむ。

「これからはずっと仲間だ」

　上半身縛られたまま、言うような台詞せりふじゃない気がしたが、それでも俺は真剣だったし、ミザリサも嬉うれしそうな顔で泣いている。なのに、

「プッ！　亀甲縛りで何言ってんの！　ヒロ君、ウケるわー！」

　レオナさんは爆笑していた。うん。アンタとは結婚しねえ。絶対に。

　ハッと気付いたように、ミザリサが自分の目を擦こする。

「ち、違うっす！　これは涙じゃなくて、ただのおしっこっす！」

「目から小便出ねえだろ」

「私は出るんす！」

　顔を赤くして取り繕った後、少し落ち着いた様子でミザリサは聞いてきた。

「あの……一つだけお願いを聞いてくれないっすか？」

　──来たな。

　俺はごくりと生唾を飲み込む。ミザリサは頬ほおを朱あかく染めながら言う。

「お漏らし、して欲しいっす……！」




『異端審問官インクイジターは最後にお願いを言ってくる。それを聞いてやりゃあ円満解決だ。ちなみに聞かねえと、ノコギリで四肢を切断される』




　そう。これは最後の関門かつ、即死フラグ。もしカムイの攻略を読んでいなければ、俺は即座に断っていただろう。

　──やるしかねえ！

　頭では分かっている。だが理性と良心ががっちりスクラムを組んで俺を責め立てていた。

　プレイヤーのこの葛藤を見越していたかのように、カムイは文章を続けていた。




『一つ、テメーに話をしてやろう。リアルの戦国時代の話だ。戦の前、武将達たちは度胸試しに小便をどれだけ飛ばせるか競ったらしい。だが、殺し合いの直前だ。みな縮こまって、飛ばすどころか一滴も出ない奴やつがほとんどだったそうだぜ』




　文はそこで終わっていた。そして、俺はカムイが言いたいことが何となく分かった。

「……やっぱ無理っすよね」

　ミザリサが溜ため息いきを吐ついて、ノコギリを構えた。もはや一刻の猶予もない。

　やるぞ！　俺ならできる！　やってやる！　そうだ！　コレはリアルじゃない！　フルダイブ中の恥は掻かき捨すてだ！

　俺は呼吸を荒くして、両の拳を握りしめる。

　そして……ズボンをはいたまま、膀ぼう胱こうを緩めた！

「うおおおおおおおお!!」

　ジョバジョボジョバ！

　じっとり生暖かい感触と共に、俺の股が濡ぬれる！　レオナさんが大声で叫ぶ！

「い、いきよったあああああああ!!　自分から、漏らしよったああああああああ!!」

　ミザリサが持っていたノコギリを地面に落とした。その顔は、昔、俺のお漏らしを初めて見た時のように恍こう惚こつとしていた。

「はうあっ!!　さ、最高っす!!　それでこそ、良い漏らしっぷりの御お方かた!!　もう一生付いていくっす!!」

　うっとりとした目付きで俺の片足に絡みついて、体を寄せる。何かもう色んな事が全部吹っ切れていた俺はかがみ込んで、ミザリサをそっと抱き寄せた。

「これからもやっつけたモンスターの素材集めは頼んだぜ」

「任せて欲しいっす！　私、バラバラにするっす！　できたら一緒にヒロっちも！」

「おいおい。何でだよ。ハハハ」

　股を濡らしたまま、俺は笑顔でツッコみ、

「シシシ！」

　ミザリサも楽しそうに笑う。その様子を見て、レオナさんは親指を立てる。

　少し誇らしげだったが、その時、不意に胸のペンダントが光を放った。




『ひとでなしノツト・ヒユーマン』




　称号を見て、ふと冷静に戻る。一陣の風が、俺の股の間を虚むなしく吹き抜けていった。

　──ギンジさん。俺、カムイの背中、追い求めてたのに……いつの間にかアンタに追いついちまったみたいだよ。




　ミザリサに待って貰もらいながら、俺は木の陰で濡れたズボンを脱いでいた。ついでに上半身の亀甲縛りも解く。

「ヒロ君。着替えた？」

「あ、はい。……ってか、レオナさん。替えのズボンありがとうございます」

「いいのよ。知らない家の軒先に吊つるしてあったのをパクっただけだから」

　もう完全に犯罪者集団である。濡れたズボンをどうしようかと迷っていると、ミザリサがチラチラとこちらを見ていた。
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「あ、あのもしよかったら……そのズボン、くれないっすか？」

「どうぞ」

「ありがたいっす！」

　染みつきズボンを持って無邪気に喜ぶミザリサ。レオナさんがうんうんと頷うなずきながら、俺を見詰めていた。

「ヒロ君！　もう完全にお漏らしのトラウマを克服したわね！」

　お漏らしのトラウマ？　ああ……そういや昔、競技場でオシッコ漏らした時もあったっけ。

　今から考えると何て小さい悩み事だろう。あんなことで悩んでいた自分がバカみたいだ。

「じゃあ、ヒロ君！　次はアリシアと仲直りね！」

「はい。あ、あれ？」

　ズボンは穿はき替えた。なのに股に、まだ違和感が残っている気がした。

「どうしたの？」

「なんかちょっと。……すいません。俺、一瞬だけログアウトして良いですか？」

　それは第六感に近いものだった。そんなことは絶対ないと思う。だが念の為ため、確認してからキワクエに戻ろう。

　レオナさんに許可を貰もらってからログアウトした。

　ヘッドギアを外すと、見慣れた天井。キワクエから現実に戻った。なのに、じっとりとした感触が股の辺りに残っている。

　恐る恐る下半身に目をやると、下半身とシーツに大きな染みができていた。

「!?　クソがああああああああああああああああああああああ!!」

　何でリアルでも漏らしてんだよ！　流石さすがにコレは笑えねえだろ！

　……俺はオシッコの付いたシーツとパンツを持って、こそこそと階段を下りる。よ、よし！　誰もいない！　洗濯するなら今だ！

　レオナさんをキワクエ内で待たせている。急がなければと、俺は洗濯機の中にシーツと汚れたパンツをブッ込んだ。すると、その刹那。

「……ねえ。何してるの？」

　背後から楓かえでの声がした。

「べっ、べっ、別に何も!!」

　メチャクチャ、キョドったのがいけなかった。楓は不審そうな顔で洗濯機に近付き、覗のぞき込こむ。濡ぬれたシーツとパンツを確認すると、真っ青な顔で俺を見詰めてきた。

「ま、まさか……漏らしたの？」

「ち、違う!!」

「じゃあ、どうしてパンツとシーツを!?」

　無言の俺。楓は恐る恐る巨大な黄色い染みの付いたシーツを掴つかんで広げると「ウッ」と小さく呻うめいた。

「ごっそり漏らしてるじゃない!!　こんな化学兵器みたいなシーツと下着を、洗濯機に入れようとしていたの!?」

「ち、違うんだ、楓！」

「まさか今までもずっと……！」

　そう言いながら、楓は自分の服の袖の辺りをクンクンと嗅いで顔をしかめた。

「オシッコの臭いがする……！」

「!?　いや、それは気のせいだって!!」

「いやっ!!　近寄らないで!!　妖怪アンモニア男!!」

「それ俺のこと!?」

「アンタ以外に誰がいるのよ!!」

　涙目で怯おびえながら楓が叫ぶ。

「大嫌い!!　もう家から出てってよおおおおおおおお!!」

　そうして泣きながら二階にダッシュしていった。

　俺は一人、染みのついたシーツを握りしめる。

　──レオナさん。新たなトラウマが今、生まれました。





　　　　　　　　　◆






「おかえりなさい。……あら。何だか数分でやつれたわね。大丈夫？」

「大丈夫です」

　全然大丈夫じゃないが俺はそう返しておいた。レオナさんに事情を話せば、笑いの種にされるのは目に見えている。気分を変えて頑張るしかない。ちなみにシーツとパンツはゴミ箱に捨ててからログインした。今日から俺のベッドにはシーツがない。もう一度言う。気分を変えて頑張るしかない。

　顔をパンパンと両手で叩たたいてから、俺はミザリサと一緒に町の中心部まで戻った。

「悪い。しばらく宿屋で待機しておいてくれ」

「了解っす」

　ミザリサを宿屋に残し、俺はレオナさんと一緒に町の川辺に向かう。カムイの攻略にこう書いてあったからだ。




『幼おさな馴な染じみと仲直りするには、町の川辺が都合が良い。そこで幼馴染みに襲撃されるのを待ってろ』




　ミスティンの西南に、町を横切って流れる大きな川があった。既に夕日が水面に浮かんでいる。カムイの攻略法通り、俺はレオナさんと一緒にアリシアが来るのを待った。自分から襲われるのを待つのは初めてだ。

　──何で川辺？　アリシア、本当に来るのかな？

　そう思いつつ、五分ほど経たったろうか。

「……こんなところで夕涼み？　余裕かましてるわねえ」

　突然聞こえてきた声に驚く。数メートル先の岩場にアリシアが佇たたずんでいた。辺りは開けて見通しが良い。なのにこの距離まで、まるで気付かなかった。

　音もなく忍び寄る暗殺者のような幼馴染みに動揺するが、どうにか平静を装う。

「ま、待ってたよ。アリシアと話がしたくてさ」

「へえ。兄さんも話したがってるわ。語り合いましょう」

　語り合うと言いつつ、スカートをたくし上げ、アリシアは八本のナイフを両手に構えた。いつしか顔は鬼女となっている。




『まずは奴やつの先制攻撃をかわせ。話し合いはそれからだ』




　カムイがオーベルダイン歴れき程ていに書いていたように、アリシアは攻撃を仕掛けてきた。

「くらえ……！」

　リンゴの串刺しウイリアムテル・イズ・デツド。八本のナイフをほぼ同時に投とう擲てきするアリシアの技だ。

　俺は裏技を発動。集中しつつ、飛んでくるナイフの動きをよく見る。まずは左に逃げて四本のナイフをかわした。だが、俺が逃げる場所を予測していたように、残りのナイフが迫る。今度はバックステップ。どうにかそれもかわす。

　攻撃はヒットしなかった。なのに、アリシアはにやりと嗤わらっていた。

「ふふ……兄さん！　お願い！」

「ヒロ君!!　ナイフが!!」

　レオナさんが叫ぶ。何と地面に落ちた筈はずのナイフ八本が空中に浮かび上がり、再び俺を狙って飛来する。

「けけけ！　『兄さんと一緒にリンゴの串刺しウイリアムテルイズ・ガイデツド』！」

「ってことは、マーチンがナイフを操ってるんだわ!!　ファンタジー!!」

　感嘆の声をあげるレオナさん。うん、まぁ確かにある意味ファンタジー。そして恐ろしい技だ。何せ、迫り来るナイフを避よけてもマーチンが操って、また戻ってくるのだから。

　だが、しかし。これも既にオーベルダイン歴程で予習していたことだ。




『現在、もしくは過去に【帰ってきた親友殺しベストフレンド・キラー２】の称号を得ていた場合、幼おさな馴な染じみは亡霊が宿った技を繰り出してくる。中でも、避けても追尾してくるナイフ技・ウィリアムテルイズ・ガイデッドの攻略はなかなか難しい。だが、親友のＮＰＣが亡霊になっちまった出来事をよく思い出してみやがれ。そうすりゃ対処法も分かんだろ』




　カムイは相変わらずハッキリと攻略法を書いてくれていない。だが、忘れもしないあの事件。マーチンは口こう腔こうを果物ナイフで貫かれて死んだ。つまり、マーチンが操る全てのナイフが向かう先は……

　──俺の口だ！

　俺は鞘さやから鉄の剣を抜くと、顔面下部に飛来する八本のナイフを落ち着いて打ち払った。的さえ分かっているなら、どうにか対処はできる。もちろん裏技発動で動体視力を上げていることが前提だが。

　次の攻撃に備えて、辺りに気を巡らせる。だが、連続発動はできないらしい。俺の足下に散らばったまま、動かなくなったナイフを見て、アリシアが「ヒュウ」と口笛を吹いた。

「驚いたわ。『ウィリガイ』を初見で攻略するとはね」

「どうにかこうにかな。……あとこの技、ウィリガイって略すんだな」

　アリシアは口を歪ゆがめて楽しそうに笑っている。よし！　今が話し合いのチャンスだ！

「聞いてくれ、アリシア！　エイミは敵だった！　俺は騙だまされてたんだ！」

「ふーん。だから何？」

「俺と一緒にエイミを倒して欲しい！」

「ずいぶんと調子が良いじゃないの」

　さっきのミザリサと同じ。全く許してくれる気配がない。カムイも攻略にこう書いていた。




『ここからは平謝りしろ。帰ってきた地獄の果物ナイフ使いヘルズ・フルーツスライサー２は、他のキャラと違って一筋縄じゃあいかねーぞ。説き伏せられるかどうかはテメーの度量次第だ。できなきゃ死ね！　以上！』




　以上じゃねえよ、と思いつつ、俺はさっきのミザリサの説得を思い返していた。

　──ミザリサ、感動してたよな。ようし。あの手でいってみるか。

　俺はミザリサに見せたのと同じ、悲しげな顔を繕う。

「エイミに騙されてた……なんて都合の良い言い訳だよな。俺、マーチンやミザリサの時もそうでさ。大事なことが分からなくなっちまう。傍そばにこんな良い仲間がいたのにさ……」

　アリシアは黙って俯うつむいていた。おっ！　感動してる？　効いたか？

　だが。アリシアは鬼のような表情で顔を上げた。

「じゃかましいわい!!」

「えっ」

「どっかで聞いたような、しょうもない台詞せりふ抜かしやがって！　舐なめとんか、コラ！」

「は、はい！」

「まず、ごめんなさい、やろがい！」

「はい、ごめんなさい!!」

　ダメだああああああああああ!!　ミザリサの時と全然違う!!　話し方も何だかヤカラみたい!!

　アリシアはドスドスと足を踏み鳴らして近付いてくると、ナイフを俺の眼前でぴたりと止めた。

「ヒィ!?」

「エイミに騙だまされたとか関係ねえわ！　私はお前が嘘うそを吐ついたことを怒ってんだよ！」

「う、嘘って？」

「剣を売って、兄さんが喜んでるって言ったやろがい！」

「あっ」

「そうやろがい!!」

「はい」

「そうやろがい!!」

「はいっっ！」

　同じ事を何回も念押しして確認してくる。超怖くて、汗が滲にじみ出でた。あまりの迫力に両足が震え、俺は体勢を崩す。ごく自然と俺は土下座の格好になっていた。

「私は嘘が嫌いだって、前から言ってんだよ!!　分かんねえのか！　分かんだろ!!」

「はい！」

「エイミに騙されただあ!?　売ったのはテメーだろが!!　責任転嫁すんな、オラ!!」

「はい！」

　アリシアの怒りは全く冷めず、そして話は過去に遡る。

「大体おどれは逃げてばっかりやろがい!!　そういや前も逃げたよな!?　なあ!!」

「ま、前ですか？」

「兄さんを殺した時だよ！　アッタマ悪わりぃな！　言わなくても分かんだろ、ボケ！」

「はい！」

「お前、あん時から全ッ然成長してないよな!?　ああっ!?」

「はい！」

「大体、剣を売られて兄さんが喜ぶ訳ねーんだよ!!」

「はい！」

「そうやろがい!!」

「はい！」

「そうやろがい!!」

「はい！」

　ねちっこい叱責。いつしか俺はもう「はい」しか言っていなかった。こんなに怒られたのは一体いつ振りだろう。思い出してみたが、リアルにも経験がない気がした。

　……一体、どれほど時間が経たったろう。気付けば、俺の頬ほおを涙が伝っていた。俺は、アリシアが怖くて泣いていた。レオナさんが隣で俺を励ます。

「ヒロ君！　頑張って！」

「……はい」

「おう！　誰と喋しやべっとんじゃ、オラッ！」

「すいません！」

「泣いたら許されると思っとんか!!　泣いて済んだら警備隊いらんぞ!!」

「ううっ……ごめんなさい……ぐすっ……」

　地獄のような時間が続いた。泣きすぎたせいで横隔膜が変になり、長い正座のせいで足の感覚も無くなった頃。ようやく「チッ」と舌打ちして、アリシアは俺に突きつけていたナイフを太ももの辺りに仕し舞まった。

「……立ちなさい」

　話し方が普段通りに戻っている。遂ついに許してくれたのだろうか。アリシアはぐるりと周囲を見渡す。

「此こ処こが川辺だったのは都合が良いわ。……ヒロ。アナタを許すには条件があるの」

　──あ、あんなに謝ったのに、まだ許してくれていないのか……！

　愕がく然ぜんとする俺を残して、アリシアは少し歩くと、近くに置いてあった荷物袋を取って戻ってきた。そしてその中から、死んで腐ったオークの赤ん坊を取り出す。

「コレ、何だか分かるわよね？」

「オークベイビ……い、いや、俺達たちの子供です！」

　違うけど！　それはホントに違うけど！　でもアリシアを刺激しないようにしよう！

「そうよ。不幸なこの子を一緒に供養するのよ」

　アリシアは切ない目でさらさらと流れる川を眺めていた。

　──そ、そうか。川に流すんだな？

　アリシアは無言でオークベイビーの首元を掴つかむと、投球フォームでザッと地面を蹴り、

「どっせい！」

　川に放り投げた。

「えええええええ!!　放り投げるんだ!?」

　ドボーンと水しぶきをあげて沈むオークベイビー。アリシアは手を擦り合わせて、ブツブツ唱え始める。

「エコエコアザラシ、エコエコザオラル、エコエコケルベロス……」

　──いや何だ、この儀式!?

　言葉を失っていると、レオナさんが厳しい目を俺に向ける。

「ヒロ君。しっかりとお祈りしなさい。自分の身勝手で起きた不幸を海より深く反省するの。もう二度とこんなことを起こさないように」

「は、はい……！」

　いや俺、何にもしてねえけど……！

　それでも手を合わせ、アリシアを真ま似ねて呪文を唱える。

「え、エコエコ……エコロジー？」

「おうコラ!!　間違ってんぞ!!　ちゃんと聞けや!!　お前も沈めんぞ、オラァ!!」

「ヒッ!?　すいません!!　沈めないで!!」

　身に覚えのないオークベイビーの供養をさせられる男子高校生なんて俺の他にいるだろうか。考えれば考えるほど不条理で、何だかまた泣けてきた。

　……何百回、呪文を唱えたろう。もう一生忘れないくらいに唱えさせられた後、アリシアは俺を睨ねめ付つけながら「よし」と言った。

　──終わった……のか？

　レオナさんが俺に白い布を手渡してきた。

「どうやら終わったみたいね。はい、ヒロ君。ハンカチ」

　遂ついに終わった。そう思ったら、張り詰めた緊張が解け、俺は激しく泣きじゃくった。

「もう泣かないの。怖かったわね」

「うう……ぐすっ、うぐっ！」

　涙を拭いていると、アリシアがオークベイビーを取り出した荷物袋を俺に渡してきた。

「行くわよ、ヒロ。この袋を持ちなさい」

　ずっしりと重い。中にはまだオークベイビーが沢山入っているようだ。

　俺は文句を言わず肩に担いだ。アリシアが歩き出し、俺は慌てて後を追う。

「エイミを倒すとかそれ以前に、まずは兄さんの剣を取り戻さなきゃ。ヒロの命に代えてもね」

　兄の霊が宿った剣は俺の命より大事らしい。しかし、この展開もまた予想通りだった。




『ミスティンの町で売った貴重な武器や防具は笑顔商会に横流しされる。買い戻すには売値の１・５倍の金額を支払わなきゃなんねー。だが、帰ってきた地獄の果物ナイフ使いヘルズ・フルーツスライサー２の許しを得た後なら、奴やつが何とかしてくれるだろう』




　攻略は読んでいたが、理解は不能だった。マーチンの剣は80万Ｇガルドで売れた。つまり買い戻しには１２０万Ｇ以上必要。アリシアが何とかしてくれると書いてあったが、借金で首も回らない今、そんな大金どうやって調達すればいいのだろう？

　長い叱責に耐えて、いつしか日は暮れていた。すみれ色の空の下、俺はアリシアに置いていかれないように早足で歩く。

　兄の霊が妹に教えるのか、それとも単にゲーム上の設定なのか。とにかくアリシアも笑顔商会にマーチンの剣があると知っていたようだ。

　笑顔商会の扉を開けるなり、アリシアは席にどっかと腰を下ろす。チェルシーがにこやかに微笑ほほえみながら近寄ってきた。

「これはこれは。借金のお返済でしょうか？」

「いいえ。兄さんの剣を買い戻しに来たのよ」

　アリシアが俺に荷物袋を渡すように指示。俺から袋を受け取ると、アリシアは机に中身をドドンと置いた。

「このオークベイビーを売るわ。買い取ってちょうだい」

　俺はごくりと唾を飲む。オークベイビーを売り飛ばすんだ!?　じゃあ、さっきの供養は何だったの!?　つーか今、しっかりオークベイビーって言ったよね!?　俺達たちの赤ちゃんじゃないって知ってんじゃん!!

　川辺の一件は、単なる俺への嫌がらせだったのかも知れない。それはさておき、チェルシーは、机狭しと並べられたオークベイビーに目を輝かせていた。

「まぁまぁ！　何て沢山のオークベイビーでございましょう！」

「欲しいわよね？」

「是非お譲りくださいませ」

「なら交換よ。此こ処こにあるんでしょ？　兄さんの魔剣」

「……これでございますね」

　チェルシーは、スッと背後から鞘さやに入ったマーチンの魔剣を取り出した。

「しかしお客様。魔剣を買い戻すには少々、足りないようでございます」

「フン。なら、もう一体レイズ上乗せするわ」

　ごとり。アリシアは袋から更なるオークベイビーを取り出す。いや幾つ持ってんの!?　もう荷物袋のキャパ超えてない!?

　リアルを売り物にしているとはいえ、そこはやはりゲームなのか。四次元ポケットのような荷物袋から、どんどんとオークベイビーが取り出されてはテーブルに並べられる。

「まだ足りないようでございます」

「なら、更に二体レイズ上乗せ……！」

「お客様。もう一声」

　二人のやりとりを見て、何な故ぜかレオナさんが興奮していた。

「ギャンブルみたいね！　ワクワクしちゃう！」

　確かにポーカーゲームのように思えなくもない。そしてまた、アリシアとチェルシーの精神戦のような気がしなくもなかった。

　アリシアがオークベイビーの頭を鷲わし掴づかみにして、ドドンと机に置く。

「オークベイビーを四体レイズ！」

「ふふふふふふ……」

　いつしか山のように積まれたオークベイビーを見て、チェルシーが不敵に笑った。

「参りましたわ。魔剣はお返し致します」

　おおおおおっ!!　魔剣を買い戻せた!!　これでマーチンタイム・アゲインから逃れられる!!

　俺は歓喜するが、アリシアは席を立ってはいなかった。

「まだよ、ヒロ。いけるときは限界までいくの」

「なっ!?　アリシア!?」

　そしてアリシアは袋の中のオークベイビーを、ドサドサと全て机に出した。勢い余って、三体ほど、テーブルから床に落ちて、グチャッと潰れる。

「オークベイビーをオール・ベット!!」




　アリシアが持っていたオークベイビーをすっかり売り払ってから、俺達たちは笑顔商会を出た。結果、マーチンの魔剣を買い戻しただけでなく、アリシアは何十万もの大金を手にしたようである。

　金貨の入った袋をアリシアは、自分の懐に仕し舞まった。

「これからはお金は私が管理するわ」

「あっ、はい。分かりました」

　レオナさんが哀れみの視線を俺に送っていた。

「ヒロ君。お小遣い制になったのね」

　──仲間のＮＰＣに金銭管理されるゲームの主人公って一体……！

　無性に切ない気持ちになる。だが、笑顔商会を出てすぐ、人通りの少ない路地でアリシアは俺に小袋を渡してきた。

「ホラ。さっきの金の一部よ。これで借金を返してきなさい」

「ええっ!!　い、いいのか!?　マジで!?　ありがとう!!」

　そうそう！　何だかんだで優しいんだよな、アリシアは！

　すぐに店内に引き返そうとしたが、

「待って」

　アリシアは俺の腕を掴つかんで止めた。月明かりに照らされたアリシアの横顔は、妖艶な美しさを醸し出していた。

「おいで……ヒロ……」

「えっ」

　アリシアは俺の肩に両腕をまわして、ぐいっと引き寄せる！　そして顔を近付け、唇を合わせてきた！

「むぶっ!?」

　突然のキスに心臓が止まるかと思うほど驚く！

　──な、何で!?　そんな雰囲気じゃなかったのに!?

　それでも、エイミとは違うアリシアの匂いと体温と唇の感触を感じ、思考が中断する。

　何も考えられず、頭がふわふわしたその時。

『ガリッ』

　鈍い音と、鋭い痛みを唇に感じて、

「痛っ!?」

　俺は咄とつ嗟さにアリシアを突き飛ばした。口に手のひらを当てると血が付いている。アリシアに唇を噛かまれたらしい。

「ちょ、えっ！　何で！」

　テンパる俺。アリシアは俺の血の付いた唇を歪ゆがめて、にやりと笑っていた。

「今のはキスじゃない。血の誓いブラツド・オン・ブラツド。もう二度と裏切んじゃねーわよ」

「ひいっ……！」

「オイ!!　わかったか!!」

「は、はいっ!!　わかりましたっ!!」

「もっと感謝しなさい!!」

「はいっ!!　借金の返済、それにご指導ありがとうございました!!」

「よし！」

　アリシアが厳しい顔のまま頷うなずく。マフィアみたいな盟約を交わして、ようやく俺はアリシアに完全に許して貰もらえたらしい。

　ホッと一息吐つくも、レオナさんが白い目を俺に向けていた。

「ヒロ君って、ホントにゲームの主人公なのかしら？」

「自分でも、そんな気がしません」

　もはや奴隷と化した俺の背中を、アリシアがバンと叩たたく。

「ホラ！　時間がもったいない！　さっさと借金、返してきなさいよ！」

「す、すいません！　今すぐ！」

　俺は慌てて笑顔商会に駆け込むと、アリシアに貰もらった金をチェルシーに渡した。チェルシーは眼鏡を調節した後、鋭い目で勘定して、

「確かに、確かに。それではヒロ様の借金は、これで全額お返済となります」

　にっこりと微笑ほほえんだ。俺は心の中で、ガッツポーズする。

　店を出て行こうとした俺に、チェルシーは爽やかな声で話しかけてきた。

「笑顔商会はオーベルダイン全土にございます。またのご利用をお待ちしておりますわ」

「もう二度と絶対使わねえ!!」

　叫びながら俺は笑顔商会を出た。こうして、終わることのないと思われた借金地獄から、俺はどうにか抜け出せたのだった。




「シシ！　アリシアとも仲直りできたんすねー！」

　宿屋に戻ると、ミザリサが満面の笑みを見せた。アリシアはこめかみの近くで二本指を立てて、無言でミザリサに挨拶する。何か仕草も男前だな！　俺と違って！

「さてさて、ヒロ君。夜も深いし、宿屋で一泊する？」

「そうですね……」

　ミザリサとアリシアとの仲直り攻略で、精神的にかなり疲弊した。それでもどうにかミッション達成。後はエイミの──いや、悪魔の攻略だ。




『仲間と仲直りした後は、十字路の悪魔と戦闘だ。間抜けな選択だとは言ったが、このクエストで得られるものもある。戦いの後、テメーは裏技の最終段階に到達できるだろう。楽勝だ。行ってこい』




　──裏技の最終段階って何だろ？　気になるな。つーか、こんなに苦労したんだ！　鉄は熱いうちに打てなんて言うしな！

『楽勝』とカムイが言い切っていたこともあって、俺はレオナさんに笑顔で返事をする。

「ログアウトするのは、悪魔を倒してからにします！」

「おっ！　いいじゃない！　行きましょ、行きましょ！」

　レオナさんは俺のやる気を見て嬉うれしそうだ。

　ミザリサとアリシアにもその旨を伝える。ミザリサが唇に指を当てて、考えるような仕草をした。

「それにしてもエイミがモンスターで悪魔っすか。まぁ確かに小こ狡ずるそうな顔してたっすけどね」

「ヒロ。見かけが女だからって躊ちゆう躇ちよするんじゃあないわよ」

「そうっすよ。油断さえしなけりゃ、あんなの余裕っす。私らだって、パワーアップしてるんすから」

「ああ。分かってる」

　アリシアもミザリサも敵になると恐ろしいが、仲間になったら頼もしいことこの上ない。

　レオナさんが興奮して宙を舞い、小さな腕を掲げる。

「一致団結ね！　じゃあ悪魔を倒しにいきましょう！」

「はい……って、待てよ。そういやエイミ、何ど処こにいるんだろ？　オーベルダイン歴れき程ていに書いてなかったですよね？」

「バカねえ、ヒロ君。決まってるでしょ。クエスト名称の通りよ」

　ああ、そうか。

『十字路の悪魔討伐』──クエスト名を頭の中で繰り返して、俺は苦笑いした。




　美しい満月が、ミスティンの広大な平原を交差する十字路を照らしていた。

　重なる道の中央──一人佇たたずみながら、満月に冷たい視線を送っていたエイミは、俺達たちに気付くと、全てを察したように抑揚の無い声を出す。

「この世界オーベルダインと向こうの世界のあらましは、有識者にとって周知の事実なのだ」

　アリシアとミザリサが、不思議そうな顔をエイミに向けている。エイミは月を眺めたまま、話を続けた。

「私達が住むオーベルダインの出来事は、向こう側の人間からすれば単なる脳内遊戯でしかないという。その仕組みを完全に理解するのに数年の時を要した」

　そうしてエイミは感情のない瞳で俺を見詰める。

「お前のような者を我々はこう呼ぶ。異世界者ゲーマーと」

「はっ！」

　今まで黙って聞いていたが、俺は遂ついに吹き出してしまった。

「そういう設定ね。やたら日本のことに詳しい訳だ」

「というか実際のところ、エイミの設定を作ったのは、日本に住んでるキワクエ開発者だもんね」

「確かに、確かに」

　レオナさんと一緒に軽口を叩たたく。エイミは変わらず、冷たい目と感情に乏しい声を俺に向ける。

「元の世界に戻れ。この世界に干渉するな」

　するとレオナさんが声を荒らげた。

「何言ってんのよ!!　ヒロ君はキワクエをクリアしなくちゃならないの!!　アンタの思い通りになんかならないわよ、この悪魔!!」

「私はフローラ城に近付き、シュタリア国に加勢しようとする異世界者を排除する──ただその為ために作られた存在だ。だが……悪魔、か。そうかも知れない」

　少し俯うつむきかけたエイミの背中から、鳥のような黒い翼が生える。双そう眸ぼうは白目の部分が消えて漆黒に染まり、顔には血管が浮き出て、美しかったネイルはナイフのように鋭く尖とがった。おいおい、変身すんのかよ！

　エイミの変化に、ミザリサも驚いて叫ぶ。

「げえっ！　うちのバケモノ女より、よっぽどバケモノじゃないっすか！」

「これが悪魔……！」

　アリシアが緊張を孕はらんだ声を出し、真剣な顔でナイフを構えた。俺もマーチンの魔剣を抜いて、にやりと笑う。

「モンスターらしくなったじゃねえか。これでエイミだと思わずに戦えるよ」

　ミザリサがエイミにノコギリの先を向ける。俺達たちは三人でエイミ──いや、悪魔を取り囲んだ。俺の肩越しにレオナさんが笑う。

「ふふ！　これってば、最強のパーティよね！　アリシアも帰ってきた地獄の果物ナイフ使いヘルズ・フルーツスライサー２のままだし、ミザリサだってパワーアップしてる！　ヒロ君だって！」

「ええ！　怒りマックスですよ！」

　裏技は、もう息をするように自然に発動できる。加えて、トロルも倒してしまう最強の仲間が傍そばにいる。問題があるとすれば、敵がエイミだということだが……自分でも驚くほどエイミに対しての恋愛感情は消きえ失うせていた。騙だまされて、おちょくられた怒りの方が遥はるかに勝っているからだろう。

　俺は悪魔を見据えつつ、力を込めて魔剣のグリップを握る。

　カムイは『楽勝』だと書いていた。つまり仲間と仲直りするまでが、クエスト・十字路の悪魔の攻略だったのだろう。悪魔と見破られたエイミにもう勝機はない。
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　俺よりも早く、アリシアが動いた。構えていたナイフと、スカートの中から取りだした七本のナイフを合わせて、器用に指に挟んでいる。

「アンタが悪魔でも何でも関係ないのよ。ムカつくのは、ヒロのバカに色々と指図して、裏から操ってたってこと……」

　そして交差させた腕を、ナイフと共に解き放つ。

「リンゴの串刺しウイリアムテル・イズ・デツド！」

　八本のナイフが、微動だにしない悪魔に向かって飛来する。

　いきなり決まった、と思った。しかし悪魔は咄とつ嗟さに黒い翼を広げて、体をすっぽりと包んだ。金属音が鳴り響き、放った全てのナイフが地に落ちる。

　だがアリシアは元々、この技で仕留めるつもりはなかったようだ。一本のナイフを手に、既に悪魔に肉迫している。そして、逆サイドからは示し合わせたようにミザリサがノコギリを持って迫っている。

「いくよ、ミザリサ！」

「シシシ！　了解っすー！」

　二人は阿あ吽うんの呼吸でノコギリとナイフをエイミに叩たたき付つけた！

「「奥義『果実完全粉砕フルーツ・ジユーサー』!!」」

　トロルすら倒したコンビ技に、悪魔はうずくまり、亀のように防御一辺倒。硬化している黒い翼の羽がボロボロと地面に落ちる。効いているようだ。

　レオナさんが、ちょんちょんと俺の頬ほおを突つつく。

「ヒロ君、いいの？　また二人にいいところ、持って行かれちゃうわよ？」

「あはは！　全然いいっすよ！」

　二人には今まで迷惑掛けたしな。思う存分ストレス発散してくれ。あっ、そうだ！　バトルが終わったら、ミザリサとアリシアに何か奢おごってやろうっと！

　凄すさまじい攻撃に、遂ついに悪魔は翼の防御を解除して後退した。ミザリサが好機とばかり、ノコギリを振りかぶって突進する。

「顔のパーツ全部、削そぎ落おとしてやるっす!!」

　だが悪魔は長い爪でミザリサのノコギリを受け止めていた。……へえ。結構やるじゃねえかよ。

「どいてろ、ミザリサ！」

　やっと出番が回ってきたと、俺は悪魔に突進する。裏技を発動しているお陰で、あっという間に悪魔の目前だ。かつてのエイミから豹ひよう変へんした、黒目だけの眼球に血管の浮き出た顔。未練や同情など、一切湧いてこない。俺は大上段に構えたマーチンの魔剣を、悪魔の脳天に振り落とそうとした。

　だが、その刹那。悪魔の眉間がぱくりと裂けて、黒目だけの眼球がもう一つ現れる。

「……第三の目サードアイ発動」

　悪魔は俺の一撃を、首を傾けるだけの簡単な動作でかわした。

「舐なめんなよ！」

　ならばと、俺は魔剣を片手で握り、悪魔の全身に向けてフェンシングのように連続突きを放った。それでも悪魔は上体を捻ひねり、俺の刺突を全てかわす。

　──あ、あれ？

「ヒロ君！　エイミさんだと思わないで！　本気でやるのよ！」

「わ、分かってますよ！」

　レオナさんに上擦った声で返事する。エイミについて、感傷は全くない筈はずだ。裏技だって発動している。なのに……。

　──コイツもしかして……強い、のか？

　ふと、そんな疑問が脳裏を過よぎった。同時に目の前の景色がグラッと揺らぐ。「え？」と思った瞬間、エイミの蹴りが俺の腹にヒットする。

「かはっ！」

　凄すさまじい威力。俺は弾はじき飛とばされ、地面をゴロゴロと転がった。

「ち、畜生……！」

　すぐに立ち上がろうとして、足がもつれ、俺は地面にへたばってしまう。な、何だ？　蹴りが効いた？　い、いや、これは……！

「うう……っ」

　アリシアの唸うなり声ごえが聞こえた。俺は、くらくらする頭で周囲を窺うかがう。離れた位置でミザリサとアリシアが俺と同じように倒れ伏している。悪魔は冷たい視線でそんな俺達たちを見回していた。

「『短期間[image: ]獄[image: ]留インスタント・パガトリー』。私の体には薬効のある毒草を数種、塗布してある。痺しびれ、吐き気、目眩めまい……立っていられまい」

「オエエッ!!　な、何よコレ!?　気持ち悪いっ!!　私にも効くの!?」

　レオナさんが空中できりもみ降下しつつ、俺の隣に落ちてくる。

「ど、毒草って言ってたわよね!?　ヒロ君!!　息を止めるのよ!!」

「は、はい……！」

「息を止めても無駄だ。既に、皮膚からお前達の体を冒している。効果の持続は三分程度だが……それで充分だ」

　販売店特典であるレオナさんの言葉も理解できる悪魔は、淡々とした口調でそう答えた。這はいつくばりながら、俺は目の前の悪魔に戦慄する。

　鉄壁の翼に、裏技発動中の俺の攻撃をかわす動体視力!!　加えてパーティ全員を戦闘不能にさせる技まで!?　め、メチャクチャ強いじゃないか！　何が『楽勝』だよ、カムイ!!　聞いてた話と違う!!

　吐き気と目眩に苦しみつつ、俺は悪魔を睨にらむ。悪魔は俺から離れた位置で倒れるミザリサに近付き、見下ろしていた。そして片足を大きく振り上げ、そのまま……

「がはっ！」

　ミザリサの背中を踏みつける。

「ぐっ。がっ」とミザリサが唸る。悪魔は情け容赦なく、ミザリサの顔や腹部を幾度も幾度も踏みつけた。

「や、やめろ……！」

　かろうじて出した俺の声を聞いて、悪魔は足をゆっくり地に下ろした。傍そばに落ちていたミザリサのノコギリを拾うとミザリサの頭上に振り上げる。

「お、おい……！」

　助けに行こうとするが、体が動かない。俺はただミザリサに向けて、震える手を伸ばす。ミザリサは俺の方を見て、口から血を垂れ流しながら「シシシ」と笑った。

「今まで私が拷問で殺した奴やつら……こんな辛つらい思いしてたんすかね……」

　ノコギリがミザリサの首に向けて振り落とされる瞬間、俺は咄とつ嗟さに目を閉じた。何か奇跡的なイベントが発生して、ミザリサが助かっている──そんなことを夢想しながら目を開ける。

　しかし。ミザリサの首は上半身から分かたれ、地面にドクドクと赤い血だまりを作っていた。

　──な……！

　俺は言葉を失い、絶句する。

「まず一人」

　悪魔が抑揚のない声で呟つぶやいた。

「こ、の……やろ……！」

　ミザリサを殺され、怒りをぶちまけるつもりが、叫ぶことすらできない。悪魔はノコギリを持ったまま、俺の方に歩み寄ろうとしていた。

「ひ、ヒロ君！　来るわよ！　か、体は？」

　苦しそうなレオナさんに、俺は無言で首を横に振る。ち、畜生！　このままじゃ、俺も殺されちまう！

　しかし、悪魔は俺に近付くのを止やめて立ち止まり、首を横に傾けていた。その視線の先を追って──俺は目を疑う。

「フーッ、フーッ！」

　何と、アリシアが立ち上がっていた！　肩を落として、息を荒くしている！

　──アリシア!?　ひょっとして、毒に耐性があるのか!?

　そう思って喜んだのは一瞬。肩で息をしているアリシアの左腕から、血が止とめ処どなく流れ落ちていることに気付く。

　……アリシアの左腕は、手首から先が無かった。

　──じ、自分の手を切り落として……痛みで覚醒したのか……！

　アリシアはふらふらと歩くと、俺と悪魔との間に入った。

「この男を守ろうというのか？　妙な奴だ。お前はコイツを殺したい程に憎んでいたろう？」

「お前なんかにやらせてたまるか……この最低男を殺して良いのは私だけなのよ……」

　ぜぇぜぇと呼吸を乱しながら俺の側そばまでくると、アリシアは足を振りかぶって、俺を思いっきり蹴飛ばした！

　──ごはっ!?　何で!?

　俺は数メートル、地面を転がる。ようやく止まって首を動かすと、悪魔はアリシアの背後に回り込み、片手で首を締め上げていた。

「左手を落として動けるようになったのはいいが、代償が大きすぎたな。敏びん捷しよう性せいと攻撃力が激減だ」

　そう言われても、アリシアは楽しそうに笑う。

「あのバカが……逃げる時間を稼げればそれで良いの……」

　だ、だから俺を蹴って!?　アリシア!!

　そしてアリシアは、いつか見せた優しい笑顔を俺に向ける。

「バカでクズで……それでもヒロは私の幼おさな馴な染じみなのよ……」

「哀れだな。この男にとって、お前は幻想。夢のように儚はかなく、意味のない存在だというのに」

　悪魔がアリシアを掴つかんだ腕に力を入れようとした時。

「ま、待っ……て……！」

　ようやく声が出た。悪魔は俺の方を見る。

「なぁ、エイミ……やめてくれ……お願いだから……！」

　俺は祈るように、情けない声を出していた。

「お、お前言ってたよな？　フローラ城に行く者を排除する、って。そ、そういう設定なんだろ？　だ、だったら俺はフローラ城には行かない！　だから、アリシアを……！」

　悪魔は少し驚いたような顔で俺を見詰めていた。

「私も含めて、オーベルダインに住む人間は、異世界者ゲーマーにとって泡ほう沫まつのような存在だと思っていたが……違うのか？」

「ああ……アリシアは大事な仲間なんだ……！」

「なるほど。異世界者にはそのような思想を持つ者もいるのだな」

　感心したように言い終わった瞬間、『ごきり』。鈍い音がしてアリシアが頭を垂れた。

「あっ」と俺は間抜けな声を上げる。エイミが更に腕に力を込めた。俺は、アリシアの首が血ち飛沫しぶきと共に切り離されるのを、為なす術すべもなく呆ぼう然ぜんと見詰めていた。

「えっ……何で……？　どうして……？　エイミ……」

「ひ、ヒロ君!!」

　レオナさんが、ふらふらと俺の目前に飛来する。

「どうにか飛べるようになったわ！　ヒロ君も動けるでしょ？　アリシアが回復までの時間を稼いでくれた！　今のうちに逃げるのよ！」

　レオナさんは血相を変えてまくしたてるが、俺は頭がぼうっとして独りごちていた。

「ミザリサ……アリシア……まだ俺、何もお前らに……アリシアに……」

「ちょ、ちょっと！　しっかりしなさい、ヒロ君！　悪魔が来る前に逃げるのよ！」

　逃げる……？　仲間が殺されたのに、どうして……？

　俺は魔剣を杖つえにして立ち上がる。確かに体は動くようになっている。

「よし！　行きましょう！」

　レオナさんが耳元で叫んだ。だが俺は、マーチンの魔剣を持って、エイミにゆっくり歩み寄っていく。

「ば、バカ！　どうして向かっていくのよ！」

　エイミはつまらないものを見るような顔で、近寄る俺を見詰めていた。

「テッド最強の衛兵、雷鳴のテスラを倒してから此こ処こに辿たどり着ついたと聞いた。故にそれなりに策を弄した訳だが……」

　喋しやべっている最中、俺はエイミにマーチンの魔剣を叩たたき付つける。エイミは片手で小こ蠅ばえを追い払うように俺の剣を簡単に捌さばいた。

「弱い。慎重に事を運びすぎたな。これなら、寝込みを襲えば充分だった」

「ヒロ君！　ソイツは強すぎる！　逃げるのよ！　ミザリサとアリシアの犠牲が無駄になっちゃうわ！」

「ミザリサ……アリシア……」

　そうだ。アリシアもミザリサもゲームの中のキャラ。だけど二人は俺のことをそう思っていなかった。俺のことを一人の人間として見ていた。そして……

　──アリシアはあの時も……テスラからも命を賭けて俺を守ってくれた。あの時も……あの時、そうだ。あの時──。

　マーチンの魔剣が唸うなりを上げ、刀身から赤い瘴しよう気きを吐き出していた。沸々と体の奥から湧き上がる熱い力。なのに、頭は酷ひどく冷静で落ち着いている。

　──ああ、そっか。これだ。この感覚だ。何で今まで忘れてたんだろ。

「……む」

　エイミが小さく唸った。片手で俺の斬撃をいなしていたエイミだったが、魔剣の切っ先が鼻を掠かすめると、両手を使って防御を始める。

　魔剣とエイミの爪が連続した金属音を奏でる。強敵と戦っているのに、俺の頭は家で一人、読書でもしているように静かだった。

　──裏技を使いこなせた気になってたけど……思い出した。この深い感覚。これが本当の裏技だったんだ。

　エイミの人差し指の爪が折れて、宙を舞った。じりじりと後退しながら、俺を睨にらむ。

「目覚めたか。異世界者ゲーマー」

　エイミの体の至る箇所に血管が浮き出ていた。俺の斬撃をかわしながら、鋭い爪で頭部や心臓など急所を狙ってくる。先程より速度と威力を増した攻撃に、今度は俺が防戦。魔剣を使って、エイミの攻撃を弾はじく。

　一瞬でも隙を見せれば即死の状況。なのに、俺の頭はアリシアのことでいっぱいだった。

　──アリシア。何でだよ。何で俺をかばったんだよ。

　怒るとメチャクチャ怖くて、信じられないくらい厳しくって。なのに、いざって時は命を捨てて俺を守ろうとする。そう、テスラの時だって。

　──言ってなかっただろ。あの時だって。お前に『ありがとう』って。

「……速い」

　エイミが呟つぶやく。いつの間にか、俺はエイミを攻撃していた。俺の斬撃をかわしきれないと思ったのだろう。黒い翼で自身の体を覆うようにして防御する。アリシアの八本のナイフをことごとく地に落とし、ミザリサとのコンビ技も防いだ鉄壁の防御。しかし、

「おおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　渾こん身しんの力をマーチンの魔剣に乗せて叩たたき付つける。メキメキと軋きしむような音を立て──俺の斬撃は、翼ごとエイミの肉体を真っ二つに切り裂いた。

「これが……オーベルダイン列強が恐れる力……」

　黒い血液を噴出させながら、エイミは断末魔の声を漏らす。俺はそのまま、無我夢中で魔剣を縦横無尽に振るう。エイミの体がバラバラになって地に落ちた。

「す、すごい！　やったわ、ヒロ君！」

　レオナさんの喜ぶ声が耳に遠い。黒い血がべっとりついた魔剣を握ったまま、呆ぼう然ぜんと立ちすくむ俺の目前。胸のペンダントがふわりと浮いた。

































第八章　運命のクロスロード






　バラバラに斬り刻んだエイミの死体が月の光に照らされている。遠くには首のないミザリサの遺体。俺の傍そばには同じように、アリシアの遺体が転がっている。

　悪夢のような十字路。だが、今し方起きたことは夢ではない。

「カムイ……！」

　怒りで体が震えた。

「楽勝だって言ってたじゃねえかよ!!」

　怒声を夜空にぶつける。エイミが悪魔だと分かった。仲間とも仲直りした。攻略を読んで準備して挑んだ。なのに……。

「ふざけんな！　ふざけんなよ！　このクソゲーが！　最低のゴミゲーがよ！」

　俺はマーチンの魔剣を何度も地面に叩たたき付つけた。

「ヒロ君……」

　レオナさんが心配そうに俺の名を呼ぶが、構わず俺は剣を振り回す。

「殺す為ために仲直りさせたってことかよ！　ふざけんなよ、カムイ！」

　腕が痺しびれてきて、ようやく俺は冷静さを少し取り戻した。マーチンの魔剣を震える手で鞘さやに収める。

「レオナさん。俺、ログアウトします」

「でも……」

「戻って、オーベルダイン歴れき程ていを読んできます」

　レオナさんが何か言うより先に俺は空間をトリプルタッチ。ログアウト処理をする。

　いつものように意識が遠くなる──だが、俺は現実に戻らなかった。

　俺の体は真っ暗の空間に、ふわふわと漂っていた。

　──これは……ログアウト前にイベントが発生したのか？

　予想は正しかった。暗闇の中、ぼうっと淡い光が灯ともった。見れば、ミザリサが普段通りの姿で元気な笑顔を見せている。

　ミザリサ！

　嬉うれしくて叫んだ……つもりだった。だが、声は出なかった。ミザリサがいつものように口を三日月にして微笑ほほえむ。

『シシシ。せっかくヒロっちと仲直りしたのに寂しいっす。もうちょっと一緒に冒険したかったっすね』

　寂しそうな笑顔に泣きそうになる。話しかけたいのに、言葉が出ない。

『今度こそ、ホントにさよならっす』

　待ってくれ、ミザリサ！

　一方的に俺に手を振ると、ミザリサは暗闇に溶けるようにして消えていった。

　ぼうっと。また新たな光があった。次に暗闇から現れたのはアリシアだった。ミザリサと同じように俺に微笑ほほえみかける。

　アリ……シア！

『エイミが言ってたよね。ヒロは違う世界から来た人なんだって。信じられなかったけど……死んじゃった今なら分かるよ』

　そして、照れたように頬ほおを掻かいた。

『前も私、テスラにやられて死んだんだよね？　あはは。私ってきっと死ぬ運命なのよ。ヒロが強くなるために』

　アリシア、アリシア！

　何度も呼びかけようとするが声が出ない。触れようとしても動けない。

　俺の顔にアリシアが細い腕を伸ばしてきた。

『前はヒロが時間を戻してくれたんだよね。ヒロって、良いところも悪いところもあるよね。うん。半々くらいかな』

　そう言って、意地悪く笑う。

『ヒロが助けてくれたこと覚えてたら、もうちょっと優しくしてあげたのになあ』

　そしてアリシアは俺から遠ざかる。

　待って！　アリシア！　お願いだから待ってくれ！

　心の中で連呼する。願いが通じたのか、アリシアはふと何か思い出したように振り返った。

『あっ、そうだ。もうこのままでいいから。今度はもう、生き返らせたりしないで』

　何だよ、それ。

『アンタ、すぐ調子に乗ってイキるから心配だけどさ』

　そうだよ。俺、ダメな奴やつなんだよ。だから傍そばにいてくれよ。

『私以外の奴に簡単にやられるんじゃないわよ』

　待てって言ってるだろ。

『先に地獄で待ってるわ。がんばってね、ヒロ』

　待ってって……言ってるのに……。

　アリシアは寂しげに笑うと、俺に手を振った。

『バイバイ』




　……目覚めた時、俺は泣いていた。ゴシゴシと袖で涙を拭うと、まっすぐ机に向かう。歯を食い縛りながら、ＰＣを起動させた。

　オーベルダイン歴れき程ていのページをスクロールする。仲直りの攻略の下、新たなタイトルが記載されていた。




『仲間が全滅して、聞いてた話と違うと一丁前に怒ってる奴やつへ』




　俺は怒りに呼吸を荒くしながら、タイトルをクリックする。




『何だテメー。俺ぁ嘘うそは言ってねーぞ。覚醒した後は楽勝で勝てたろうが？　それに超絶難度のクエストだって言ったよな？

　豆知識に書いてあったろ。テメーが使ったのは、怒りや想像で無む理り矢や理り作り出した裏技じゃねー。大切な者を失うことで覚醒する──それが本当の裏技、その最終段階。テスラの雷鳴神速・極ライトニング・エクストリーム・アルテマすら超える力だ。

　自分のせいで、こんなクエストを引き出しちまったって後悔してるか？　ハッハー！　どの道、キワクエを続けてりゃあ、遅かれ早かれ仲間の死に向き合うことになる。そして、通常の裏技を使えるプレイヤーがこの仲間全滅イベントを生き残ることで今後、裏技最終段階が常時発動できるようになる。テメーならこれから先、余裕でキワクエを進められるだろう』




　そして。カムイはこんな言葉で、攻略の最後を締めくくっていた。




『喜べ。テメーはキワクエ完全攻略最大の切り札を手に入れた』




　オーベルダイン歴程を閉じた後、机を拳で叩たたいた。……十数回ほど。

　拳がすっかり赤くなった頃、スマホが振動した。レオナさんからだ。




『ヒロ君、大丈夫？』




　少ししおらしげなレオナさんのメッセージに、




『今からもう一度、キワクエにログインしてください』




　俺はそう返した。





　　　　　　　　　◆






　キワクエにログインすると、辺りに広がる地獄の光景。十字路の様子は、当然だが全く変わっていない。

　それでもレオナさんは落ち着き払っていた。

「深い悲しみを知って人間は成長する。リアルの極みよね」

　もしかすると、俺の読んだのと同じオーベルダイン歴れき程ていのページを見たのかも知れない。俺と一緒に攻略を進めているレオナさんは、カムイの提示してくるパスワードを入力できるからだ。

　いつものように茶ちや化かした雰囲気はなかった。俺が近くにあるアリシアの遺体から目を逸そらすようにして俯うつむくと、レオナさんは俺の肩に飛んできて、そっと囁ささやく。

「アリシア……ヒロ君のこと大好きだったものね」

　アリシアとの思い出が脳裏を過よぎる。命がけの追いかけっこや、ナイフと剣の攻防。不気味なオークベイビーに妙な儀式。良い思い出なんかじゃ全然ないけど。歪ゆがみまくった愛情表現だけど。

　思い出して俺は軽く笑ってしまった。レオナさんも釣られるようにして少し笑う。

「ヒロ君。気持ち、切り替えて行きましょう」

「ですね。切り替えます」

「そうよ！　称号だってカムイと同じのをゲット！　ホントに凄すごいわ、ヒロ君！　いや、もう凄すぎる！　大天才よ！　カムイを超えるスーパープレイヤーの誕生だわ！」

　俺を大いに持ち上げると、レオナさんは小さな拳を振り上げた。

「キワクエ、完全クリアしましょう!!」

　俺は頷うなずき、腰にあるマーチンの魔剣に手を伸ばした。

「すいません、レオナさん。その前にちょっとブッ殺したい奴やつがいるんで」

「え？　悪魔は倒したじゃない？　チェルシーだって、もう催促に来ないわよ？」

　不思議そうな顔のレオナさん。俺は一人、呼吸を荒くする。

「俺に勇気をくれ。マーチン」

「……は？」

　俺が自分の首に魔剣を当てると、レオナさんは驚きよう愕がくの表情を見せた。

「ひ、ヒロ君っ!?」

　俺はにやりと笑う。そして、剣を力一杯引いた。

「!!　いやアンタ、何やってんのおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　レオナさんの絶叫に俺の血ち飛沫しぶきが重なる。首に焼けるような痛みが走った刹那、目の前が暗くなった。




　耳に心地よい鳥のさえずり。春のように暖かな日差し。優しく吹くそよ風にケヌラの木の葉が揺れている。何な故ぜだかリンゴの甘い香りが風に乗って漂っていた。

「……バッカじゃない？」

　ケヌラの木に、アリシアがもたれ掛かっていた。本当にバカを見るような目を俺に向けている。傷跡も無く、普段の格好のアリシアを見て、俺はホッとする。

「アリシア……」

　前と違って、言葉が話せるようだ。俺は辺りをキョロキョロと窺うかがった。

「マーチンもミザリサもいないけど？」

「流石さすがに呆あきれてるのよ、きっと」

「アリシアは、来てくれたんだな」

「自分で自分を殺したバカを笑いに来たの」

「あれ。俺と一緒に死ねたら嬉うれしいんじゃなかったっけ？」

「これは意味が違うでしょ。ホント、バカね」

　すねた顔のアリシアを見て笑ってしまう。アリシアは伏し目がちに俺に言う。

「もしかして、また時間を戻すつもり？」

「ああ」

「代償が必要だって兄さん言ってたよ」

「うん。これで二回目だな」

「どうしてそこまでするの？　私達たちってヒロにとって、幻みたいなものなんでしょ？」

　ちょっと困ってしまう。確かにゲームのキャラなんだけど……幻とか夢とかそんな感じじゃあないんだよな。

　少し考えた後、俺は言う。

「エイミに言われて気付いたんだけど、ＲＰＧと異世界転移って似てると思うんだ。オーベルダインの人達にとって、俺達は日本っていう違う世界から来た人間なんだ。うまく言えないけど、俺にとってキワクエはもう単なるゲームじゃなくて。そして、アリシアは単なるＮＰＣじゃないってこと」

「意味分かんない」

「分かんなくていいよ。あと、代償のことも気にしなくていい。車買えるほどゲームに課金する大人もいるくらいだから」

「全く意味分かんない」

　俺が笑うと、アリシアは小さな溜ため息いきを吐ついた。

「生き返らせたら私、この会話だって忘れちゃうんだよ？　ヒロが代償を払ってまで生き返らせてくれたこと、私、覚えてないんだよ？　それに、もしかしたらヒロのこと、また殺そうとするかも」

「それは困る……けど、基本的にアリシアがそうなっちゃうのって俺のせいだし」

「じゃあ言うね。意味が分からない最大の理由──私、違う世界の人間なんでしょ？　ヒロはそのうち元の世界に帰っちゃうんでしょ？」

「というか、それ、すぐだと思う。俺、このあとまたエイミに殺されるだろうから。そしたら流石さすがに最後かな。経済的にも、もう無理」

「だったら、どうして？」

　俺はアリシアの目を見詰めながら言う。

「この世界の最後の瞬間まで、アリシアと一緒に冒険したい」

「……本ッ当に、バッカじゃない？」

「バカでいいよ。だから、それまでよろしく」

　アリシアは俺に背を向けた。少し鼻水をすする音が聞こえた後、アリシアは無言で片手を上げた。





　　　　　　　　　◆






『ブッシュオオオオ』と耳障りな激しい音。焦げ臭い匂いと額に感じる熱で俺は目覚めた。

　煙を上げるヘッドギアを外して、とりあえずパソコンデスクに置く。

「ちょ、ちょっと!!　何の騒ぎよ!?」

　楓かえでがノックもなく、部屋に飛び込んできた。煙を吐き出すＶＲ・ＮＸを見て、悲鳴をあげる。

「!?　ゲーム機、燃えてんじゃん!!」

「大丈夫だよ」

「一体どこらへんが大丈夫なのよ!!　火事になるって!!」

「たいしたことない」

「あるわよ!!　私の部屋まで燃え移ったらどうすんの!!　早く消してってば!!　特技のおしっこでもいいから!!」

「べ、別に特技じゃねえよ……」

「何でもいいから、どうにかしてええええええええ!!」

　半狂乱になって楓かえでは喚わめき立たてていた。俺は傍そばにあったペットボトルのお茶を手に取ると、ヘッドギアに掛けた。より一層、煙が出たが、耳障りな音は止やみ、ＶＲ・ＮＸはそのまま沈黙した。

　部屋の窓を開けた後、楓は俺を睨にらむ。

「何て危ないゲームなのよ！　信じらんない！」

　楓はメチャクチャ怒っていたが、俺はスマホを握ってジャージ姿のまま扉に向かう。

「ど、何ど処こ行くの？」

「ちょっと出かける」

「こんな時間に？　それにアンタ、その頭……あっ、ねえっ！」

　楓は叫んでいたが、俺はスタスタと廊下を歩き、靴を履いて玄関を出た。




　夜のゲームショップ如月きさらぎは、昼間の数倍わびしい感じで、既に潰れた店のようだった。

　シャッターを軽くノックする。部屋着でラフな格好のレオナさんが出てきて、俺は店内に案内された。そのまま隣にある和室に招かれる。

　温かいお茶をちゃぶ台にコトリと置きながら、レオナさんは静かに「どうして？」と聞いてきた。

「せっかくカムイと同じ称号をゲットしたのに。あのまま続けてれば、キワクエ完全クリアだって夢じゃなかったのよ？」

　俺は少し照れ笑う。

「気付いたんです。あのままクリアしても意味がないって」

「どういうこと？」

「クリアした時、傍にアリシアやミザリサがいないなら……一緒に喜んでくれる仲間がいないなら、意味がないんです」

「ヒロ君……」

「レオナさん言いましたよね。深い悲しみを知って成長するのがリアルだ、みたいなこと。実際、カムイはそうして裏技最終段階の常時発動を手に入れて、キワクエをクリアした。凄すごいと思います」

　心の何ど処こかで憧れていたカムイの姿が脳裏を過よぎる。

　カムイ。お前は強いよ。頭も良くて完璧な人間だ。俺にはとても真ま似ねできそうもない。

「リアルじゃ死は避けられない。時間だって戻らない。でもキワクエは、代償さえ払えば時間を戻せる。だったら、俺はもう一度やり直したい」

　アリシアとミザリサの笑顔が浮かぶ。ＮＰＣなのに、まるで本当の人間と変わりのない自然で優しい笑顔だ。

　俺はレオナさんに頭を下げる。

「壊れたＶＲ・ＮＸとキワクエソフトの代金はバイトして払います。だから、もう一セット、レンタルさせてください」

　しばらく黙った後、レオナさんは店内に行って、新しいＶＲ・ＮＸとキワクエのソフトを取ってきた。

「ありがとうございます」

「やり直しても、また同じラストになる気がするけど……」

「それでも良いんです。もう一度、二人に会えるなら」

「そう……」

　俺の気持ちを無む理り矢や理り、理解するように、レオナさんは二、三度、頷うなずいた。

「っていうか、ヒロ君！　さっきから気になってるんだけど、アナタ、髪の毛チリチリよ！」

　明るい声を出しながら、俺に手鏡を見せてくる。何だか全体的にパーマを掛けたようにフワッとなっている。特に前髪が酷ひどい。結構な量、焼け焦げている。

「うわー……」

　だから楓かえで、さっき俺の頭、見てたんだ。やべー。前髪だけでも帰ったら切ろう。

　そんな決心をしていると、レオナさんが紙袋にキワクエとＶＲ・ＮＸを入れて渡してきた。

「はい。それからあと帽子」

　気を利かせて、ベースボールキャップを俺に被かぶせた後、レオナさんはお茶の入った湯飲みを俺に向けて掲げた。

「チリチリ頭の青春に乾杯」







　家に帰って、新しいキワクエのソフトを借りてきたＶＲ・ＮＸにセット。呪文のようで舌を噛かみそうな例の言葉を唱えてから俺はログインした。

　辺りは夜。レンガ造りの笑顔商会の前。人通りの少ない路地で、アリシアが月明かりに照らされている。

　──そっか。一時間前って、このシーンか。

「おいで……ヒロ……」

　妖艶に口角を上げると、アリシアは俺の肩に両腕をまわして、ぐいっと引き寄せ──唇を合わせてきた。そのまま『ガリッ』。俺は唇を噛かみ切きられる。

　アリシアは俺の血の付いた唇を歪ゆがめて、にやりと笑った。

「今のはキスじゃない。血の誓いブラツド・オン・ブラツド。もう二度と裏切んじゃねー、」

　言葉の途中。俺はアリシアを抱きしめる。自分の腕が勝手に動くような感覚で、気付けばアリシアを力一杯抱きしめていた。

「うう───っ!?」

　アリシアが動揺して声を上げるが、俺は抱きしめたまま、思いを告げる。

「ごめん。アリシア。また守れなかった。ごめん」

「はあああっ!?　ちょ、ちょっと!!　ヒロ!!　離しなさいよ!!」

「約束するから。二度と裏切らないって。だから、お前も約束してくれ」

「な、何をよ!?」
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「もう二度と俺を残して死なない、って」

　沈黙の後、アリシアが堪たまりかねたように俺を両手で突き飛ばした。「わ、悪い」と正気に戻って謝りつつ、アリシアの顔を見る。

　アリシアの目から涙が溢あふれていた。

「ど、どうして……私……？」

　自分が泣いていることに気付いて、アリシアは顔を真っ赤にして、くるりと背を向けた。気まずいと思ったのか、離れた場所まで走っていって、服の袖で涙を拭っている。

　いつしか俺の隣にレオナさんが浮遊していた。おそらく一部始終を見ていたのだろう。ちょっと恥ずかしくなって、俺は照れ笑う。

「ええっと。アリシアって、もしかして、死んだこと覚えてるんですかね？」

「ないない。キワクエだもの。そんな都合の良い展開あるわけないわ」

「じゃあ何で泣いたんだろ？」

「愛よ。単純に愛。それだけ」

　レオナさんはしたり顔だったが、俺はよく分からなくて「はぁ」と呟つぶやいた。

　辺りをキョロキョロとレオナさんが窺うかがう。

「ここからリスタートってことは……この後、借金を返して宿屋にミザリサを迎えに行く、って感じだったかしら」

「ですね。でも、とりあえずちゃんとリスタートできたんで安心しました。俺いったん、ログアウトします」

「えっ。もう？」

「悪魔と戦わずに済む方法がないか、オーベルダイン歴れき程ていを見てきます。少しでも長くあいつらと一緒にいたいから」

「ヒロ君……」

「あっ、そうだ！　ここでキワクエ、止やめちゃうのもいいかも！　そしたらアリシアもミザリサも永久に殺されないし！」

　冗談ぽく言ってみる。レオナさんはしばらく俺を眺めた後「あーっ、もう！」と銀髪を掻かきむしった。

「れ、レオナさん？」

「そうよね。どの道、１００％エグいくらいに完全に詰んじゃってるもんね。ってか、ヒロ君。アナタ、あとたった数時間の為ためだけに更に十万円失うのよ。それ分かってる？」

「はい。マジでアホっすよね、俺」

「うん。アホすぎ」

　俺は笑った。レオナさんも俺に合わせて笑っていたけど、その笑顔は少し儚はかなげだった。

　ふと思い出したように顔を引き締めると、レオナさんは小さな手で俺の頬ほおをポコポコと殴ってきた。

「痛っ！　何ですか、いきなり！」

「ってか一番惨めなのは、ヒロ君じゃなくて私なんだからね！　私、ゲームの女の子に負けちゃってるみたいじゃないの！」

「いや別にそんなことは！」

　俺が戸惑っていると、レオナさんはまた笑った。

「けどヒロ君、格好よかったわ。普通にいい男だったよ。成長したもんよね」

　そして空間を小さな指でトリプルタッチ。ログアウト処理しようとしたレオナさんに、俺は驚く。

「ん？　ログアウトするんでしょ？」

「い、いやちょっと意外で。いつもみたいにキワクエやめるなって、しつこく迫ってくるのかと」

「だってヒロ君。もう何を言っても無駄だって顔してるもの」

　レオナさんはたまにこうして大人の一面を見せる。ログアウト処理を中断して、俺の肩に飛び乗り、耳元で優しく声を掛けてきた。

「またいつか、キワクエに挑戦してね？」

「えっと……」

「ね？」

　俺は少し笑って「分かりました」と返事した。

　嘘うそだった。これが終わった後、俺はもう二度とキワクエをプレイしないだろう。

　レオナさんもそれ以上、何も言わなかった。







　……暗い部屋で一人、ＰＣを起動する。ブルーライトが目を刺すが、俺はそのままカムイのオーベルダイン歴れき程ていを開く。

　無数にあるタイトルに目を上下左右に動かしていると、




『悪魔との戦闘後、仲間の死がイヤでリスタートするドアホへ』




　こんなタイトルを発見して吹き出してしまう。いやホント、何でもあるな、オーベルダイン歴れき程てい！

　もしかしてカムイってメチャクチャ繊細で気の回る奴やつなんじゃないか。そんな思いはタイトルクリックの後、開いたページの文を読んだ瞬間、吹き飛んだ。




『テメー、このクソカス野郎!!　勝ったのにやり直すって、どういうこった!?　言うとおりにしろやハゲ!!　俺様の超絶ありがたいアドバイスも聞けねーか!!　だったら何で攻略法読んでんだ!?　信じらんねーバカだな!!　死ね死ね死ね死ね!!』




　あはは、と笑って俺は頬ほおを掻かく。カムイの悪態──いや正論は続いた。




『攻略よりＮＰＣ仲間の命を取る、だ？　青臭せえんだよ！　どこの中二病だ！　バカの極みだな、テメーは！　たかだか家庭用ゲームのシナリオだろ！　この重課金の極限バカが！　熱くなってキワクエ制作陣に踊らされやがって！　いいカモだぜ、クソオタク！　きめーんだよ！　死ね！』




「うん。ホント、いいカモだよなあ」

　ハードもソフトも現時点で二度壊れている。そして、もうすぐ三度目。一体どれだけ金をつぎ込むのか。カムイの言うとおり、キワクエ制作陣の思おもう壺つぼである。




『だいたいやり直してどーしようってんだ？　仲間と仲直りする猶予は一日って言ったの覚えてっか？　つまりだ。町民錯乱後のログインから一日以上経過すると、悪魔の方から攻めてくるって寸法だ。逃げようったって無駄だぜ。どの道、お前らは助からねー。八方塞がり。完全に詰みだ。死ね！』




　さっきから死ね死ねうるさい。でも……やっぱりそうか。完全に詰みか。

　しばらくすると画面が真っ暗になった。「もうアホに言うことはねー。黙って死んどけ」ということなのだろう。

　カムイにも見放された。だが、心は塞いではいない。むしろ晴れやかだった。仲間を失ったままキワクエを続けていたとしたら、モヤモヤはずっと残ったままだったと思う。バカだの死ねだの散々カムイに罵られたが、自分自身で決めた選択が少しだけ誇らしくもあった。

　ＰＣを閉じようとした時。暗い画面に不意に文字が現れた。




『上等だ。クソバカ野郎。それじゃあテメーの決めた道を進みやがれ』




「──え？」

　カタカタカタと、音を立て……真っ暗な画面に文章が打ち出されていく。俺は言葉を失いながら、黙ってそれを見続けていた。




『言ったよな。本当に困った時にだけ使う、それが攻略サイトだと。そして、このオーベルダイン歴れき程ていはテメーのような極限バカの為ためにある』




　カムイの文章の下。新たなタイトルが表示される。




『裏技最終段階発動なしで悪魔を倒す方法』





　　　　　　　　　◆






　キワクエにログインした後、宿屋でミザリサと合流する。待合所のソファで、アリシアを交えて作戦を練った。

　俺の話を聞いて、ミザリサが眉間に皺しわを寄せていた。

「エイミが敵で、強いのはわかったっす。でもヒロっちの話がホントなら、私達たちこんな装備で勝てるんすかね？」

　アリシアも厳しい視線を俺に送ってくる。

「魔剣を取り戻して兄さんの霊も鎮まった。もうウィリガイは使えないからね」

　そんなこんな話し合っていると、レオナさんが飛んできた。俺はわざとらしく、頬ほおを膨らませてみせる。

「レオナさん、遅いですよ。三十分前にメッセージ入れたのに」

「ごめんなさい。シャワーを浴びてたの」

　レオナさんは少し目の辺りが赤かった。

「もしかして、泣いてました？」

　すると、パッと態度を変えて、怒ったような口調になる。

「な、泣いてないわよ！　ってか、あんな状態ですぐまたログインするなんて思わないじゃない！」

「あはは。ちょっと心境の変化がありまして」

「心境の変化……？」

「今から、エイミと戦います」

「え───────っ!!」

　レオナさんが大声を上げた。ミザリサが俺の顔を訝いぶかしげに見詰める。

「また妖精とお話っすか」

　そして俺の目線を辿たどるようにして、両手を伸ばした。

「……この辺りっすかね？」

「きゃっ！」

　ミザリサが宙に浮かんでいるレオナさんを両手で捕まえた。レオナさんが慌てている。

「おっ！　何か掴つかんだっすよ！」

「ちょ、ちょっと！　くすぐったい！」

「ふむふむー、女体っすね。……おおー、なかなかいい体じゃないっすか！」

「やっ！　そ、そんなとこ触んないで！　ちょっとヒロ君！　ミザリサに止やめるように言ってよ！」

　レオナさんは顔を赤くして大慌て。そしてアリシアは白い目をミザリサに向け、呆あきれ顔がおだ。

「はぁはぁ……何なのよ、もう」

　ようやくミザリサの束縛から逃れたレオナさんは、俺の肩の上で、乱れた妖精の衣装を直していた。俺はログインする前に、カムイの攻略を読んだことをレオナさんに伝える。

「それで攻略通り、仲間と一緒に作戦を練った──そういうことなのね？」

「はい。そんなところです」

　俺は足下の荷物袋から、数種類の草を取り出してレオナさんに見せる。先程、道具屋で調達してきたものだ。

「これって、エイミの毒対策？」

「ええ。『短期間[image: ]獄[image: ]留インスタント・パガトリー』はエイミの攻撃ターンになると発動するみたいです」

「吐き気と目眩めまいに襲われて三分間、身動きが取れないのよね」

　思い出して気持ち悪くなったらしく、レオナさんは手を口に当てて「オエ」と、えずいた。

「エイミと戦闘する以上『短期間[image: ]獄[image: ]留インスタント・パガトリー』を防ぐ手立てはないらしいです。だからコレ、体に塗りつけておいてください」

　俺は葉っぱを小さく千切ってテーブルに並べる。

「完全に相殺は無理らしいんですけど、これで効果を軽減できるみたいです」

　俺は葉っぱを手で揉もむようにして擂すり潰つぶす。攻略法にあった草の組み合わせで、カムイいわく効果は二、三時間持続するようだ。ちなみに俺とミザリサ、アリシアはレオナさんがログインする前に既に体に塗ってある。

「どうぞ」

　擂り潰した草をレオナさんに渡そうとした瞬間、不意にアリシアが俺の視線の先に手を伸ばした。

「きゃっ!?」

　そして、先程のミザリサと同じようにレオナさんを掴つかむ。

「私が塗ってあげるわ」

　少し楽しげに言うと、アリシアは俺から擂り潰した草を取り、レオナさんを両手の間に挟むと、草と一緒に擦こすり合わせた。

「ひゃああああああああああ!?」

　体中、揉みくちゃにされてレオナさんが叫ぶ。アリシアは逃がさないように、しっかとレオナさんを掴んだまま、冷静に呟つぶやく。

「ホントだわ。すごくおっぱいが大きい……」

「シシシ！　そうっしょー！」

「ひ、ヒロ君!!　何なのよ、コレは!!　いつもの仕返し!?」

「いや。俺、何もしてないですよ」

「ねえ、ヒロ。妖精は何て言ってるの？」

「えっと。気持ちいいから、そのまま続けてくれって」

「!!　ヒロ君!?」

　アリシアは頷うなずくと無言で手を動かし続け、レオナさんは悲鳴を上げた。

　俺は腹を抱えて笑った。ミザリサも楽しそうに笑っている。

　やっぱりこのパーティは最高だと思った。だから、全力で戦おうと心に誓った。

「ううー。体がベトベトする……」

　ようやくアリシアから解放されて、テーブルの隅で三角座りしているレオナさんの背中を俺は軽く突つつく。

「じゃあ行きますか。悪魔を倒しに」





　　　　　　　　　◆






　ミスティンの町の十字路では、あの時と同じように満月に照らされて、エイミが静かに佇たたずんでいた。

　俺は決意と共にエイミを睨にらむ。エイミは感情の消きえ失うせた表情で俺を見返してきた。

「この世界オーベルダインと向こうの世界のあらましは、有識者にとって周知の事実なのだ……」

　以前聞いた台詞せりふをそのまま語り続ける。レオナさんが俺の耳元でこそこそと囁ささやいた。

「ねえ、ヒロ君。今、攻撃しちゃえばいいんじゃない？」

「裏技最終段階なしで、短期間[image: ]獄[image: ]留インスタント・パガトリー発動前の悪魔を倒すことは不可能らしいです。オーベルダイン歴れき程ていに書いてました」

「やっぱ、そっか」




『いいか。耳の穴かっぽじって聞け、クソ野郎。クエスト・十字路の悪魔討伐攻略の肝──それは短期間[image: ]獄[image: ]留インスタント・パガトリーの三分間をどう耐えるかだ』




　俺は頭の中でカムイの言葉を反はん芻すうしていた。やがて、エイミの背中から鳥のような黒い翼が現れる。双そう眸ぼうは白目の部分が消えて漆黒に染まり、顔には血管が浮き出て、爪はナイフのように鋭く尖とがった。

　エイミの変化を見て、ナイフを構え直すアリシアに俺は無言で腕を伸ばした。

　──まだだ。今、攻撃しても意味はない。

　ミザリサも、ソワソワした様子で俺の顔を覗のぞいてくる。

「ヒロっち……？」

「ダメだ。エイミが攻撃してくるまで待つんだ」

　エイミが俺達たちを睨む。アリシアが堪たまりかねたようにジリッと動いたが、それでも俺は首を横に振る。

「……来ないのか？」

　ぼそりと呟つぶやくエイミ。眉間がぱくりと割れ、もう一つの黒目だけの眼球が現れる。自身の攻撃命中率と敵からの回避能力を向上させる悪魔の技『第三の目サードアイ』だ。

「なら、こちらからいこう」

　ザッと一歩。エイミが俺達に歩み寄ろうとした。

「来るぞ！」

　俺の合図と同時に、ミザリサとアリシアが左右に展開。そして俺自身はバックステップ。エイミから離れて距離を取る。

「どうして、攻めてこない？」

　先程まで俺がいた位置で鋭い爪を空振らせて、エイミは不思議そうな顔をしていた。

　──お前が攻撃するのを待ってたんだよ。そうしないとアレが発動しないからな。

　エイミは鋭い目を俺に向けていた。

「逃げようとしても無駄だ。『短期間[image: ]獄[image: ]留インスタント・パガトリー』。お前達たちの動きは封じられる」

　きた！　ここからの三分間が正念場だ！

「ふふん！　無駄よ！　その技は攻略済みなんだから！」

　レオナさんが楽しげに空中で叫ぶ。だが体勢を崩すと、前回同様、空中できりもみ降下しつつ、俺の隣に落ちてきた。

「あ、あれ……動けない……？」

　レオナさんは体をピクピクと痙けい攣れんさせていた。俺も体中の力が抜け、がくりと片膝を突く。同じように離れた位置にいるミザリサとアリシアも、中腰でハァハァと息を切らせていた。

　今回、吐き気や目眩めまいはしない。カムイの指示通りに塗り込んだ草の効果は確かにあった。それでも体は痺しびれて自由を失っている。

「いやいや!!　これじゃあ結局、前と一緒じゃない!!」

　レオナさんが悲鳴を上げるが、俺はくすりと笑う。

「でも……前と違ってちょっとは動けますよ。ほら……」

　俺はどうにか立ち上がると、よたよたとエイミに近付いていく。

「ひ、ヒロ君!!　アンタ、何を!?」

　震える手でマーチンの魔剣を抜いた。腕を振りかぶるのも、ままならない。エイミを狙って精一杯、振り下ろした筈はずの剣は、エイミの胸に届く前に刀身を握られる。

「驚いたな。まだ動けるのか」

　そしてエイミは俺の腹部を蹴り上げた。俺はレオナさんと先程まで会話していた位置まで弾はじき飛とばされる。レオナさんが叫ぶ。

「そんな状態じゃ無理だって！　殺されちゃうわ！」

「いえ……短期間[image: ]獄[image: ]留インスタント・パガトリー後、エイミと最初に戦うのがゲームの主人公の場合、結構時間を掛けていたぶってくれるみたいなんです」

　俺は遠くに視線を向ける。そして切羽詰まった表情のアリシアに釘くぎを刺す。

「腕を落として痛みで覚醒しようなんて思うなよ」

　アリシアが驚いたように目を見開いて、動きを止める。

「俺なら大丈夫だから」

　笑顔を繕った途端、背中に激痛。エイミが俺を足で踏みつけた。

「ヒロ君!?　ホントに大丈夫なの!?」

「い、いや、必死です。下手すりゃ、殺されることもあるみたいなんで」

「体は!?　まだ動かないの!?」

「はい……」

　エイミは俺を何度も、踏みつけようとする。ぎこちなく体を動かして数回はかわせたが、今度はみぞおちにエイミの蹴りが突き刺さって、俺の体はくの字に折れた。

　レオナさんの怒ったような声が十字路に響く。

「何よ！　何なのよ、コレは！　リスタートして攻略も読んで！　なのに、やられる順番が変わっただけじゃない！　ヒロ君がこんなに頑張ってるのに、何てクソゲー！」

　痛覚が鈍いと思えないくらい、蹴られた箇所がズキズキと痛む。それでも、普段飄ひよう々ひようとしているレオナさんが真剣に怒っているのが、何な故ぜだか微笑ほほえましくて俺は笑ってしまう。

「そ、そうです。キワクエはありえないくらいクソゲーです。でも……クソゲーにはクソゲーらしいクリアの仕方があるんです」

「ヒロ君？」

「今回……返さなかったんです。あはは……場所と時間だけ書いたメモだけ残して……」

「な、何を言ってるの？」

　レオナさんが聞き返した、その時。地を踏むヒールの音が響いた。

　エイミを含めて、その場にいた誰もが振り返り、月夜に浮かぶシルエットを眺めていた。スーツ姿の借金取りは、知的な顔を豹ひよう変へんさせて中腰になると、月に吠ほえるオオカミ男のように絶叫する。

「お期限でございますわ──────────────!!」

　地を蹴り、俺に向かって猛スピードで突撃してくるチェルシー。しかし、

「……邪魔だ」

　エイミが、俺とチェルシーとの間に素早く移動。チェルシーの胸元に、鋭い爪を突き立てる。ドッと鈍い音がして、爪がチェルシーの胸を貫通した。

　エイミは爪を引き抜くと、チェルシーを一いち瞥べつして……眉根を上げた。

　口から血を吐きつつも、チェルシーはそのまま全く平気な様子で、俺に話しかけていたからだ。

「ヒロ様。本日分のお返済を」

「あ、ああ。金は全額、用意してある。今すぐ返したいのは山々なんだけど……」

「……邪魔だと言っている」

　エイミはチェルシーの後頭部を掴つかむと、地面に叩たたき付つけた。岩盤を砕く凄すさまじい音。鮮血が地面に広がる。今度も傍はた目めには致命傷。なのにチェルシーは何事もなかったように、むくっと起き上がり、エイミを見据えた。

「恐れながら、お邪魔なのはそちらの方かと存じます」

　チェルシーは歪ゆがんで割れた眼鏡をスーツの胸ポケットに仕し舞まうと、片腕を振り上げた。

「『母の優しくて甘い味マザーズ・カインドテイスト』……！」

　エイミの胸元に腕を叩き付ける。ゴッと鈍い音を立て、ラリアットで吹き飛ぶエイミを見て、レオナさんが叫んだ。

「こ、これが攻略!?　悪魔に借金取りをぶつけるの!?　正気!?」

「ただの借金取りじゃないですよ。物理法則を無視した、無敵の借金取りです」

　悔しいけど、カムイは天才だ。悪魔には悪夢で対抗する──こんな攻略、俺一人なら絶対に思いつかなかった。

　俺はエイミが飛ばされた場所に目を凝らす。舞う砂すな埃ぼこりの中、エイミもまた平然とした顔付きで立ち上がり、チェルシーを睨にらんでいた。

「心臓を貫き、頭部を破壊した。どうして死なない？」

　エイミはチェルシーを、真っ先に排除すべき敵だと考えたのだろう。翼をはためかせ、軽く宙に浮かぶと、爪を振りかざしてチェルシーに向かった。チェルシーとの距離を一気に詰めると、間髪入れず両手での爪撃を開始する。鋭利な刃物のようなエイミの爪を、だが、チェルシーは素手で打ち払っていた。剣けん戟げきのような甲高い音が連続する。

　レオナさんが興奮して拳を振り上げた。

「い、いける!!　チェルシーなら悪魔にも勝てるのね!!」

「いえ。勝負はここからです」




『仲間にチェルシーを加える、この布陣──それでも一いちか八ばちかの攻略だ。チェルシーは不死身の怪物だが、それだけで勝てるほど悪魔は弱くねー。チェルシーをタンク役にして仲間と一緒に攻撃しろ。裏技最終発動なしで悪魔を倒すのは至難なんて言葉じゃ足りやしねー。無傷のまま勝てるなんて考えんじゃねえぞ』




　カムイの攻略を思い出しつつ、俺は深呼吸。太ももに手を当てながら立ち上がる。時間が経過し、短期間[image: ]獄[image: ]留インスタント・パガトリーの効果はほとんど消えていた。

　俺は遠くのアリシアに視線を送る。

　──いけるか、アリシア？

　アリシアはこくりと頷うなずく。ミザリサにも同じように無言で問うと、小さく頷いた。

　俺は魔剣のグリップを強く握る。よし、握力も戻っている。

「じゃあ、行くぞ」

　チェルシーと攻防を続けているエイミに向かって、俺達たちは一斉に突撃する。三方向から駆ける俺達に気付くと、エイミは回し蹴りをして、チェルシーを遠くに吹き飛ばした。

　真っ先に攻撃を仕掛けたのはアリシアだった。エイミは頭部に向けられた果物ナイフをかわすと、即座にアリシアに手刀を放つ。当たれば致命傷のその攻撃を、俺が魔剣で弾はじいた。エイミの標的が俺に変わる。俺を狙った強烈なキックを、今度はミザリサがノコギリを盾にして防いでくれる。

「雑魚共が」

　呟つぶやいて、エイミが一瞬、視界から消えた。低い体勢から円を描くような足払いで、エイミを取り囲んでいた俺達は一斉に地面に倒れる。一番近い距離にいたミザリサに襲い掛かろうとしたエイミだったが、ぐらりと体勢を崩した。

　いつの間にかチェルシーが地中から手を伸ばし、エイミの足を掴つかんでいた。

「お期限でございますわ─────────────!!」

　完全に場違いな台詞せりふを叫びつつ、土の中から現れたチェルシー。チッと舌打ちすると、エイミはチェルシーの脳天に強烈な肘打ちを喰くらわせた。そのまま頭部を掴まれ、チェルシーは一直線に投げ飛ばされる。

　ミザリサとアリシアが呆あつ気けに取られていた。

「いや、あの女、何なんすか!?」

「いきなり土の中から現れたわよ!?」

「ま、まぁ、あんまり気にすんな」

　しかし、エイミですら不思議そうな顔でチェルシーを見ている。チェルシーは、また何事も無かったように立ち上がり、ふらふらとこちらに歩いてくる。

「そもそも私達みたいに、体に草を塗り込んでないわよね？　どうして平気なの？」

　短期間[image: ]獄[image: ]留インスタント・パガトリーも意に介さない借金取りに、アリシアは畏怖の表情を見せていた。だが『どうして？』って聞かれても、俺も困っちまう。チェルシーは無敵。そういうキワクエの設定なんだから。

　何にせよ、チェルシーの存在はエイミにとっても理解不能だったようだ。

「何だ……アイツは……」

　呆ぼう然ぜんとチェルシーを見据えている。

　──よし！　今がチャンスだ！

「アリシア、ミザリサ！　エイミを左右から挟んでくれ！」

　俺の指示に二人が動く。

「いくよ、ミザリサ！」

「シシシ！　了解っすー！」

　俺はエイミに向けて駆ける。そして二人は阿あ吽うんの呼吸でノコギリとナイフを振りかざす。

「「奥義・果実完全粉砕フルーツ・ジユーサー！」」

　眼前に迫るノコギリとナイフに、ようやくエイミはハッと気付いたような顔をした。咄とつ嗟さに黒い翼で体を覆う。

　防御態勢となったエイミに、俺も魔剣を振りかざして斬りかかる。




『裏技最終段階なしの低スペック状態で悪魔に勝ちてーなら、仲間と力を合わせろ。保身なんか捨てちまえ。死ぬ気で戦え。もう二度と仲間を失いたくねえんなら』




「うおおおおおおおおおっ!!」

　熱い気持ちが腹の底から湧き上がってきて、俺は叫ぶ。裏技最終段階に、ほど遠いのは自分でも分かっている。それでも怒りの感情のみで、オークを叩たたき切っていた時よりスピードも力も向上しているのを感じた。

　──もう誰も、殺させやしない！

　俺が魔剣を叩き付けるその隣では、

「オラアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　アリシアが果物ナイフを連打し、

「バッラバラになるっすよ────!!」

　ミザリサがノコギリを叩き付ける。更に、

「お期限でございますわ─────────────!!」

　チェルシーが叫びながら、鋼鉄のような拳のラッシュを繰り出す。

　ヤバい奴やつらが全力で攻撃を叩き付けてくれている。そう。ヤバくて最高の俺の仲間達たちだ。

　裏技最終段階発動中なら、この状態のエイミを魔剣で一刀両断にできた。なのに、四人で攻撃しても防御を崩せない。

「き、効いてるんすか、コレ!?」

「続けろ、ミザリサ!!」

　俺は叫ぶ。握る魔剣から俺の手に伝わるのは、ガンガンと鉄を叩くような感触。正直、効いている感じはしない。それでも、間断なく降り注ぐ俺達の攻撃を浴び、黒翼はその羽を徐々に散らして──

「ぐっ」

　堪たまりかねたようにエイミが防御を解除。ふわりと宙に浮かんだ。

「効いたっす!!」

「ダメだ！　チェルシーの背後に隠れろ！」

　エイミは逃げたのではなかった。空中から凄すさまじいスピードで、ミザリサに向けて急降下。

　だが、俺の叫びが聞こえたミザリサは、

「あわわわ！」

　転がるようにして、チェルシーの背後に隠れた。エイミは既にチェルシーの眼前で長く鋭利な爪を振りかぶっている。

「シャアッ!!」

　初めてエイミが吠ほえた。渾こん身しんの力を込めたエイミの一撃はチェルシーの頭部を貫く。右のこめかみから、左のこめかみまで鋭い爪を貫通させた後、更にもう片腕の爪をチェルシーの顎から脳に向けて、下から突き刺した。チェルシーの顔面が出血で真っ赤に染まる。

　なのに。

「こんなバカな……」

　愕がく然ぜんとエイミが言葉を発する。チェルシーは頭部を両手の爪でえぐられたまま、エイミの体を黒翼ごと、しっかと抱きしめていた。

　この時を逃すと、もう他にチャンスはない。そんな気がした。

「アリシア!!　ミザリサ!!　いくぞ!!」

　俺は叫ぶ。俺達たちが迫るのに気付いたエイミ。だが、体の自由はチェルシーによって奪われている。俺達の攻撃を察したチェルシーが咄とつ嗟さにエイミから体を離す。

　黒翼の防御が発動する前に、俺は魔剣をエイミの胸へと突き刺した。同時にミザリサがノコギリをエイミの左肩に滑り込ませ、アリシアが至近距離から果物ナイフで腹部を抉えぐる。

　なり振り構わない全力の総攻撃。「ごふっ」とエイミが黒い血液を口から吐き出した。

「や、やった!!　裏技最終段階なしで悪魔を倒したわっ!!」

　レオナさんの黄色い声が十字路に木霊する。ミザリサも安あん堵どの表情を浮かべる。

　だが、エイミの目は死んではいなかった。そして、刃渡りの短い果物ナイフを未いまだに腹部に突き刺したままのアリシアに、感情のない目を向けていた。

「お前は……道連れだ……」

　エイミの爪がアリシアの頭上に振り落とされる寸前。アリシアは覚悟を決めたように、俺に向けて儚はかなげに笑った。

「……俺より先に死ぬなって言ったろ」

　アリシアの笑顔は、かばうように間に入った俺に気付いて青ざめる。

「ヒロ!?」

　──こんなこったろうと思ってたよ！　このままハッピーエンドで終わる訳がない！　とんでもない超絶クソゲーだからな！

　どん、とアリシアを左手で押す。アリシアの命を奪う筈はずだったエイミの爪は、俺の左腕にヒットした。ザッと小気味よい音と共に、俺の左手首が血をまき散らして宙を舞う。

「ひ、ヒロ君!!」

　レオナさんが叫ぶ。俺は歯を食い縛りながら激痛に耐える。脳裏を過よぎるのはカムイの攻略の続きだ。




『怪け我がなんて恐れてんじゃねーぞ。キワクエの世界だと痛覚は現実より鈍い。それにテメーはエイミの裏切りに、仲間を失う悲しみを経験した。今のテメーは、本当の痛みってのが何か分かるだろ。だから……そうだ。そんな痛みはたいして痛かねー』




　──いや痛ぇよ、バカ野郎!!

　心の中でカムイに毒づきながら、俺は右手に握ったマーチンの魔剣をエイミに振るう。

　第三の目サードアイで俺の剣の軌道を読み、冷静にかわそうとしていたエイミ。しかし、その眉間の目にドッと音を立てて、果物ナイフが突き刺さる。「がっ」とエイミが呻うめいた。

「私の男に何してくれてんだ……！」

　アリシアが憤怒の表情を見せながら、果物ナイフを突き立てていた。ぐらりと体勢を崩したエイミの首元に、マーチンの魔剣が滑り込む。俺は力を込めて、魔剣を一気に振り抜く。激しい血ち飛沫しぶきをあげながら、エイミの首が地面に落ちた。レオナさんの「よっしゃあ！」という声が耳に届く。

　生首になって地を転がった後も、エイミは俺を睨ねめ付つけていた。そして、ゆっくりと最後の言葉を紡ぐ。

「もう遅い……フローラ城は手遅れだ……」

　意味の分からない台詞せりふの後、見開いたままの目が灰色に変わった。

「……さよなら。エイミ」

　この数日間の色んな思いが押し寄せて、俺はぼそりと呟つぶやく。胸元の称号が光り輝いた。




『借金取りと友達で隻腕かつ仲間思いの帰ってきた親友殺しワンアームド・ソートフル・ベストフレンドキラー２フイーチヤリング・ナイトメア・チエルシー』




　──情報、多すぎ……!!

　ペンダントにぎっしり書き込まれた称号に心の中でツッコむ。永久無敵の冒険者エターナル・インヴインシブルに比べて、まったく締まらない称号である。けれど、俺はこっちの方が良いと思った。

　安心すると、腕がメチャクチャ痛くなってきた。先程はアドレナリンが出ていたのだろう。どうにか平静を保てていたが、今はそれどころではない。

「あぐっ、ぐうっ！」

　情けない声が漏れる。血もいっぱい出てるし、涙だって溢あふれてくる。こんな状態ではこの先、もうキワクエのクリアは望めないかも知れない。テッドの町でテスラの腕を切り落としたが、これが因果応報ってやつか……。

　それでも、

「ヒロ君！」

「ヒロ！」

「ヒロっち！　大丈夫っすか！」

　皆が俺を心配して声を掛けてくる。クッソ痛い。けど、仲間が無事で本当に良かった。

　ミザリサが俺の顔を覗のぞき込こむ。

「えっと。今からエイミの素材、集めるっすか？」

「それはやめて。怖すぎるから。それよりお前、俺の傷の手当てとか他にもっとやることあるだろ……」

「かしこまりっす！　止血なら任せるっす！　包帯もしっかり買い込んでおいたっすよ！」

　テキパキとミザリサは応急処置を施してくれた。異端審問官インクイジターは、容疑者を生かしたまま拷問するという仕事柄、看護のスキルを多少なりとも身につけているらしい。オーベルダイン歴れき程ていの豆知識にそう書いてあった。

「ヒロ君。包帯なんかも準備してたのね？」

「無傷で勝てるなんて、甘いゲームじゃないですからね」

「へぇー！　かっこいいじゃない！」

　レオナさんは褒めてくれたが、アリシアは冷たい視線を俺に送っていた。

「バカね。あんなの、私一人で捌さばけたのに」

「いやいや。ヒロっちが助けなきゃアンタ、死んでたっしょ？」

「そ、そんなことないっ!!」

　ミザリサの言葉を顔を赤くして否定した後、アリシアは無言で拳を俺の方に突き出してきた。

「仕方ないから、これから私がアンタの左腕になってあげる」

「うん。よろしく」

　俺はアリシアの拳に右拳を合わせる。前にデレてたアリシアとは全く違うけど、こういう関係性の方が俺とアリシアらしくて良い。

　ミザリサの応急処置が終わると、チェルシーが歩み寄ってきた。

「お取り込み中、失礼ですがお返済の方を……」

「ああ。悪かったな」

　ミザリサに指示して、荷物袋から金貨の入った袋を取り出して貰もらう。チェルシーは中身を丁寧に勘定してから、困ったような笑顔を見せた。

「ヒロ様。１万Ｇガルド多いようでございます」

　お釣りを返そうと手を差し出してくるが、俺は首を横に振る。

「チェルシーがいなきゃ死んでたよ。チップだと思ってくれ」

「さようでございますか。それでは遠慮なく頂戴致します」

　チェルシーは金貨を懐に仕し舞まった後、スッと俺に顔を近付け、頬ほおにキスをした。

「……へ？」

「またのご利用をお待ちしております」

　そう言って歩き去るチェルシー。腕の痛みを一瞬だけ忘れ、呆ぼう然ぜんとチェルシーの後ろ姿を眺めていると、

「何してんのよ！　いやらしい！」

　アリシアが俺のほっぺをパーンと平手打ちした！

「痛ってえ!?　あの、ちょっとォ!?　俺、大おお怪け我がしてんだけど!?」

　アリシアとワチャワチャ言い合いしてから、ふと気付くと、ミザリサが空を見上げていた。

「シシシ！　もう朝っすねー」

　いつしか夜は明け、眩まぶしい朝日が十字路を照らしている。

「あっ！　ねえねえ、ヒロ君！　アレを見て！」

　レオナさんが叫ぶ。俺は目を細めながら、東の空を眺めた。

　遥はるか遠くにそびえたつ山の麓──フローラ城が蜃しん気き楼ろうのようにかすんで見えた。
























終章　現実よりもクソゲー






「今日は正念場だな、ヒロ！」

　放課後。貴たか文ふみは何な故ぜか木製のバットを握りしめていた。

「お前、野球部だったっけ？」

「冗談言ってる場合か！　それよりコレ、持っとけ！　ヤバくなったら紐ひもを引くんだぞ！」

　小学生の時に持たされたような防犯ブザーを渡される。今日、俺はまた佐さ奈な子こに会うことになっていたのだが、ただそれだけのこと。一体どうして貴文はこれほど警戒するのだろう。バットを装備し、俺に安全ブザーを渡し、更に──

「いやいや。何で俺ら、また付き合わされてんのー？」

「クソ面倒くせえし、メチャ行きたくねえ……」

　げっそりした顔の三み科しなと谷たに城しろ。そんな二人を貴文が睨にらむ。

「友達の命の危機だろ！　付き合ってやれよ！」

「つーか友達だっけ、俺ら？」

　谷城がぼやきながら三科を見る。三科は外国人のように大仰に肩をすくめた。

　半ば貴文に言いくるめられるようにしてだったが、それでも結局、三科も谷城も堤防まで付いてきてくれた。

　堤防沿いの野っ原。黒い帽子を被かぶって佇たたずむ佐奈子を見て、谷城が神妙な顔で呟つぶやく。

「おい。あの野郎、いやがるぜ……！」

　いや、そりゃいるだろ。待ち合わせしてんだから。

　俺は立ち止まり、貴文達たちに釘くぎを刺しておく。

「あのさ。来てくれたのは嬉うれしいんだけど……できたら此こ処こで待っててくれ。皆で押し寄せると、またややこしいことになりそうだから」

　三科と谷城は「それがいい、そうしよう」と頷うなずくが、貴文は不安そうな顔だった。

「分かった。でも危なくなったら、すぐに駆けつけるからな」

「ああ」と俺は返事をしたが……そんなことは起きないと思うけどな。

　俺は佐奈子に一人、近付いていく。草を踏む足音に気付いたのか、佐奈子が顔を上げて、にたりと笑った。

「き　来てくれたんだ　ね」

「約束だからな。あっ、そうだ。コレ」

　俺はこの間、佐奈子が忘れていった人形を紙袋から取り出した。

「あ　ありがと　う」

　佐さ奈な子こが照れたように笑う。ホラ、別に何もないじゃないか。

　片目の人形を受け取ると、佐奈子はもじもじしつつ、尋ねてきた。

「ひ　ヒロ　ヒロ　ヒロ　あ　あの　わ　わ　わ　私と　付き合って……！」

　少し戸惑いながら、俺は佐奈子の目を真剣に見詰める。

「ごめん。付き合えない」

　頭を下げる。後ろの方で貴たか文ふみの「ば、バカ！」と焦った声が聞こえた。

　ゆっくり頭を上げると、呼吸を荒くして、血走らせた目を大きく剥むき出だしにする佐奈子の姿があった。

「畜生　畜生　畜生　畜生……！　わ　私のものにならないなら　いっそ……！」

　佐奈子は服の内側に右手を入れた。その瞬間、貴文達たちがドタバタと駆けつけてくる。

「ヒロ！　危ない、逃げろ！」

　貴文が叫ぶ。三み科しなも谷たに城しろも切羽詰まった表情だ。辺りに緊張が走っている。

　俺は黙って佐奈子の様子を見守る。懐から取り出そうとしているのは、おそらく刃物だろう。

　だが、ナイフはアリシアで見慣れている。俺は落ち着いて佐奈子に語りかけた。

「俺のこと、憎いよな。体をぶった切りたい、細かく切り刻みたい……そんなところだろ？」

　そう言うと、佐奈子は少し冷静さを取り戻したように、きょとんとする。

「い　いや　さ　流石さすがにそこまでは……」

　そう言いながら佐奈子が懐から出したのは、アルミ合金の手錠だった。谷城と三科がざわつく。

「て、手錠!?」

　三科の声に佐奈子が反応し、ヒヒヒと笑う。

「こ　これで　ヒロと私　ふたりを　つなぐの　トイレも寝るときも一緒　二人は永遠に　ず───っと一緒」

「コイツ、マジでヤバすぎだろ！」

　谷城は青ざめているが、俺はホッと安心して笑みがこぼれた。

「よかった！　絶対、ナイフだと思った！」

　佐奈子も谷城も三科も貴文も、ギョッとした顔で俺を見た。

「わ　私は　殺人鬼じゃない……」

「そうだよな。佐奈子は全然まともだよな」

「い、いやいや！　その子の何ど処こがまともなんだよ！」

　貴たか文ふみが俺の耳元で言うが、キワクエの女達に比べれば全然普通だと思う。

　──けどまぁミザリサだってアリシアだって、基本的には俺に好意を持ってくれてるんだよな。好きっていう気持ちは本当で。ただその表現が他人とちょっと違うだけで。

　そう思うと目の前の佐さ奈な子このことも、何だか愛いとおしく思えた。

「俺のこと、好きでいてくれてありがとう」

「え……あ……う　うん……」

「でも、ごめん。今はやりたいことがあって。それが終わるまで、誰とも付き合う気はないんだ」

「わ　私のこと　ど　どう思ってる　の？」

「嫌いじゃないよ」

「そ　そう……」

　すると佐奈子はおとなしく手錠を懐に戻した。

「そ　その　やりたいことが　お　終わったら……また会える？」

「そうだな。いつか終わったら、遊ぼう」

　佐奈子はヒヒヒと笑い、貴文がヒィッと体を震わせる。

「じゃ　じゃあまたね　ヒヒ　ヒヒヒヒヒヒヒ……！」

　楽しそうに笑いながら佐奈子は走り去っていった。そういやあの笑い声、ちょっとミザリサに似てるかな。

　……佐奈子がいなくなった堤防。谷たに城しろと三み科しなが目を丸くして俺を見詰めていた。やがて貴文が感極まったように言う。

「ヒロ……！　お前なんだかビッグだな……！」

「何だ、それ？」

　俺は笑うが、三科も貴文にコクコクと頷うなずいている。

「ヒロ君、かなりうまくあしらってたっていうか……なんていうか」

「あしらうもなにも、悪い子じゃなかったろ？」

「いや、完全にヤベー奴やつだろ。お前の対応が神がかってたから助かったんじゃねえの？　下手すりゃ事件になってたような……」

　谷城は真剣な顔でそう言った。大おお袈げ裟さだなあと吹き出してしまう。

　俺は余裕ぶって、三人に言う。

「あのな。世の中には、もっと恐ろしくて辛つらいことがあるんだぞ」




　家に帰った後。俺は自室のパソコンデスクに突っ伏していた。

　そう。もっと恐ろしくて辛つらいことと、今から向き合わなければならない。

　つーか俺、片腕なくなっちゃったけど、いつか再生するのかな。いやしねえよな。キワクエだもん。だったらゲーム内で義手とか用意しなきゃならないのか？　ってか、待て待て。それより、ログインしたらまた激痛が始まるんだよな。

　頭を抱える。更に、ゲーム外でも懸念があった。

　リアルでもレオナさんに借金しちゃったし……。十万返す為ためにバイト始めなくちゃ。進路も決めなくちゃいけない時期に何やってんだ、俺？　今度ゲームオーバーになったら、キワクエ止やめよう！　絶対に！

　それでも、簡単にやられるつもりはない。レオナさん、アリシア、ミザリサ。俺には頼りになる仲間がいるから。

「あとそれから、お前もな」

　呟つぶやきながらＰＣの電源を入れて、ブラウザを起動する。オーベルダイン歴れき程ていを開き、カムイの悪態に今日も付き合いながら攻略を読む。

　しばらくすると、レオナさんからメッセージが届いた。




『ヒロ君！　今日も元気にログインしましょう！　キワクエ、クリアするよー！』




「人ごとだと思って、まったく！」

　苦笑いした後、俺はＶＲ・ＮＸのヘッドギアを装着して目を閉じた。
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『究極進化したフルダイブＲＰＧが現実よりもクソゲーだったら』四巻を手に取ってくださった皆様、ありがとうございます。

　ところで実は『フルダイブ』には作者的にサブタイトルが付いておりまして、一巻二巻合わせて『第一部・行き止まりの町編』。そして三巻四巻で『第二部・十字路の悪魔編』となっています。なので一巻を買って下さった方には二巻も続けて読んで貰もらいたいですし、三巻を買ってくれた方は四巻も読んで欲しいと切に願っています。

　ちなみに私、冗談っぽく「買ってね」と自作を読者様にアピールすることはあっても、本気で心の底から「どうかお願いですから買って下さいませ（泣）」とは言わないようにしています。もちろん言いたい時もありますが、そこは腐っても小説家としてのプライド。読者様自身が本当に読みたいものをお金を出して買うのが、正しい本の買い方だと思うからです。作者に懇願されて渋々買うというのは何だか違う気がしてなりません。

　……なのですが。今回ばかりは言わせて下さい。

「三巻を買った方は、是非四巻も続けて買ってください」と。

　だって三巻だけだと前編オンリーなのです。後編を読んで初めて『十字路の悪魔編』は完結するのです。四巻を読まないと、途中で物語が終わってしまうのです。

　ですので、もう一度言います。「どうかお願いですから買って下さいませ（笑）」

　……気持ちの丈をぶつけて満足したところで、関係者各位に感謝を述べさせて頂きます。

　今回も素敵なイラストを描いてくださった、よう太た先生、ありがとうございます。私はチェルシーが特にお気に入りです。

　いつも規制をハミ出す表現をしてしまう作者ですが、持ち味は残したまま、絶妙な修正を示唆してくれる担当様ありがとうございます。

　そしてメディアミックスに携わってくださった方々。アニメやコミックを見て、原作を買おうと思われた方も多いと思います。これも制作に尽力してくださる皆様のお陰です。ありがとうございます。

　最後に読者様。この度は四巻を買って頂き、誠にありがとうございました（もう買って貰ったつもり）。またご縁がありますよう祈念しつつ、四巻のあとがきを終わります。
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